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骨 業 20 周 年 記 洲 誌 


TOYOTA MOTOR HOKKAIDO,INC. 1992-2012 


HOKKAIDO 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 
創 | | 業 | |0| [ 周 | | 年 | | 記 | | 念 | 度 | | 発生 


「』 
滞 


拶 史 


自律 する 企業 、 町 いち ば ん の 会 社 を 目指 し て 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 
取締 役 社長 


田 中 義 克 


当社 は 本 年 、 創 業 20 周 年 を 迎え る こと が で きま し た 。 皆様 と 記念 すべ き 日 を 迎え られ た こと を 大 変 う れ し く 思い ます 。 

これ も ひと え に 、 ト ヨタ 車 を ご 愛用 いた だ いて いる 世界 中 の お 客 様 、 地 域 の 皆様 、 ト ヨタ 自動 車 株 式 会 社 、 
トヨ タグ ルー プ の 皆様 、 販 売店 各社 、 仕 入 先 の 皆様 を は じ め と する 多く の 皆様 の ご 厚 情 と ご 支援 の 賜物 で あり 、 
心 より 御礼 申し 上 げ ま す 。 

併せ て 、 創 業 以来 の 諸 先 輩 な ら び に 、 労 働 組合 、 従 業 員 の 皆様 そし て ご 家族 の 皆様 の ご 理解 と ご 協力 に 感謝 
申し 上 げ ま す 。 

当社 は 1991 年 2 月 に トヨ タ の 「 北 の 戦略 拠点 ] と し て トヨ タ 自 動車 株 式 会 社 100% 出 資 で 設立 され まし た 。1992 年 に 
生産 を 開始 し て 以来 、 北 海道 の 豊か な 大 自然 の 中 で お 客 様 の ニー ズ に お 応え する 高 付加 価値 の も の づく り を 追求 し 、 
生産 活動 を 進め て まい り ま し た 。 

そし て 本 日 に 至る まで に 、 駆 動 系 ユニ ッ ト を 中 心 と し て 、 オ ー ト マチ ッ ク ト ラン スミ ッ シ ョ ン 、 ト ラン ス フ ァ ー、 そ し て CVT を 
約 2000 万 台 、 ア ルミ ホイ ー ル を 2010 年 の シャ ッ ト ダ ウン まで に 約 1.900 万 本 生産 いた し まし た 。 

この 20 年 を 振り 返る と 「 創 業 期 ] の 10 年 間 は 、 ト ヨタ 自動 車 株 式 会 社 の ご 支援 を 得 て オ ー ト マチ ッ ク ト ラン ス 
ミッ ショ ン や アル ミホ イー ル の 立ち 上 げ 等 を 経験 し 日 々 学び な が ら 一 歩 一 歩 進 ん で まい り ま し た 。11 年 目 以降 は 「 発 展 ・ 
拡大 期 ] を 迎え 、 従 業 員 、 売 上 高等 で 製造 業 と し て は 北海 道 最大 規模 へ と 成長 する こと が で きま し た 。 緑化 活動 や 
近隣 と 連携 し た ゼロ エミ 活動 、 気 候 を 生か し た 雪氷 冷房 シス テム 等 の 環境 保全 活動 に も 積極 的 に 取り 組み 、 併 せ て 
工場 見 学 や カナ ダ と の 中 学生 アイ ス ホ ッ ケー 交流 会 等 、 地 域 に 根ざし た さま ざま な 活動 を 実施 し て まい り ま し た 。 

そし て 今 、 当 社 は 創業 20 周 年 、 人 で いう と ころ の 「 成 人 」 、「 独り 立ち ] の 時 期 を 迎え まし た 。 今後 、 我 々 が 目指 す 
と ころ は 「 本 当 の 意味 で の 独り 立ち ] 、 す な わ ち 自ら 将来 の あり た い 姿 を 考え 、 自 ら を 律する こと の で きる 「 自 律 』 し た 
企業 へ と 成長 する こと で あり ます 。 

従来 か ら の 品質 向上 ・ 原 価 低減 活動 の 強化 を 推進 する と と も に 、 革 新生 産 技術 の 開発 ・ 製 品評 価 力 の 向上 に 
取り 組み 、 ト ヨタ か ら 信 頼 い た だ ける | 自律 提 案 型 企業 ] 、 品 質 ・ コ スト で 競争 力 の ある 製品 を 世界 中 へ と 発信 し 続け る 
| グロ ー バ ル 企 業 」] 、 そ し て 良き 企業 市 民 と し て 地域 か ら 愛さ れる 「 町 いち ば ん の 会 社 」 を 目指 し て 、 精 進 し て まい り ま す 。 

現在 、 自 動車 産業 は か つて な い 激 変 の 中 に あり ます 。 こ れ か ら も 当社 は 「 ト ヨタ の 北 の 拠 点 ] と し て 、 ト ヨタ グル ー プ の 
中 で な く て は な ら な い 存 在 と な り 、“ メ イド ・ イ ン ・ 北 海道 "の 製品 を 世界 へ と お 届け し 続け る べく 、 全 社 一 丸 と な り 
取り 組ん で まい り ま す 。 

これ まで の ご 支援 ・ ご 厚 情 に 御礼 申し 上 げ ま す と と も に 、 今 後 も 変わ ら ぬ ご 指導 ・ ご 鞭 擁 を いた だ きま す よ う 、 お 願い 
申し 上 げ 、 ご 挨拶 と きせ て いた だ きま す 。 


002 @ トヨ タ 自動 車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 


| 基 | 本 | 理 


地域 社会 に 根ざし た 事業 活動 を 通じ て 、 産 業 ・ 経 済 に 貢献 する と 共に 、 
オー プン で フェ ア な 企業 行動 を 基本 と し 、 広 く 社 会 か ら 信頼 され る 企業 市 民 を めざす 


お 客 様 の ご 要望 に 応え た 品質 ・ 価 格 の 商品 を タイ ムリ ー に 提供 する 

労使 相互 信頼 を も と に 個人 の 創造 カ と チー ム ワ ー ク の 強み を 最大 限 に 高め る 企業 風 士 を つく る 
環境 問題 と 安全 問題 を 最 優先 に 考え 、 効 率 的 な 経営 を 通じ て 着実 な 成長 を 持続 する 

開か れ た 取引 関係 を 基本 に 、 互 い に 研究 と 創造 に 努め 、 長 期 安 定 的 な 成長 と 共存 共栄 を 実現 する 


ビー 
スス 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] @ 003 


祝 | | 矢 


記 | 


創業 20 周 年 を お 祝い し て 


トヨ タ 自 動車 株 式 会 社 
取締 役 社長 


豊田 章 男 


創業 20 周 年 、 お めで と う ご ざ いま す 。 心 より お 祝い 申し 上 げ ま す 。 

1992 年 10 月 、 従 業 員 180 人 で 生産 を 開始 きれ た トヨ タ 自 動車 北海 道 は 、20 年 後 の 今 日 3.000 人 を 大 きく 
超え る 従業 員 を 擁する まで に 成長 され まし た 。 全 世 界 の トヨ タ の 生産 拠点 に オー トマ チッ クト ラン スミ ッ シ ョ 
ン 、CVT、 ト ラン ス フ ァ ー と いっ た 基幹 部 品 を 供給 し 、 オ ー ル トヨ タ の 中 で 大 き な 存 在 感 を 示し て いた だ いて 
いる こと に 、 ま ず も っ て 深く 感謝 申し 上 げ ま す 。 

創業 当初 に は 周辺 に 部 品 メ ー カ ー、 設 備 メ ー カ ー な どの 集積 も 乏しく 、 現 地 企 業 の 新規 開拓 や 育成 
な ど に 大 変 な ご 苦労 が あっ た と 承っ て お り ま す が 、 そ うし た 地道 な 取り 組み を 通じ て 、 勇 豊 会 の 発足 な ど 、 
地域 に 根差し た も の づく り を 実現 され まし た 。 

また 、2004 年 4 月 に ライ ン オ フ し た BTH(Break Through Toyota Hokkaido) ラ イン に お いて は 「 な ん 
で も 有り 、 な ん で も チャ レン ジ 」 を スロ ー ガ ン に 投資 金額 50 削 減 ・ 生 準 リ ー ド タイ ム 5022 短 縮 を 達成 され る 
な ど 、 原 価 改善 を 継続 的 に 推進 いた だ き 、 本 年 3 月 の グロ ー バ ル 仕 入 先 総会 で は 「 原 価 改 善 優良 賞 」 の 
表彰 を る きせ て いた だ きま し た 。 併せ て 品質 改善 に も 着実 に 取り 組ま れ 、 原 価 ・ 品 質 の 両面 で 世界 を 代表 す 
る ユニ ッ ト 供給 拠点 と し て の 地位 を 確立 され まし た 。 加え て 、 北 海道 の 恵まれ た 自然 環境 の も と 、 既 に 10 
年 以上 に わた っ て ゼロ エミ ッ シ ョ ン を 維持 する な ど 、 環 境 へ の 配慮 と いう 面 で も 先進 的 な 取り 組み を 展開 さ 
れ て いま す 。 

貴社 が 今日 この よう な 発展 ・ 成 長 を 遂げ られ た の は 、 従 業 員 の 皆様 を は じ め 、 関 係 各 位 の ご 努力 、 
ご 尽力 の 賜物 で あり 、 心 か ら 敬 意 を 表し た いと 思い ます 。 

自動 車 産業 は 現在 、 先 進 国 市 場 か ら 新興 国 市 場 へ の シフ ト と いう 、 グ ロー バル な 大 き な う ね り の 中 に 
お か れ て いま す 。 基 幹部 品 の 現地 生産 化 も 、 一 段 と 進む も の と 思わ れ ま す 。 こ うし た 中 で 貴社 に は 、 最 先 
端 の 生産 技術 を 駆使 し た 、 高 品質 で 高 付加 価値 な 「 日 本 な ら で は 」 の も の づく り と 、 地 球 環境 と 共生 する 
企業 経営 の 両面 で 、 全 世界 を リー ド す る 役割 が 強く 期待 され ます 。 

足 社 は この 20 年 、 生 産 活動 に と ど ま ら ず 、 環 境 保全 活動 へ の 協力 や 、 ア イス ホッ ケー の 振興 を 通じ た 
地域 交流 や 国際 交流 な ど に も 、 着 実に 取り 組ん で こら れ ま し た 。 こ うし た 活動 を 通じ て 、 貴 社 は 「 苫 小牧 
の 企業 ] と し て も 受け 入れ られ て きた の で は な いか と 思い ます 。 今後 も 引き 続き 、 生 産 活動 を 通じ て 全 世 
界 の トヨ タ に 頁 献 する と と も に 、 地 元 北海 道 に お いて も 、 い い 町 ・ い い 社 会 づく り に 引き 続き 貢献 し 、 貴 社 が 
目指 さき れる 「 町 いち ば ん の 会 社 」] と し て 定着 し て ほし いと 念願 し て お り ま す 。 

最後 に 四 社 の 益々 の ご 発展 と 従業 員 、 ご 家族 の 皆様 の ご 健勝 を 祈念 し まし て 、 お 祝い の 言葉 に 代 
えさ せ て いた だ きま す 。 


004 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 


ご | | 祝 | | 辞 


トヨ タ 自 動車 北海 道 創業 20 周 年 を 迎え る に 当たっ て 


北海 道 知事 


高橋 は る み 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 が 創業 20 周 年 を 迎え られ まし た こと を 、 心 より お 喜び 申し 上 げ ま す 。 

トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 は 、1992 年 の 創業 以来 、 オ ー ト マチック トランス ミッ ショ ン な ど 、 ト ヨタ 自動 車 の 基幹 部 品 の 生産 拠 
点 と し て 、 ま た 雇用 規模 が 3.000 人 を 超え る 道内 最大 の も の づく り 企 業 と し て 発展 され 、 本 道 経 済 の 活性 化 や 雇用 の 創出 に 多 
大 な 頁 献 を いた だ いて お り ま すこ と に 、 深 く 感謝 を 申し 上 げ ま す 。 ま た 、 北 海道 が 取り 組む 道内 企業 の 生産 現場 の カイ ゼン な ど 
に ご 指導 いた だ く な ど 、 本 道 も の づく り 産 業 の 振興 に ご 支援 、 ご 協力 いた だ き 、 重 ね て 感謝 を 申し 上 げ ま す 。 

依然 と し て 厳し い 状 況 に ある 本 道 経済 の 活性 化 を 図る た め に は 、 引 き 続 き 、 裾 野 が 広く 、 経 済 波及 効果 の 高い 自動 車 産業 の 
集積 促進 を 図っ て いく こと が 重要 で す 。 こ の た め 、 国 内 で 生産 拡大 が 期待 で きる 次 世代 自動 車 な どの 基幹 部 品 工場 の 誘致 を 
図る と と も に 、 生 産 拠点 の 集積 が 進む 東北 と の 連携 を 一 層 到 化し 、 道 内 企業 の 参入 促進 を 図っ て いく な ど 、 サ プラ イチ ェ ー ン の 
強 朝 化 に 本 道 の も の づく り 産 業 が 頁 献 で きる よう 、 し っ か り と 取り 組ん で まい る 所 存 で す 。 

御社 に お か れ ま し て は 、 こ の た び の 創業 20 周 年 を 大 き な 節 目 と し て 、 さ ら な る 事業 拡大 を 図ら れ 、 引 き 続 き 、 本 道 の も の づく り 産 
業 は も と より 、 本 道 経済 の 発展 に 、 大 き な 役 割 た 果たさ れる こと を ご 期待 申し 上 げ 、 私 か ら の メッ セー ジ と させ て いた だ きま す 。 


ご | | 祝 | | 矢 


創業 20 周 年 に 寄せ て 


苫小牧 市 長 


岩倉 博文 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 が 創業 20 周 年 を 迎え られ まし た こと を 心から お 祝い 申し 上 げ ま す 。 

1992 年 の 創業 以来 、 自 動車 産業 に お ける 「 北 の 拠点 ]」 の リー ディ ング カン パニ ー と し て 着実 な 歩み を 続け 、 苫 小牧 か ら 世界 に 発信 
する グロ ー バ ル 企 業 と し て ゆる ぎ な い 地 位 を 確立 され まし た 。 こ れ も 貫 社 の 世界 に 誇る も の づく り の 理念 の も と 、 品 質 向上 ・ 技 術 開発 ・ 
生産 効率 の 向上 な ど 、 た ゆま め ぬ 努 力 が 実 を 結ん だ も の と 心から 敬意 を 表し ます 。 ま た 、 地 域 に 根ざし た 社会 貢献 活動 と し て 、 市 内 小 
学校 へ の 図書 寄贈 、「 と まこ まい 港 ま つり 」 な どの 行事 へ の 参加 、 ト ヨタ 少年 少女 記者 団 の 派遣 、 交 通 安全 DVD の 寄贈 な ど 多 彩 な 分 
野 で 地域 社会 に 貢献 さき れん て お り ま すこ と 、 さ ら に は 20 周 年 を 記念 し て 、 市 立 中 央 図書 館 に 「 移 動 図書 館 車 ] を 寄贈 いた だ きま し た こと 
に 対し 、 深 く 感 謝 を 申し 上 げ る 次 第 で ご ざい ます 。 

近年 、 自 動車 産業 を 取り 巻く 情勢 は めまぐるしく 変化 し て お り ま す 。 化 石 燃料 か ら 再生 可能 エエ ネル ギー へ の 転換 期 に お いて 、 省 エ 
ネ 、 温 室 効 果 が ス の 排出 低減 な ど 、 き ま ざ ま な ニー ズ に 対応 すべ く 、 新 製品 の 開発 や 技術 革新 を 推進 する と と も に 、 自 然 と 共生 する 地 
球 環境 に 配慮 し た 企業 活動 に 取り 組ま れ て お り ま す 。 天然 が スエ ネル ギー や 雪氷 ハイ ブリ ッ ド 冷房 シス テム の 導入 の 他 、 ゼ ロ エ ミ ッ シ ョ 
ン の 維持 、 社 内 植樹 祭 の 実施 な どの 取り 組み は 誠に 意義 深い も の で あり 、 環 境 保全 活動 に お いて も 道内 企業 の 模範 的 な 地位 
を 確立 し て お り ま す 。 創業 20 周 年 を 契機 に 、 今 後に お か れ ま し て も 事業 活動 の 一 層 の 充実 に 努め られ 、 さ ら に 虫 進 さ きれ ま すこ と を ご 期 
待 申し 上 げ ま す と と も に 、 本 道 製造 業 の 指導 的 役割 を 発揮 され 、 技 術 の 向上 、 豊 か な 市 民生 活 創造 の た め ご 尽力 いた だ きま すこ と を 
お 願い 申し 上 げ ま す 。 

最後 に 、 こ れ ま で の 輝かしい 業績 、 地 域 社 会 へ の 貢献 に 対し 感謝 申し 上 げ ま す と と も に 、 貴 社 益々 の ご 発展 と 社員 の 皆様 の ご 活躍 
を ご 祈念 いた し まし て 、 お 祝い の 言葉 と きせ て いた だ きま す 。 
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誇り の 20 年 を ベー ス に きら な る 発展 を !! 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 
前 取締 役 社長 


狩野 耕 


創業 20 周 年 誠に お めで と う ご ざ いま す 。 

会 社 は 創業 以来 、 ト ヨタ 生産 方 式 の 実践 に よる 高 品質 の も の づく り と 、 地 元 北海 道 に 根ざし た 企業 づく り に よっ て お 客 様 や 地域 の 
皆様 か ら 愛さ れ て こら れ ま し た 。 ちょ うど 10 周 年 を 迎え た 時 に 赴任 し 、 そ れ ま で の ご 苦労 と その 成果 に 接し 大 い に 感 外し た こと を 
思い 出し ます 。 引 き 続 く "NEXT10” の 最初 の 3 年 間 を 社長 と し て 担当 いた し まし た 。 当時 生産 は 繁忙 を 極め まし た の で 、 ユ ニー ク な オ 
ー ト マチ ッ ク ト ラン スミ ッ シ ョ ン 組 付 ラ イン や アル ミホ イー ル の 造形 工程 を 増設 し て 対応 し まし た 。 さ ら に 次 々 と 新 製品 の 発注 えん いた だ きま し 
た の で 第 4 工場 を 新設 し まし た 。 ま た カナ ダ CAPTTIN 社 に 続き 米国 TMMWV、BODINE 両 社 へ の 支援 が 始ま り ま し た 。 サプライ チェ 
ー ン の 改善 と な る 道内 の 鋼材 を 使用 し て の 鍛造 工程 の 新設 も 発表 いた し まし た 。 こ れ ら の 実績 は 、 ひ と え に 全 社 一 丸 と な っ た 新しい も 
の へ の チャ レン ジ 精 神 と こつ こつ と 築き 上 げ ら れ た 優れ た 職場 力 お よび 地元 の 皆様 の サポ ー ト 力 が グル ー プ 内 で 高く 評価 され た 賜物 
と 大 い に 感 謝 感激 し た も の で し た 。 ま た アイ ス ホ ッ ケー、 サ ッ カ ー、 野 球 、 陸 上 長 距 離 な ど で チ ー ム ワー ク を 育む と と も に 、 社 会 貢献 活動 
に お いて は 絵画 展 や カナ ダ と の 少年 アイ ス ホ ッ ケー 交流 会 な ど で 地 域 の 皆様 に 溶け 込ん で こら れ ま し た 。 

一 方 、 十 勝 沖 地 震 や それ に 伴う 近 火 に は 1 週間 近く 緊張 し まし た し 、 昨 年 発生 の 東日本 大 震 災 を 筆頭 と する 厳し い 、 激 動 する 経済 社 
会 環境 の 中 で も これ ら の 事業 を 着実 に 実行 され た 結果 、 こ の “NEXT10” の 10 年 間 に 売 上 高 、 従 業 員 数 と も に ほぼ 倍増 の 規模 に 成長 
し 、 グ ルー プ 内 、 道 内 産業 界 に お ける 存在 は きら に 大 きく な っ た こと と 思い ます 。 

お 客 様 、 取 引 先 の 皆様 、 グ ルー プ 企 業 の 皆様 、 地 元 の 皆様 の ご 支援 に 感 席 する と と も に 、 諸 先輩 の ご 努力 、 現 役員 と 従業 員 の 皆さん 
の 働き ぶり に 賞賛 の 気持 ち を お 伝え し 、“ チ ャ レン ジ 20" の 成功 に よる さら な る 発展 を 祈念 し て お 祝い の 言葉 と きせ て いた だ きま す 。 


創業 20 周 年 を お 祝い し て 


勇 豊 会 会 
株 式 会 社 ダ イナ ックス 
取締 役 社長 


福村 景 範 


創業 20 周 年 を 迎え られ まし た こと を 、 心 より お 祝い 申し 上 げ ま す 。 

貴社 は 1992 年 10 月 に 苫小牧 市 に 創業 以来 、 地 元 は も と より 北海 道 経 済 の 発展 に 大 きく 貢献 され て お り ま すこ と に 敬意 を 表し ます 。 
自動 車 産業 と は 縁 が 薄かっ た 地域 に お いて 、 高 品質 ・ 高 性 能 を 要求 され る 変速 機 を 造る こと に は 大 変 な ご 苦難 が あっ た と 思い ます 。 
し か し 、 高 い 理想 を 掲げ 、 吐 盛 な チャ レン ジ 精 神 で 課題 を 解決 され 、 今 日 の 地位 を 築 か れ ま し た こと は 他 に 誇り 得る 製造 業 の 素晴らし 
い 成 功 モ デル と 言え る と 思い ます 。 

貴社 は 創業 当初 より 「 地 場 産業 育成 」 の 方 針 を 掲げ られ まし た 。 2004 年 、 そ れ ま で の 安全 協力 会 組織 を 発展 きせ 、 結 成 さ れ ま し 
た 勇 豊 会 は 貫 社 の 強い ご 支援 と ご 指導 の も と 、 会 員 会 社 数 は 170 社 と な り ま し た 。 そ の 間 、 足 社 は 基本 理念 で ある 「 開 か れ た 取 
引 関 係 を 基本 に 互い に 研究 と 創造 に 努め 、 長 期 安定 的 な 成長 と 共存 共栄 を 実現 する 」 を 実践 きれ 、 ま た 会 の 活動 を 通し て 会 員 各社 
の レベ ル ア ッ プ に ご 協力 いた だ いて お り ま すこ と に 、 会 を 代表 し て 厚く 御礼 申し ト 上げ ます 。 

これ か ら も 、 貴 社 の 世界 レベ ル の 仕事 の 中 で 、 北 海道 の 産業 基盤 を さら に 強固 に する た め に 、 会 員 各 社 と 風通し の 良い コミ ュ ニ 
ケー ショ ン に よっ て 、「 ト ヨタ 生産 方 式 」 の 真髄 を ご 指導 いた だ きた いと 願っ て お り ま す 。 私 共 も 、 そ れ ぞ れ の 事業 で の 改善 と 自己 革新 に 
努め る と と も に 、 貴 社 の 方 針 で ある 豊か な 社会 づく り に 貢献 する 良き 企業 市 民 を 心掛け て 、 そ れ ぞ れ に 成長 し て いき た いと 念じ て お り ま す 。 

最後 に な り ま し た が 、 こ の 20 周 年 を 機 と し て 、 貴 社 の さら な る 飛躍 と 繁栄 を 祈念 いた し まし て 、 お 祝い の 言葉 と きせ て いた だ きま す 。 
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新た な 時 代 に 向け て 


トヨ タ 自 動車 北海 道 労働 組合 
執行 委員 長 


岩本 尚 典 4 だ 


創業 20 周 年 記念 誌 発 刊 に 当たり 、 労 働 組合 を 代表 し て 心から お 祝い 申し 上 げ る と と も に 、 会 社 役員 な ら び に 全 従 業 員 の 皆さん 
と 、 こ の 慶び を 分 か ち 合 いた いと 思い ます 。 

顧み ます と 、1992 年 10 月 に トヨ タ の 北 の 生産 拠点 と し て 地域 に 根ざし た 企業 を 目指 し 、「 世 界 No.1 の ユニ ッ ト 工 場 』 を 志 に そ 
れ ぞ れ の 持ち 場 立場 で 取り 組ん で きま し た 。 こ の 間 、 幾 多 の 困難 と 厳し い 試練 を 乗り 越え 、 今 で は 従業 員数 3.000 人 を 超え る 、 も の づ 
くり 産業 と し て は 北海 道 有 数 の 企業 に まで 成長 し て きま し た 。 こ の 背景 に は 、 め まぐ る し い 環 境 変化 の 中 、 会 社 の 的 確 な 経営 諸 施 
策 と 従業 員 そ れ ぞ れ の 不断 の 努力 は も ちろ ん の こと 、 ト ヨタ の DNA で ある 「 カ イ ゼ ン 」 を 主眼 に お いて 「 も の づく り は 人 づく り 」 と し 
て 教え を いた だ いた 諸 先 輩 た ち を は じ め 、 関 係 会 社 ・ 地 域 の 皆さん 、 従 業 員 を 支え 続け て くれ た ご 家族 な ど 多く の 方 々 の ご 協力 が 
あっ て こそ 今日 が ある と 思い ます 。 

時 代 を 追う ご と に 自然 環境 、 社 会 環境 も 大 きく 変貌 を 遂げ 、 自 動車 産業 の 行く 未 に お いて も 予測 で き な い の が 現状 で あり ます が 、 
いか な る 状況 に お いて も トヨ タ 北 海道 の 主役 は ここ に 働く 人 で あり 、 常 に 前 向き な 気持 ち で その 時 々 の ベス ト を 尽く すこ と が 大 切 で 
ある と 思い ます 。 今後 も 自ら が 意欲 ・ 活 力 を 持っ て 働け る 環境 で ある こと が 、 さ ら な る 会 社 発展 の 原動力 と な る こと を 労働 組合 の 視 
点 か ら 愚 直 に 推進 し て いく 所 存 で あり ます 。 

会 社 創業 20 周 年 を 、「 新 た な 時 代 に 向け て 」 の 出発 点 と し て 労使 相互 信頼 の 精神 を 基本 に 力強く 遺 進 し て いく こと を お 耕 い 申 
レ 上 ば げ 、 労 働 組合 を 代表 し て の 祝辞 と し ます 。 
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トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 


凡 業 20 周年 記念 誌 
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002-003 


004-007 


009-014 


015-034 


035-071 


072-078 


079-092 


093-107 
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創業 G0 周 年 記念 誌 発刊 ご 挨拶 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 取締 役 社長 田中 義 克 


ご 祝辞 

トヨ タ 自 動車 株 式 会 社 取締 役 社長 豊田 章 男 氏 
北海 道 知事 高橋 は る み 氏 

苫小牧 市 長 岩 礼 博文 氏 

トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 前 取締 役 社長 狩野 耕 氏 

勇 豊 会 会 長 / 株 式 会 社 ダ イナ ックス 取締役 社長 福村 景 範 氏 
トヨ タ 自 動車 北海 道 労働 組合 執行 委員 長 岩本 尚 典 氏 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 創業 20 周年 


Specjg/ /nfervjew 


TMH へ の 期待 
新しい 目標 に 向かっ て チャ レン ジ す る 勇気 を ! 
トヨ タ 邊 動車 株 式 会 社 取締 役 会 長 張 富士 夫 氏 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 


現在 まで の 歩み 


く 創 業 1 1 周年 >8003 一 < 創業 60 周 年 >601 ら 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 
い ヽ 4 括 と 
職場 紹 全 
036-037 監 査 室 ・ 管 理 部 門 038-041 品 質 ・ 技 術 部 門 042-071@ 生 産 部 門 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 
創業 GO 周年 記念 上 談 


広く 地域 に 愛さ れる 企業 で ある た め に 


株 式 会 社 松本 鐵 工 所 取締 役 社長 松本 編 昌 氏 
株 式 会 社 ・TEC ソ リュ ーション ズ 取締 役 会 長 石橋 弘 次 氏 
トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 取締 役 社 長 田中 義 克 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 


従業 上 員 紹 介 


080-085 Message Zoom 一 社員 が 語る TMH の ここ ろ 一 
086-090 TMH ぎ ね す 【 な ん で も 選手 権 】 


091 Send aletter 一 勤続 GO 年 も の の 避 大 集合 ! 一 
092 Send a letter 一 二 十 歳 の 交 い 大 集合 ! 一 
トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 
資料 編 
』 
あと が き 


トヨ タ 自動 車 北海 道 株 式 会 社 創業 20 周 年 
SPECIAL INTERVIEW 


還 穫 MH へ の 期待 


新しい 目標 に 向かっ て 
チャ レン ジ す る 勇気 を 


トヨ タ 自 動車 株 式 会 社 
取締 役 会 長 


33 
し 


2012 年 5 月 31 日 、 創 業 20 周 年 を 迎え る 当社 に 、 

トヨ タ 自 動車 株 現 会 社 の 張 辻 主夫 会 長 が 、6 度 日 の 来 社 を され まし た 。 

当 是 ほ場 を 視 祭 き れ 。| 実直 に 現地 現物 に 基づい た 業務 改善 を 行っ て いる 」 と 
従業 員 の 取り 組み を 評価 いた だ きま し た 。 

その 答 、 北 海道 <% の 思い と と も に 今後 の 当社 の 在り 方 、 

当 圭 に 期待 届 る る と に つい で ぐ 語 つぐ いた だ きま し た 。 


参 開 催 日 2012 年 5 月 31 日 (木曜日) 
食 会 場 プ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 
但 イ ンタ ビュ アー グ 近 藤和 彦 (トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 専務 取締 役 ) 
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ーー は じ め に 、 工 場 を ご 視察 いた だ いた ご 感想 を お 聞か 
せい た だ け ま すか 。 

創業 20 周 年 を 迎え られ た と いう こと で 、20 年 経つ と いい 
工場 に な る な ぁ と いう の が 最初 の 感想 で す 。 僕 が トヨ タ 自 
動車 に 入っ た の は 1960 年 で すか ら 、 ス ター ト し て 23 年 目 な 
ん で すね 。 で すか ら 、 あ の 頃 の 機械 工場 と 同じ くら い だ と 。 
あの 頃 、 ト ヨタ は まだ まだ 先代 の 機械 を いっ ぱい 並べ て 、 そ 
の 中 で 大 野 さ ん た ち が 一 生 懸 命 標準 作業 を 作っ て 、 数 は 
多く な か っ た で す が 、 今 の いわ ゆる トヨ タ 生 産 方 式 の 原点 
の 仕組 み を 築い て いま し た 。 それ に 比べ れ ば 設備 も 強く な 
っ て いま すし 、 考 え 方 も きち っ と し て いる か ら ず っ と いい 工場 
だ と 思い ます 。 

それ に し て も 20 年 と いう 年 月 を 感じ まし た 。 本 当 に ご 苦 
労 様 で し た 。 あ り が と う ご ざ いま す 。 どう いう 意味 で あり が と 
うか と いう と 、 こ の 会 社 が いい な ぁ と 思う の は 、 実 直 に 現地 
現物 に 基づい た 業務 改善 を 行っ て いる と ころ で す 。 理屈 じ 
ゃ な くま ず や っ て みる 。 現物 を 見 な が らち 一 つ 一 つ な ぜ こう な 
っ て いる ん だ ろう と トラ イ し 、 こ うな っ て いる ん だ 、 こ うい う も ん 
だ と 確認 し 、 そ こ か ら 理 屈 を ひっ ぱり だ し 理屈 に 合っ た よう 
に し て お られ る 。 こ の 考え 方 と いう の は 非常 に 大 事 だ と 思 
っ て お り ま す 。 

最近 は 、 知 識 や 理論 が 先行 する と いう こと が 、 世 の 中 多 


く な っ た よう に 思い ます 。 だ か ら 話 だ け 聞 いて 分 か っ た よう 
な 気 に な る も の だ けど 、 実 際 に や っ て みる と 全然 違う 。 な ん 
で こん な こと が 出 て くる ん だ ろう 、 と いう こと が た くさ ん 出 て く 
る 。 特 に 今日 見 せ て いた だ いた 生産 性 向上 、 品 質 不良 対 
策 の 取り 組み の 中 で 、 一 個 一 個 試し な が ら 、 こ うじ ゃ な いか 
と いう 結論 を 出す 。 そ の 過程 で は いろ いろ 行っ た り 来 た り 
する こと が あっ た の だ ろう けど 、1 個 ずつ や る の は 1 番 確実 
で 人 が 育つ と て も いい 方 法 だ な ぁ と 思い ます 。 ぜひ 経営 の 
伝統 と し て 生か し て いた だ きた い 。 会 社 が 100 年 続い た 時 
に は 、 昔 の 人 が こう こう し て 、 こ うい う 仕組 みや 考え 方 を 作っ 
て くれ て 、 こ れ が 大 事 な 財 産 だ と 後 募 た ち が 言 える ん じゃ 
な いか 。 会 社 と いう も の が 長続き する に は 、 次 の 人 に バト ン 
を 渡し て いく 。 と っ て も いい 方 向 で や っ て いら っ し ゃ る 。 

私 は トヨ タ 北 海道 が で き て か ら と きど き お 落 魔 し て きま し た 。 
いつ も 頭 に ある の は 、 愛 知 か ら 離 れ た と ころ に ポツン と トヨ タ 
北海 道 が ある 。 後 工程 は 離れ て いる し 、 将 来 的 に 大 丈夫 
だ ろう か と いう こと が 頭 か ら 離 れ な か っ た 。 そ の うち 、 近 くに 
関東 自動 車 工業 (株 )※1 が で き て 、 な ん と な くい い 方 向 に 
来 て いる な と 思い まし た 。 こ の 7 月 に トヨ タ 自 動車 東日本 (株 ) 
が 発足 し ます の で 、 そ うす る と トヨ タ 北 海道 は 東北 拠点 の 
中 心 的 な 位置 に 入っ て いく だ ろう と 、 内 心 ほ っ と し て いま す 。 
これ で 日 本 で は 愛知 と 九州 と 東日本 の 3 つの 拠点 が で き て 、 
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東日本 は 小型 車 、 九 州 は レク サス と 仕分 け き れつ つ あ る 。 
これ が どう 変わ っ て いく か は 分 か り ま せん けれ ども 、 い ずれ 
に し て も トヨ タ 北 海道 に と っ て 大 変 よ か っ た し 、 ぜ ひこ れ を う 
まく 活用 し て ほし いと 思っ て いま す 。 

みん な が 勉強 し て 、 ち ょ っ と し た 機械 な ら す ぐ 作 っ て し ま 
うと か 、 そ うい う 自 力 を つけ て き て いる こと は 大 きい で す よ 。 
ちょ っ と し た 治 工具 か ら 始ま っ て 、 簡 単 な 設 備 く らい な ら 作 
れる 部 隊 を 持っ て いる と いろ いろ な こと が で きる ん で す 。10 
人 で や っ て いる 作業 が 本 当 に 5 人 ぐら いで や れる よう に な り 
ます 。 保 全 ・ 改 善 の 人 た ち が そ うい う 力 を つけ て くれ る と い 
う の が 、 実 は 現場 の 見 えな い 力 だ と 思い ます 。 そう いう スキ 
ル が 確実 に つい て いる 。 親方 が 言わ な きゃ で き な い じゃ な く 
て 、 み ん な で 「 こ うい う も の を 作っ た ら ど うだ 」 と アイ デア を 出 

合う 。 そ うす る と 、 も の の 見 方 が 一 致し て くる 。 大 変 職場 


と し て は 強く な っ て いき ます よ 。 
※1 … 関 東 自動 車 工業 (株 ) 岩 手工 場 (1993 年 操業 開始 ) 


ー 一 今後 は 教え る 側が 大 変 重要 に な っ て き て 、 そ の 繰り 
返し で 人 が 育っ て 会 社 が 発展 し て いく と 思う の で す が 、 
人 材 育 成 に 関し て 思い 入れ や ご 助言 を 頂け ます で し ょ うか 。 

必ず 話 を する の は 、「 実行 する ] と いう こと で す 。 会 社 
に 入っ て くる 人 た ち は 、 知 識 は いろ いろ 持っ て いる ん で す 
よ 。 会 社 に 入っ て か ら も 本 を 読ん だ り 、 先 輩 の 話 を 聞い た 
り 。 だ か ら 、 言 うこ と と か 考え る こと と か は 結構 一 人 前 な ん 
だ けど 、「 じゃあ 、 お まえ や っ て みろ 」 と 言っ た 時 に や れ な い 。 
それ を うま く 違 いて 実行 きせ る と いう こと が 、 育 成 の 条件 
だ と 僕 は 信 し て いま す 。 と いう の は 、 ま ず や っ て みる と 、 ほ 
と ん どの こと が 頭 の 中 で 思っ た 通り に いか な い 。 失敗 する 
と いう か 、 考 えて いた こと と や っ て みる こと は 人 違う こと が ま 
ず 分 か る 。 そ うす る と 謙虚 に な っ て 、 も っ と 現地 現物 か ら 
勉強 し よう と いう 姿勢 が 生ま れる 。 それから 、 和 失敗 し た 時 
に な ぜ そ うな っ た の か 、 と いう 原因 を 一 生 懸 命 探す と いう 
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トヨ タ 自 動車 株 式 会 社 取締 役 会 長 
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こと を や り だ し ます よね 。 そう いう こと を 繰り 返し て いる と 、 
世の中 と いう の は ちゃ ん と 理屈 が ある ん だ と いう こと が 分 
か っ て くる 。 理 に か な っ た こと を や ら な きゃ うま くい か な いし 、 
絶対 長続き し な い 。 

で も 、 や っ た こと の な い 奴 は めちゃ くち ゃ 言う し 、 人 に ずい 
ぶん 迷惑 を か ける じゃ な いで すか 。 ま ず 実 行 し て 、 い ろ い 
ろ と 学び な が ら 、 少 し ずつ 改善 し た うえ で 、 何 か ーー つ 達成 
で きた と 。 そう する こと に より 、 ま た 一 段 高 い レ ベル に 上 が っ 
て 、 ち ょ っ と 周り を 見 て みる と 、 そ うか と 。 学び な が ら 、 和 失敗 し 
な が ら 、 ま た だ ん だ ん と 探っ て いく 。 そ うい う 意 味 で は 、 ど ん 
な こと で あろ うと 、 き ちっ きち っ と 自分 で や っ て みる こと を た 
め ら わな いこ と が 大 事 で す 。 
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ーー か つて の 上 司 で いら し た 大 野 耐 一 さん や 鈴村 喜久 
雄 さ ん の 影響 も ご ざい ます か 。 

ええ 。 そう いう 育て 方 で し た ね 。 大 野 さ ん も 鈴村 さん も 。 
村 さん は 、「 誰 も お まえ が 1 回 で 成功 する な ん て 期待 し て 
いな いか ら 、 心 配 せ ず に や れ 」 っ て 言っ て くれ まし た 。 それ 
くら い の 度 量 が ある 。 後ろ で 見 て いた ん で し ょ う ね 。 取り 返 
. し の つか な いこ と に な る と 困る か ら と 思っ て 。 


ーー そう いう 時 に 助け は あり まし た か ? 
あま りな か っ た な ぁ 。 見 て た な と いう 気 は する けど 。 


いろ いろ 和 失敗 談 も ある ん で すか ? 

ええ 。 大 し た 話 で は な いけ れ ど 。 そ の 都度 修正 し ます か 
ら ね 。 むし ろう まく いっ た な ぁ と 思っ て 、 ろ くに 経過 を 見 な い 
で よそ を 見 て いた ら 、「 や っ た こと を きち ん と チェ ッ ク し て いな 
い 」 と 言っ て 径 られ た こと が あり ます 。 

大 野 さ ん が 、( 足 元 に 円 を 描い て ) こ の 中 に 立っ て みる と 
作業 者 の お か し い 動き が 一 番 分 か る ぞ っ て 言う ん で す よ 。 
ここ か ら よ く 見 える か ら 、 分 か る まで 立っ て 見 て ろ と 。 で も 、 そ 
の 答え を 言わ な いで いな く な っ ちゃ う 。 だ か ら 3 時 間 も 立 っ て 
いた 人 も いる 。 なぜ 作業 者 が こん な こと を や っ て いる か 。 な 
ぜ こ ん な こと に な っ て いる の か 。 な ぜ こ こ に モノ が た まっ て 
いる か 。 一生 懸命 調べ て 現状 を 報告 する と 「 そ ん な こと は 、 
分 か っ て いる 。 お 前 も お か し いと 気付 いて 、 さ っ さと 改善 し 


ろ と わし は 言っ て いる ん だ 」 と 言わ れ ま し た 。 


頭 の 中 に 答え が あっ て お っ し ゃ られ て いた の で すか ? 

そう 、 大 野 き ん は 常に ば っ と 見 て 、 有 瞬時 に お か し いと 気付 
く 。 た だ 、 我 々 は 少し くら い お か し く て も 気が付か な い 。 本当 
に 優秀 な 作業 者 は 踊り と 一 緒 で と ん と ん と ん と 。 本 当 に 楽 
に 踊り を 踊っ て いる みた い に 和 無駄 が な い 。 スイ ッ チ は こっ ち 
側 に あっ て 、「 まずは 左足 か ら 出 て 、 そ の 時 に 右手 は 前 に く 
る だ ろ 」 っ て 話 を し て 、 そ この 所 に 手 が 触 れる よう に すれ ば 、 
ポン と 押し て その 間 に こ っ ちの 機械 が 動き 出す と いう よう な 。 
要する に そう いう こと な ん で す よ 。 


ー 一 大野 さ ん や 鈴村 さん は 、 非 常に 怖い と いう イメ ー ジ が 
あり ます が 。 

怖く は な いん で す が 、 も の の 見 方 は に だ わっ て いて 、 し ご 
いて くれ る の で 、 そ うい う 部 分 も ある か も し れ な い 。 だ けど 、 
その 人 の レベ ル を 見 な が ら 指 導 し て も ら え る 。 


ー 一 作業 改善 に つい て で す が 、 な か な か 知恵 が な な く て 進 
み ま せ ん 。 

改善 は 、 右 数 を 出す か 、 人 を 減ら すか 。 極端 な 言い 方 を 
し た ら 、 ど っ ちか な ん で すね 。 だ か ら 、 人 吾 数 が 出 な いま ま 頑 張 
る の で は な く 、 む し ろ ゆ っ た り 作 っ て いる の で 、 人 を 抜い て 別 
の ライ ン に 入れ て 、 そ っ ちの ライ ン の スピ ー ド を 上 げ て や る 方 
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が いい わけ で す よ 。 そう いう こと を 自由 自在 に で きる と いう た 
め に は 、 普 段 か ら の 訓練 で す が 、5 人 で や っ て いる 作業 を 1 
割合 数 が 減っ た ら 、 改 善 と 残業 で 4 人 で や れ と か 。2 割 減っ 
た ら 残 業 無し で 4 人 体制 で や る 。 すぐ 人 が 抜け る よう に な っ 
て いる か と いう こと と 、 机 上 の 計算 と は や る こと が 違う よね 。 


ー 一 当社 が 設立 され た の が 1991 年 で す が 、 設 立 当時 の 思 
い 出 は ご ざい ます か ? 当 時 アメ リカ に 赴任 され て いま し た ね 。 

アメ リカ か ら は 1994 年 の 終わ り に 帰っ て きた ん で す よ 。 で 
すか ら 、 あ まり 関わ り は な か っ た 。 日 本 か ら の 情報 と し て は 、 
九州 の 次 に 北海 道 が で きる と 聞い て いま し た 。 た だ 、 北 海 
道 で ユニ ッ ト を 作っ て 愛知 県 へ 運ぶ の は 大 変 だ な と いう の 
が 最初 の 印象 。 初め て トヨ タ 北 海道 に 来 た 時 (1997 年 ) に 、 
進出 し て 数 年 目 な の に 北海 道 で 有数 な 規模 の 会 社 に な っ 
て いた 。 それに は ちょ っ と びっ くり し た の を 覚え て いま す 。 


ー 一 当社 が 北海 道 に 来 て 20 年 が 経ち ます が 、 あ ら ゆ る 面 
で 地元 と の つなが り が 強まっ て きた と 思い ます 。 アメ リカ 
の ケン タッ キー 州 で 身 を も っ て 体験 され た 地元 と の つ な 
が り の 大 切 さ に つい て 、 何 か お 話し いた だ け ま す で し ょ うか 。 

私 た ち は 「 お 客 様 第 一 ] と か 「 お 客 様 が 一 番 大 切 だ 」 と 
いう こと を 社内 で 言う けれ ど 、 だ ん だ ん 観念 的 な 話 に な っ て 
いき が ち で す 。 それぞれ の 地方 、 地 域 で 身 を も っ て や っ て 
いる 人 ほど 、 地 元 の 方 々 と の つなが り を 感じ も ん で す 。 時 に 


は 事業 も 助け て も ら う 。 それ か ら 当 社 の 製品 を ご 愛 願 いた 
だ ける 。 いろ いろ な こと で 地元 の つなが り が あり 地元 か ら 重 
要 視 され て いる 。 

2009 年 一 2010 年 に か け て アメ リカ で 起こ っ た アク セル 
ペダ ル の リコ ー ル 問題 で は 、 大 勢 の 地元 の 人 が 公聴 会 で 
味方 に な っ て くれ た り 、 励 まし て くれ まし た 。 本 当 に あり が 
た か っ た 。 あ あい う 時 に 、 そ れ ま で の 行動 が 出る ん じゃ な 
いで し ょ うか 。 向こう の 言い 方 で 、 な る ほど っ て 思う ん で す が 、 
「 グ ッ ド ・ コ ー ポ レー ト ・ シ チズ ン ( 良 き 企 業 市 民 ) 」 っ て いう 
ん で すね 。 こ れ が 非常 に ぴたっと くる ん で す 。 コーポレート 
(企業 ) だ か ら 、 赤 字 な ら と も か く 、 費 用 も 人 材 も 出せ る 範 
囲 で で きる だ け 地 元 と コミ ュ ニ ケー ショ ン を と る こと が 大 切 
だ と 思い ます 。 


ー 一 会 長 は カラ オケ で コミ ュ ニ ケー ショ ン を 取っ て いた そ 
う で すず 槍 。 

いや いや ( 笑 ) 。 ほとん ど 日 本 人 が 参加 し て 、 時 々 現地 の 
人 も 来 ま し た よ 。 


ー 一 仕事 以外 で 北海 道 に 思い 入れ や 思い 出 は あり ます か ? 

いっ ぱい あり ます よ 。 僕 が 初め て 北海 道 に 来 た の は 、 大 
学 1 年 か 2 年 の と き 。 大 学 の 剣道 の 部 員 と し て 来 ま し た 。 北 
海道 大 学 や 北海 道 警 察 に 行き まし た 。 先輩 が サッ ポロ ビー 
ル の 工場 長 を し て いま し て 、 工 場 を 見 学 さ せな て も らい まし た 。 
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に に に リル 


の 


前 回 お 見 え に な っ た 2009 年 は 、 道 内 の 観光 地 を 回 ら 
れ ま し た か ? 

支 効 湖 に ある 、 王 子 製紙 の 水力 発電 所 へ 行き まし た 。 
明治 時 代 の 何 も な い 時 代 に 、 水 力 発電 を 造っ た 専務 さん 
の こと が 紹介 きれ て いた ん で す 。100 年 前 の 昔 に 北海 道 で 
何 か 一 つの こと を や り 遂 げた 男 た ちと いう 感じ で 、 素 晴らし 
いな と 思っ て 覚え て いま す 。 


ー 一 今 行き た いと ころ は ご ざい ます か ? 

も う 決め て いま す 。 来年 ぐら い に 知 床 半 島 の 海 か ら ク マ 
を 見 た い 。 サケ を 10 本 くら い 持 っ て 行っ て 、 海 岸 に ば っ ぱっ 
と 置い て 離れ て 待機 し て ( 笑 )。 


ーー トヨ タ 自 動車 北海 道 に 期待 する こと に つい て お 伺い で 
きま す で し ょ うか が 。 

まず は 東日本 、 東 北 の 拠点 と し て 鍛造 部 品 な どの 生産 
品目 を 増やし て いっ て も らい た いで す 。 


ーー その た め に は 、 ま すま す 実 力 を つけ て いか な いと いけ 
な いで すね 。 
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TMH へ の 期待 


いろ いろ な 課題 が これ か ら も 出 て くる と 思い ます か ら 、 今 
や っ て いる も の も そう だ し 、 新 し いこ と も トラ イレ し て くだ さい 。 な 
か な か みん な 張り 切っ て いろ いろ な こと を や っ て いる か ら 、 課 
題 を 追加 し て 、 田 中 社長 が 与え えば いい ん じゃ な いで すか 。 


ーー これ か ら 特 に 駆動 ユニ ッ ト に つい て は 、 海 外 生産 が 
進ん で いく 中 で どう 国内 の も の づく り を 守っ て いく か 、 維 
持 し て いく か が 大 き な 課 題 で す 。 

うま く や れ る ん じゃ な いか と 思う けど 、 後 工程 の 完成 車 を 
何 台 作る か に よっ て 、 そ れ に 合わ せ た 規 模 で 前 工程 と 一 
緒 に も の が 作れ る か と いう こと 。 そう いう 20 万 台 で も OK だ し 、 
5 万 台 で も や れ ま す 。 ある い は 2.000 台 で も 作っ て や る 、 と い 
うく らい の 簡単 な ライ ン を 作る 。 そ の よう な 工程 づく り が 、 将 
来 的 に は グロ ー バ リゼ ーション で 勝ち 抜く っ 手 だ と 思っ て いる 
ん で ます よ 。 


ー 一 本 日 は 貴重 な お 話 を 頂き 大 変 あ り が と う ご ざ いま す 。 
それ で は 最後 に 会 長 の 座右 の 銘 を お 伺い で きま す で し ょ うか 。 

「 誠 ] で す 。「 誠 ] と いう 字 は ご ん べ ん に 成す な の で 、 
言っ た こと を 成す 。 言 っ た こと を 実行 する の が 「 誠 実 」 と 
いう 意味 で す 。 


コ 
の 
いふ 
昨 
っ 才 - 
「。 
g 


張 会 長 ご 自身 の 「 有 言 実行 の 意思 」 、「 強 い 責 任 感 」 
の 現われ 、 ま た 当社 へ の 期待 か の ら 出 た お 言葉 。 
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6 月 19 日 の 定時 株 主 総会 お よび その 後に 開催 され 
いて 役員 の 改選 が 行わ れ 、 創 業 以来 社長 ! 


狩野 耕 社長 就任 


志 さ ん が 退任 され 、 新 社長 に 副 社 長 の 狩野 耕 さ ん が 


狩野 耕 社長 
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ノ UU4 年 =- 


い 


第 3 工場 
500t プ レス 生産 開始 。 


M 


オー トマ チッ ク 

オー トマ チッ ク トラ ンス ミッ ショ ン (U340) 

トラ ンス ミッ ショ ン BTH ラ イン 稼働 開始 

生産 索 計 500 万 台 達 成 月 産 7 万 台 の 生産 能力 で 稼働 を 開始 し まし た 。 BTH は 「 現 

Po WP 1 則り 状 打破 ] を 意味 する Break Through Toyota Hokkaido の 
NN 守 tt AT 和 放 昌 計 5007 日 導 記 | 員 頭 文 字 か ら 付け られ まし た 。 


間 Mai 


TMH 新 協力 会 

「 勇 豊 会 」 設立 
式典 に て 、 お 客 様 の 期待 に 応え 続け る た め に 、 常 に 質 ・ 量 ・ 「TMH な ら び に 会 員 各 社 が 積極 的 な 相互 研磨 、 コ ミュ ニ 
コス ト を 念頭 に こだわ り を 持っ た 生産 活動 を 継続 し て いく こと を ケー ショ ン を 行う こと に より 競争 力 世界 No.1 の 実現 を 目指 す 
改め て 故 い まし た 。 と と も に 地域 社会 に 貢献 する ] を 基本 方 針 に スタ ー ト し まし た 。 


初代 社長 工藤 末 志 氏 逝 去 


5 月 20 日 に 初代 社長 の 工藤 末 志 氏 (享年 67) が 逝去 され まし た 。 
工藤 初代 社長 は 、1961 年 に トヨ タ 自 動車 工業 株 式 会 社 ( 現 ト ヨタ 自動 車 株 式 会 社 ) に 入社 され 、 当 
時 の 機械 技術 部 、 後 の 第 1 生産 技術 部 に 所 属さ れ 、 ト ヨタ の 生産 技術 力 の 向上 に ご 尽力 され まし た 。 
1979 年 、 衣 浦 製造 部 に 異動 され 、 同 工場 の 工務 部 長 、 副 工場 長 を ご 歴任 され 、 ト ヨタ の 駆動 系 ユニ ッ 
ト 部 品 の 製造 に 、 多 大 な る 貢献 を され まし た 。 
そし て 、1991 年 2 月 に トヨ タ 自 動車 北海 道 (株 ) が 設立 され た 際 、 工 藤 さ ん が 初代 社長 に 就任 され ま 
すい) し た 。 ト ヨタ 北海 道 の 立 ち 上 が り と 発展 に 大 き な 功 績 を 残さ れ た 故 工藤 初代 社長 の 生前 の ご 活躍 に 、 
工藤 未 志 初 代 社長 敬意 と 感謝 の 意 を 表し ます 。 
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F 委員 新 プ ロジ ェクト 工場 見 学 来場 者 8 万 人 達成 z) 
(第 4 工場 建設 ・ 第 3 工場 増築 ) 9…) 第 14 期 03 年 4 月 -o4 年 3 月 ) 決算 過去 最高 
オー トマ チッ クト ラン スミ ッ シ ョ ン 生 産 衣浦 工場 へ の 生産 実習 応援) 
ニュ ユー ス 累計 500 万 台 達 成 st4Bg) 当社 製品 搭載 車 「 ポ ル テ 」 「 ア イシ ス 」 
BTH ラ イン オフ (4) 「 マ ー ク X」 発売 
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クト ラン スミ ッ シ ョ ン (U660) 生産 工場 と し て 着 
工 。 投 資 規模 300 億 円 強 に て 建設 され まし た 。 
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トヨ タ 少 年 少女 記者 団 を 愛 ・ 地 球 博 へ 派遣 
社会 活動 の 一 環 と し て 、 苫 小牧 市 内 の 全 22 の 小学 校 の 新 6 年 
生 を 「 ト ヨタ 少年 少女 記者 団 ] と 銘打っ て 愛知 県 に 派遣 し まし た 。 
愛 ・ 地 球 博 を 中 心 に 、 ト ヨタ 会 館 、 ト ヨタ 自動 車 元 町 工場 な ど を 
取材 し まし た 。 


伝っ 


レク サス ライ ン ライ ン オ フ 式 


ユニ ッ ト 
(オー トマ チッ クト ラン スミ ッ シ ョ ン A54 1・U340、 
トラ ンス ファ ー) 


生産 索 計 1.000 万 台 達 成 


11 月 23 日 、 第 1 工場 に て ユニ ッ ト 生 産 累 計 1,000 万 台 達 成 記念 式 
典 が 開催 され まし た 。 ご 来 寅 と し て トヨ タ 自 動車 (株 ) の 張 副 会 長 に 
も ご 了 臨 席 賜 り 、 工 場 関係 者 合わ せ て 約 110 名 が 出席 し まし た 。 


ユニ ッ ト 生 産 累 計 1.000 万 台 達 成 記念 式典 
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念 し 、「 第 4 工場 
竣工 式 ] が 開催 され まし た 。 式典 に は 、 
局 の 内 山 局長 、 高 橋 北海 道 知 事 、 ト ヨタ 自動 車 (株 ) 瀧本 
社長 を は じ め と する ご 来 宮 を お 招き し 
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BODINE の 製造 支援 還 始 。 トラ ンス ミッ ショ ン (A541) 


生産 終了 


3 月 24 日 、 当 社 が 初め て 製造 し た オー トマ チッ クト ラン スミ ッ シ ョ ン 「A541」 
の 生産 を 終了 し 、 シ ャ ッ ト ダ ウン 式 を 行 
いま し た 。 乾杯 で は 、 工 場 長 の 木 本 さ 
ん が 「 あ り が と う A541」 と 発声 し 、 出 席 
者 約 80 名 で 長年 活躍 し て きた 製品 と 
の 別れ を 惜しみ まし た 。 
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田中 義 吉 新 社長 就任 6HzoB) 


第 5 工場 新築 工事 起工 式 65) 


F ヨタ オー トマ チッ クト ラン スミ ミッション A54 1] シャ ッ ト ダ ウン 式 3jz4 日 ) 
(K310) ライ ン オ フン 式 (9i 昌 ) 工場 見 学 来場 者 10 万 人 達成 ze) 
ey 当社 製品 搭載 車 「 レ クサ ス LS」 電 廊 際 海外 支援 本 格 始動 
「 カ ロー ラ 」 [オー リス 」 発売 


トヨ タ 北 海道 


m ト ヽ 
の の 


入山 潜 晴 】 


田中 義 克 社長 就任 


6 月 20 日 、 定 時 株 主 総会 お よび 取締 役 会 が 開催 され 、 社 長 の 狩野 耕 
さん が 退任 され 、 田 中 義 克 さん が 社長 に 就任 され まし た 。 
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ココ 8 語 
1 ワウ いい Gi 訂 誠 
志 


10 万 人 突破 


7 月 6 日 、 札 幌 市 立 幌 南小 学校 
の 皆様 を お 迎え し て 累計 10 万 人 
目 の お 客 様 を 達成 いた し まし た 。 
工場 見 学 は 、1994 年 より 開始 し て 
お り 、13 年 目 で の 達成 と な り ま し た 。 


の 当 ( 肖 3 ざ 党 


の 還 小 拉 OOI 


【 】 トヨ タ 自 量 車 泊 道生 放 技術 が 結集 され た 新型 投 
変 可 機 


新 変速 機 は 苫小牧 産 
トヨ タ 邊 動車 北 海道 
新型 カロ ー ラ に 搭載 


CVT (ks1o) ., 


生生 訓 月 版 Sk 憶 の 衝 誠 作 旧 ルト 

ライ ン オ フ il 
プ 「 和 HH 電 上 斉 上 電 
9 月 1 日 、 第 4 工場 に て K310 ラ イン オフ 式 が TH 介 朋 件 HH 肝 日 

執り 行わ れ まし た 。 式典 に は トヨ タ 自 動車 (株 ) iM 提 間 旧 
大 富士 夫 会 長 を は じ め と する ご 来 寅 を お 招き し 」 上 PIN 4 
て 、 工 場 関係 者 合わ せ 約 150 名 が 出席 し まし た 。 K310 ラ イン オフ 式 2006.10.11 北海 道 新聞 8 
ー-@ は 

コー ジェ ネ 起 動 5 
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mi 


QC サ ー ク ル 
全国 大 会 に て 

第 12 機 械 課 

「 ひ まわ り 」 サ ー ク ル が 
石川 克 賞 受賞 


エネ ルギー の 有効 利用 を 目指 し て !! 


コー ジェ ネ と は 正しく は 、 コ ー ジ ェ ネ レー ショ ン (cogeneration) と 
いい 、co (一 緒 ) と generation (発電 する ) の 造語 で 、 電 力 と 熱 を 同 
時 に 作り 出す シス テム 。 燃料 を 燃やし て 、 電 力 を 作り ます 。 さ ら に 排 
熱 を 利用 し 蒸気 を 作り 、 エ ネル ギー の 有効 活用 を 行い ます 。 
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AL mp ! いい mW 和 L。 だ Pa 是 | 
ライ ン オ フ  L 細 昌 遇 . 叶 記 
4 月 23 日 、 第 5 工場 に て 冷 間 ロー ル ラ イン オフ 
式 が 執り 行わ れ ま し た 。 


式典 は 、 関 係 会 社 か ら の ご 来 暫 8 名 を お 招き し 
て 、 当 社 関係 者 を 合わ せ て 約 80 名 が 出席 し まし た 。 


全社 分 煙 化 
従来 より 社内 に 喫煙 所 を 設置 し 分煙 
を 行っ て いま し た が 、5 月 7 日 より 、「 禁煙 の 


促進 」 と さら な る 「 受 動 喫煙 防止 」 を 目的 
に 、 全 社 の 建物 内 が 禁煙 と な り ま し た 。 

それ に 伴い 屋外 に 19 ヶ 所 の 喫煙 所 が 
設置 され まし た 。 


mr PP 紹 22 オラ PD 
2 2 


TMMWV 向 け オ ー ト マチ ッ ク 
トラ ンス ミッ ショ ン 部 品 (42sk) 
ライ ン オ フ 

海外 支援 プロ ジェ クト と し て 準備 を 進め て きた 、TMMWV 向 け の オー トマ 
チッ クト ラン スミ ッ シ ョ ン 部 品 が 5 月 21 日 に 生産 開始 され まし た 。 


札幌 市 立 陵 陽 中 学校 の 
・ 11 万 人 目 の お 客 様 
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創業 15 周 年 記念 絵画 展 初日 の テー プ カ ッ ト 


10 月 13 日 一 11 月 14 日 に か け て 、 苫 小牧 
市 博物 館 に て 「 エ コー ル ・ ド ・ パ リー パリ を 


愛し た 画家 た ち 展 一 」 が 開催 され まし た 。 , ト ーー ン ス フ 生産 
社会 活動 の 一 環 と し て 当社 信 業 15 周 年 プ ア 

を 記念 し トヨ タ 邊 動車 (株) の ご 協力 の も 三 ふい 
WWetrc 索 計 500 万 台 達 成 


会 期中 は 道内 各地 か ら 多 数 の 方 が 訪れ 、 


入場 者 数 は 延べ 14.052 名 と な り ま し た 。 11 月 29 日 、 ト ラン スズ | mm ーー 
[ ファ ー 生 産 末 計 500 王家 7- 生 ほ 償 0 明記) 
万 台 達成 記念 式典 が [ pr 
開催 され 、 生 産 部 門 


工場 見 学 来場 者 関係 者 が 出席 し まし た 。 
12 万 人 達成 1994 年 の 生産 開始 か 


ら 14 年 で の 達成 と な り 
まし た 


トラ ンス ファ ー 生 産 
累計 500 万 台 達成 記念 式典 
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と 


(3 月 17 日 


た 
人 
の ダグ 
関 を * チ に 
連作 北 ト 
$ 訓 で と る 欠 人 海 3 財 
ア 2 本 プッ オ "一 に ーー| を き を 道 タ 部 
2.e る っ 加 鍛 1 F 
上 の “時 S を | 画 | 
を まま 用 1 
次 用 の 邦 用 一 当 し ゃ 
| | 
直義 - 区 いい 1 る 
番 向 八 生 種 変 I た 
け 〇 の 次 類 PH 凍 


3 月 17 日 、 第 5 工場 に に て 、 コ ン パ クト ホ 
ッ ト フ ォ ー マ ー ラ イン オフ 式 が 執り 行わ れ 
まし た 。 こ れ に より 、2007 年 4 月 に ライ ン 
オフ し た 冷 間 ロー ル と 工程 が つなが り 、 
鍛造 部 品 の 一 貫 生 産 体制 が 整い まし た 。 


和 パー ボア 


第 5 工場 コン パク ト ホ ッ ト フ ォ ー マ ー ラ イン オフ 式 2008. 3. 17 苗 小 牧 民 報 
ーーーーーーーー 和 人 


( 5 月 1 日 】 


@ 
オー トマ チッ ク 第 1 回 TMH 
トラ ンス ミッ ショ ン KENUU on 


H サ プラ イヤ ー ズ アワ ー ド ] が 開催 され まし た 。 


くん ァ ーー 々 
(U340) 3 次 ライ ンプ 部 品 品質 質 、 品 質 改 善 賞 、 新 規 切替 
賞 の 3 つの 部 門 に お いて 、2007 年度 最 
ライ ン オ プ も 優秀 な 業績 を お さめ られ た 取引 先 9 社 


に 対し 、 田 中 社長 より 感謝 を 込め て 表彰 
5 月 12 日 、U340 
3 次 ライ ン が 第 4 工 
場 に て 稼働 開始 し 
ライ ン オ フ 式 が 執り 

行わ れ ま し た 。 


状 を お 渡し し まし た 。  ! 


U340 オ ー ト マチ ッ ク ト ラン スミ ッ シ ョ ン 3 次 ライ ン ライ ン オ フ 式 品質 改善 賞 ゴ ー ル ド の (株 ) ダイ ナッ クス 殿 


026 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 


に コク U3403 次 ライ ン ライ ン オ フン 式 5 有 2) 当社 製品 搭載 車 「 ア ルフ ァ ー ド ] 「 ヴ ェ ル ファ イア 」 発売 
第 5 工場 唆 工 記念 式典 開催 62g) 第 5 工場 コン パク ト ホ ッ ト フ ォ ー マ ー 


工場 見 学 来場 者 13 万 人 達成 szz) ライ ン オ ン 式 s 有 iz) 
デス 20 周 年 に 向け て の スロ ー ガ ン 「 夢 と 笑顔 の QC サ ー ク ル 苫 小牧 大 会 で 苫小牧 市 長 賞 受賞 、 
TMH 未来 に 向け て チャ レン ジ 20II| に 決定 (9 朋 室蘭 大 会 で 最 優 秀 賞 受賞 (7 月 7 日 、10 月 1o 日 ) 


[ 6 月 12 日 


道 』+ トヨ 20 和 MA に 

第 5 工場 竣工 他 き ム 和 し トド 
ュ 千 M 1 1 朋 全 

記念 式典 開催 
6 月 12 日 、 第 5 工場 竣工 記念 式典 が 執り 行わ れ ま し た 。 | は も 有 
ご 来 綿 と し て 、 経 済 産業 省 北 海道 経済 産業 局 深野 局長 、 記 | l ] I 昌 
北海 道 高橋 知事 、 苫 小牧 岩倉 市 長 、 苫 小牧 商工 会 有 人 4 | 


所 藤田 会 頭 を は じ め と する 行政 ・ 経 済 団体 の 皆様 、 ト ヨタ 
自動 車 (株 ) か ら 葉 山 常務 役員 、 関 
連 部 署 の 方 々 に ご 出席 を ] 買 きま し た 。 


還 rt 


ト 
ヨ 
商 る EE 1 
橋 海 2008.6.13 北海 道 新聞 
和 道 
らら We 
き 工 安全 ・ 技能 道場 開所 
3 相 7 月 14 日 に 安全 ・ 技 能 道 
5 内 場 の 開所 式 が 行わ れ ま し た 。 
約 70 名 が 参加 し 、 今 後 
の 適切 な 運営 と その 成果 
持 ほ 本 を 祈願 し 、 全 社 に お ける 安 | LAN 
2008.6.12 0 全 へ の 意識 を 高め まし た 。 第 1 工場 内 に 設置 され た 安全 ・ 技 能 道場 
9 月 2 
工場 見 学 来場 者 23! き 20 周 年 に 向け た スロ ー ガ ン 
13 万 人 達成 「 夢 と 笑顔 の TMH 未来 に 向け て 
チャ レン ジ 20!!」 が 決定 
em 第 1 回 村 宰 祭 開 催 工場 見 学 来場 者 
10 月 19 日 、「 第 1 回 植樹 祭 ] が 実施 され 畔 14 万 人 達成 


未 攻 だ 8 

この 植樹 祭 は 、 創 業 20 周 年 (2012 年 度 ) 
を 迎え る に あたり 、 中 長期 緑化 計画 「 グ リ 
ー ン ファ クト リー プラ ン 」 の 一 環 と し て 計画 
され 、 従 業 員 と 家族 約 300 名 で 1,600 本 の 本 全 條 89,  . 
苗木 を 植樹 し まし た 。 20 周 年 に 向け て 中 長期 緑化 計画 始動 
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ノ UUV 年 =. 


体質 強化 活動 


リー マン ショ ッ ク の 影響 に よる 急激 な 生産 変動 に 伴い 、 稼 働 調整 を 実施 。 

この 間 、 当 社 で は 「 体 質 強 化 活動 」 と 称し 、 体 質 強 化 要員 を 配置 し 社内 
の さま ざま な カイ ゼン を 行い まし た 。 

この 活動 は 、① 技 能 向上 (一 現場 力 の 強化 ) 、② 収 益 改善 を 目的 と し 、 
今 一 度 し っ か り と 足元 を 固め る べく 、 実 施し まし た 。 


改善 報告 の 様子 


教育 の 様子 清掃 の 様子 


「 発 見! 体験 !! 
画 画 | 邊 | 
ゃ まあ ーー て 
夏休み トヨ 人 タ 北 海道 
^ 
1 王 」 ゃ も ・ 
置 険 エ コツ アー」 開催 
苫小牧 市 内 の 小学 4 一 6 年 生 34 名 が 
参加 。 イ ベン ト で は 当社 の 環境 施設 を 見 
学 し 、 雪 冷房 用 に 保管 し て いた 雪 で 作っ 


た 滑り 台 も 体験 し 、 ト ヨタ の 森 で の 記念 
植樹 を 行い まし た 。 


028 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 


Me 員 さわ や か 上 海 エキ デン ラン ナー ズクラブ / 連 財 (ojzsg) 


品 葵 当社 製 U660 搭 載 車 「 レ クサ ス RX350] 発 売 (sg) 
力 輸 丁 場 見 学 来場 者 15 万 人 達成 (9BzsB) 謀 葵 QC サ ー ク ル 札 幌 大 会 で 最 優秀 賞 く 札幌 市 長 賞 


5 散 田 中 雅樹 さん (Ma41) (コン プ ブリー ト H8313) 、 優 良 賞 = ュ = コ pzz>) 受賞 (nzsB) 
コン ビニ 強盗 逮捕 に 協力 (sg) 電 朗 謗 QC サ ー ク ル 室 蘭 大 会 で 最 優秀 党 


TMC 張 富士 夫 会 長 ご 来 社 (94) (トッ プ ガ ン H321、 提 千 金 P121) ・ 銀 賞 ( ュ リ ァ es1) 受 賞 (7 有 1oB) 
9 月 25 日 . 


9 月 25 日 、 苫 小牧 市 立 ウト ナイ 小学 校 
の 皆様 で 工場 見 学 来場 者 が 15 万 人 目 を 
達成 し まし た 。 

は すか っ ぷ ホ ー ル で セレ モニ ー を 行い 、 
花束 と 記念 品 が 贈 星 され まし た 。 


工場 見 学 15 万 人 目 の 苫 小牧 市 立 ウ トナ イ 小 学校 の 皆さん 


トヨ タ 自動 車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 借 (029 


[ 6 月 28 日 】 


工場 見 学 16 万 人 目 の 
札幌 市 立 発寒 西 小 学校 の 皆さん 


[ 7 月 23 日 】 


アル ミホ イー ル 
生産 終了 


7 月 23 日 、 ア ルミ ホイ ー ル の 生産 が 終了 
し 、 第 2 工場 に て トヨ タ 自 動車 (株 ) ユニ ッ ト 
部 品 調達 部 の 鈴木 室長 を は じ め 、 関 係 者 
の 方 々 の 出席 を ] 頂 き 、 生 産 終了 式典 が 開 
催さ れ ま し た 。 

アル ミホ イー ル は 当社 の 最初 の 製品 で 、 
ピー ク 時 に は 約 400 名 が 生産 に 従事 し て 
まし た 。 

式典 の 出席 者 約 150 名 で 、 当 社 を 支え 
続け た 製品 に 感謝 し 、 別 れ を 惜しみ まし た 。 


アル ミホ イー ル 生 産 終了 式典 


030 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 


アル ミホ イー ル 生 産 終了 式典 を 開催 田中 義 克 社長 が 北海 道 機械 工業 会 会 長 に 就任 5 月 6 日 ) 


F ヨタ 当社 最初 の 製品 が 18 年 の 生産 の 歴史 に 幕 (7 月 2 日) 雪 冷 房 ル ステ ム 稼 働 開始 7 月 5 昌 ) 
/ 大 当社 の デイ ・ ラ イト 運動 に QC サ ー ク ル 苫 小牧 大 会 に て 武田 塾 が 
ニュ ー ス 苫小牧 警察 細長 より 感謝 状 を 授与 ozB) 北海 道 支部 金賞 北海 道 知事 近 受 賞 (ezeg) 


工場 見 学 来場 者 16 万 人 を 達成 ezs) 新 役員 体制 6tiB) 


「 


全日 本 選抜 QC サ ー ク ル 大 会 に て 
品質 課 「 武 田 塾 】 サー クル が 
金 覚 受賞 


11 月 9 日 、「 第 40 回 記念 全日 本 選抜 QC サ ー ク ル 大 会 」 
が 東京 ・ 日 比 谷 公会 堂 に て 開催 され 、 北 海道 代表 と し て 
当社 の 「 武 田 藝 ] が 参加 し まし た 。 

1.000 名 を 超え る 参加 者 の 中 、 全 国 9 支部 か ら 推 薦 され 
た 18 サ ー ク ル が 日 頃 の 成果 を 発表 し 、 審 査 の 結果 、「 武 田 
塾 ] は 見 事 「QC サ ー ク ル 本 部 長 賞 金賞 」 を 受賞 し まし た 。 

当社 の QC サ ー ク ル が 全国 大 会 へ 出場 する の は 4 回 目 、 
金賞 受賞 は 初 の 快挙 。 

北海 道代 表 と し て も 、1986 年 以来 、2 度 目 の 金 賞 受賞 
如 な た り ま だ ら 。 


武田 事 の 皆さん 


QC サ ー ク ル 全 国 大 会 に て 
品質 課 「 コ ンプ リー ト 」 サー クル が 
石川 賞 受 覚 


』 12 月 9 日 ・10 日 に 沖縄 県 宜 野 湾 市 に て 、QC サ 
ー ク ル 全 国 大 会 が 開催 され 、 品 質 課 H313 「 コ ン 


第 っ 
1Q 豊 1 プリ ー ト 」 サー クル が 2010 年 度 下期 石川 式 党 」 
c。 に を 肢 賞 し まし た 。 
ii 2 回 模範 的 で 特色 の ある 活動 を 行っ て いる QC サ ー 
ロア クル と し て 評価 され 、 受 賞 と な り ま し た 。 
gg クン ) 較 
香 欄 
ss 国 日 上 
ia 会 き 
会 会 凍 『 


「 コ ンプ リー ト 」 サー クル の 皆さん 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 念 031 


ユニ ッ ト ラン > ラテ ー、 


オー トマ チッ クト ラン スミ ッ シ ョ ン 、CVT) 
生産 索 計 
2.000 万 台 達 成 


東日本 大 震 災 。』 1i 昌 発生)【 こ よる 
被災 地 へ の 物資 支援 活動 を 開始 


NNN 


支援 物資 の 仕分 け ・ 積 込 作業 


TMC 対 策 本 部 の 要請 に 基づき 、 
「 ト ヨタ 東 北 ] 「 関 自 岩手 」「 セ 
ント ラル 宮城 ] へ 発送 。 水 、 食 
料 品 、 日 用 品 、 ス トー ブ 、 小 型 発 
電機 、 軽 油 な ど が 支援 され まし た 。 


032 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 


に ヨタ ユニ ッ ト 生 産 累 計 2.000 万 台 達 成 オ ー ト マチ ッ ク ト ラン ス 全社 防災 訓練 を 実施 oi1-1s 昌 ) 


ミッ ショ ン 、CVT、 ト ラン ス フ ァ ー の 生産 栗 計 9 有 7 さわ や か 臨海 エキ デン 同好 会 
/ 大 工場 見 学 来場 者 1 7 万 人 達成 7jeg) ラン ナー ズクラブ が 9 連 謀 ojzsB 
ニュ ー ス TMC 主 催 「 お 礼 の 会 」 に て 、 東 日 本 大 有 震 災 へ の 創立 記念 式典 を 開催 ee) 
当社 の 復旧 支援 に 対し 感謝 状 拝受 (7Hsg) 寺 冷 房 シ ステ ム 稼 働 開始 (et 
“ 


第 1 回 新規 Project 
アイ デア コン クー ル 


4 月 5 日 、 技 術 開発 委員 会 に て 「 新 規 Project ア イデ 
アコ ンク ー ル 」 の 表彰 式 が 行わ れ ま し た 。 社内 27 名 か ら 
66 件 の 応募 が あり 、 最 終 的 に 6 名 の 方 が 受賞 し まし た 。 


受賞 者 の 皆さん 
自動 車 関連 自動 車 関連 以外 
最 優秀 賞 | 後 付 e-4WD ユ ニッ ト の 製造 渡辺 裕文 さん 最 優秀 党 介護 用 品 開発 、 製 造 、 販 売 "| 秀 正幹 さん 
) | 。 天候 や 時 期 に 左右 され な い = 
も の づく り 改 善 業務 の 外販 化 滝口 智博 さん | 安定 供給 出来 る 野 工 場 重富 哲 さん 
優良 党 - ーー 優良 賞 | 一 ー 
2 | 花 電 栽 培 と 安全 な 農業 | 
EV 用 ギヤ ボッ クス 製作 榎本 一 成 さん (資材 生産 、 販 売 ) 古 明 地 康男 さん 
デ 
7 月 6 日 


工場 見 学 来場 者 
17 万 人 達成 


7 月 6 日 、 札 幌 市 立川 北 小 学校 の 皆様 で 
工場 見 学 来場 者 が 17 万 人 目 を 達成 し まし た 。 
は すか っ ぷ ホ ー ル で セレ モニ ー を 行い 、 花 束 
と 記念 品 が 贈呈 され まし た 。 


工場 見 学 17 万 人 目 の 札幌 市 立川 北 小 学校 の 生徒 さん 
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ー ト マチ ッ ク 
トラ ンス ミッ ショ ン (Us40) 
生産 累計 1 'D00 思 台 達 


2 月 23 日 、 第 1 工場 に て 、 オ ー 
トマ チッ クト ラン スミ ッ シ ョ ン (U 
340) の 生産 累計 1,000 万 台 達 
成 を 記念 し た 式典 が 開催 され ま 
た 。 

1999 年 7 月 の ライ ン オ フ か ら 上 証 所 
13 年 目 で 、 記 念 すべ き 生 産 果 幼 
計 1,000 万 台 を 達成 する こと が 


で きま し た 。 
オー トマ チッ クト ラン スミ ッ シ ョ ン (U340) の 生産 累計 が 1,000 万 台 を 達成 
ーー 谷 
Z 月 14 日 


大 業 20 周 年 記念 絵 画展 
「 光 か ら 夢 を た どっ て 
^ 印象 派 か ら エ コー ル ・ ・ ド ・ パ リ ま で ぐ 」 開催 


BR 
創業 20 周 年 「 感 謝 の 会 」 


9 月 4 日 、 当 社 創業 20 周 年 を 記念 し 、 日 頃 より お 世 
話 に な っ て いる 地域 、 取 引 先 お よび 関係 先 の 皆様 
ーー へ 感謝 と お 礼 の 気持 ち を お 伝え する こと を 目的 に 、 
初日 風 景 創業 20 周 年 「 感 謝 の 会 ] が 執り 行わ れ ま し た 。 


034 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 
、 + 和 所 る 万 
避 協 4 


TMH place -of-work introduction 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 借 035 


一 身 独 立 し て 初心 を 忘れ ず に エコ に や さ し く 


、 総務 部 総務 部 、 総務 部 ソフ ト な 運転 を ! 
部 長 都 沢 浩 次 長 今井 光明 主査 渡辺 敏明 総務 部 


課長 小西 登 


少し 


職場 紹 斉 


6 


、 し 。 


9 


+ 


田 ス タッ フ :2 人 

米国 企業 改革 法 404 条 
に 基づく 内 部 統制 の 評価 お 
よび 内 部 監査 を 通じ て 、 社 
内 の 実態 を 見 える 化し 、 法 
道 守 は も と より 、 会 社 財産 の 
保全 や 経営 効率 の 向上 に 
寄与 し 、 会 社 の 一 層 の 健全 
化 を 推進 し て いま す 。 


NNe 


較 ス タッ フ :5 人 
トヨ タ の DNA の 一 つ で あ 
| る 「 カ イ ゼ ン 」 力 を 向上 させ 、 
活力 ある 職場 を つく る た め 、 
QC サ ー ク ル 活 動 を 通し て 「 個 
人 の 成長 」 そし て 「 働 く 楽 し 
| さ 」 を 実感 で きる よう に 、 各 
。 | 職場 と 連携 し て 活動 方 策 ・ 
。 | 企画 運営 を 推進 し て いま す 。 


Se 人 
ノヽ 三 ー 
田 ス タッフ:19 人 
総務 課 は 式典 を は じ め 、 さ ま ざ ま 
な 場面 で 多 人 数 で の 対応 が 必要 
と な る た め 、 常 に 協力 体制 を つく り 、 
サポ ー ト し な が ら 業 務 を 遂行 し て い 
ます 。 今後 も コミ ュ ニ ケー ショ ン と チ 
ー ム ワー ク を 大 切 に し て いき ます 。 


人 事 
圏 ス タッ フ :26 人 

私 た ち 人 事 課 の 役割 は 、 大 きく 分 ける と 人 事 制 
度 企画 、 労 務 管 理 、 給 与 ・ 社 会 保険 ・ 福 利 厚生 な ど 
の 管理 運営 で す 。 従業 員 が 毎日 生き 生き と 業務 を 
行え る よう 、26 名 の メン バー で 取り 組ん で いま す 。 


ーー 


安全 健康 推進 課 
圏 ス タッ フ :17 人 

私 た ち 安全 健康 推進 課 は 、 全 社 の 安全 文化 ・ 
風土 の 定着 に 向け た 安全 活動 と 従業 員 の 心 
身 の 健康 づく り 支 援 を 行っ て いま す 。 皆さん が 
安全 で 安心 、 そ し て 健康 で 元気 に 働け る 職場 と 
な る よう に 取り 組ん で いき た いと 思い ます 。 


人 材 開発 課 
圏 ス タッ フ :11 人 
女 激 な 生産 拡大 に 伴い 人 材 育成 が 女 務 と な り 、 ト ヨタ ウェ イ を 踏ま えた 研 
修 カ リキ ュ ラ ム を 整備 する た め に 、TMC か ら の 協力 や 経験 豊富 な 課長 ・ 工 長 
と 育成 の あり 方 に つい て 度 重 な る 熱い 議論 を 実施 し な が ら 構 築 し て いま す 。 


036 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 創業 20 周 年 記念 誌 ] 


経営 管理 部 


職 場 紹 放 T 


ティ ー ワ 


経理 課 
田 ス タッフ:20 人 

正しい 経営 判断 に 必要 な 会 
社 の 現状 に 関す る 情報 を 、 客 観 
的 な 数 値 で 、 わ か りや すく 、 タ イム 
リー に 提供 する と と も に 、 競 争 カ 
世界 No.1 に 向け た 、 原 価 ・ 費 用 ・ 


1 資産 管理 を 推進 し て いま す 。 


苦し い 時 こそ 笑顔 ! 
ほ 営 管理 部 
次 長 深澤 治 稔 


経 
田 ス タッ フ :10 人 


党 正 画 課 


失敗 は 
成功 の も と 
経営 管理 部 

次 長 甚 野 直也 


調達 課 
田 ス タッ フ :6 人 
調達 課 は 、 各 部 署 か ら 
の 発注 案件 に 対し 、「 発 
注 先 ] と 「 価 格 」 を 決定 
し て いま す 。 「 良 い 物 を よ 
り 安 く 」 を キー ワー ド に 、 メ 
ン バ ー は 少数 で す が 知 
恵 と 力 を 合わ せ 、 社 内 外 
の 窓口 と し て TMH を 支 
えて いま す ! 


当 課 4S ル ー ル を ご 紹介 。 
週末 点検 に て 4S 直 反 イ エロ 


- 


ceT 田 ー カ ー ド が 2 枚 た まる と 「 全 員 
生産 管理 課 / 放 / 四 / に 焼肉 お ご る 」 また は 「 欄 
圏 ス タッ フ :17 人 | 寺 前 山 登 山 ] で す 。 これ は 守る 


生産 管理 課 の 役割 は 、 社 内 外 の 関係 部 
填 と 綿密 に 連携 を と り 、TPS に 基づく 効率 的 
で 意思 の ある 生産 計画 を 立案 ・ 実 践 する こ 
と で す 。TMH 生 産 活動 の 信頼 され る 「 紀 針 盤 ] 
で あり た いと 考え て いま す 。 


経営 企画 課 
E411G 


圏 スタ ッ フ :16 人 

私 た ち 資 材 管理 グル ー プ (H6 倉 庫 ) は 、 資 材 の 発注 か ら 受 入 、 
検収 、 在 庫 の 維持 管理 や 、 リ サイ クル 品 (売却 品 ) の 管理 、 産 業 
車両 の 保守 、 管 理 を 行っ て お り 、TMH の 礎 (いし ず え ) を 担う 職場 
と し て 、 日 々 頑張 っ て いま す 。 


プン ロンデ イー 
ペン 
一 スタ ッ フ :43 人 

① 社 外 流出 費用 の 削 
減 ( 製 缶 作 業 お よび ぴ リ ビル 
ト 品 溶湯 な ど ) ② 付 加 価値 
の 高い 業務 ( 産 機 メ ン テ ナ 
ンス ・ 洗 浄 機 更 液 ) ③ グ リ 
ー ン ファ クト リー プラ ン に よ 
る 緑化 管理 ④ 廃 棄 物 の 収 
集 ・ 管 理 ・ 業 者 引渡 し 業務 


で し ょ うと 思い き や 、 刑 の 執行 / 
過去 1 名 、 執 行 待ち 3 名 。 懲 り | 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] @ (037 


ビ コ ドー 明る く 、 楽 し く 、 も っ と 深 掘り !| 
C の 質 * 技術 部 門 元気 よく 品質 管理 部 Simple ls Best 
ロロ ロ EE 次 谷 英 析 
HOKKAI ンク 部 長 杉 史 時 係長 畠山 
KKAIDO  / 技術 開発 室 )( 品質 管理 部 
団 回 固 四 の WS 


むー ーーー! 
技術 開発 室 
圏 ス タッ フ :13 人 
TMH の 発展 へ の 貢献 を 理念 と し 、 技 術 員 教 育 や ルー ル | 
の 策定 を 行う グル ー プ や 号 口 展開 を 視野 に 入れ 競合 他社 
を 凌 熊 する 生産 技術 開発 を 行う グル ー プ と 次 世代 環境 車 
駆動 部 品 を 研究 開発 する グル ー プ で 構成 され て いま す 。 


圏 ス タッ フ :5 人 

品質 監査 室 は 特殊 工程 や QA 自主 点検 な ど 、 対 トヨ タ 窓 
口 と し て 統括 業務 を 行い 、 品 質 や 品質 管理 体制 に 関す る 
問題 点 を 提起 し 改善 活動 に 取り 組ん で いま す 。 他 に は 重要 
品質 問題 、 品 質 ヒ ヤリ 、 品 質 の 日 、 品 質 月 間 の 事務 局 で す 。 


品質 技術 課 ーー 
田 ス タッ フ :34 人 1 困っ た 時 が い 、 
TMH で 生産 する すべ て の 製品 チャ ンス ! 

の 品質 保証 ・ 品 質 管理 体制 の 整備 ・ モコ - だ F = 、 品質 課 / 
統 打 を 担当 し て いま す 。 具 体 的 に は 、 品 中 課 H2o1e 課長 石田 俊一 / 
「 新 製品 の 品質 保証 計画 の 企画 ・ ROSE 


推進 ] 、「 号 口 製品 の 品質 管理 の 
企画 ・ 推 進 」 、「 お 客 様 工程 ( 仕 入 
れ 先 ) 対応 ] な ど で す 。 


時 
田 ス タッ フ :18 人 を 
品質 課 の 諸 活 動 が 、 つ つが な く < 進 に 
め ら れる よう に サポ ー ト する こと で て 品 詩 
質 課 の 体質 強化 に つなげ て いま す 。 


038 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 


HOKKAIDO エ 長 泌 田 治 


<⑬) 品質 . 技 術 部 門 遇 


H211G 
圏 ス タッ フ :27 人 

第 1 工場 の 第 1 測定 室 で U340、V/F の 品質 管理 を 担 
当 し て お り 、 部 品 精 度 測定 や ASSY 評 価 な ど を 実施 し て 
いま す 。 平均 年 齢 33 歳 と 若い ? グ ルー プ で 、 メ ン バ ー 
一 丸 と な っ て 「 世 界 No.1 品 質 」 を 目指 し て 頑張 っ て いま す 。 


第 1 品質 係 PA 


田 ス タッ フ :26 人 

私 た ちの グル ー プ は 、 主 に 第 4 工場 で 生産 され て いる AT 
U660・K310 の 品質 管理 を 行っ て いま す 。 他 部 署 と 連携 を 
取り 、 世 界 No.1 品 質 を 目指 し て 日 々 業務 に 取り 組ん で いま す 。 


H213G 
圏 ス タッ フ :16 人 

私 た ちの 職場 で は 、 お 客 様 か ら 返 却 さ れ た ASSY や 
部 品 の 調査 ・ 解 析 と ASSY 再 生 作業 を 行っ て いま す 。 
関係 部 署 と 連携 を 取り な が ら 、 お 客 様 と 製造 部 に 情報 
を フィ ー ド バッ ク し て いま す 。 何で も 話せ る 楽し い 職場 で す 。 
H221G 
田 ス タッ フ :26 人 

品質 課 H221G は 、 第 1 工場 製 
ユニ ッ ト ・ 部 品 の 検査 G を 担当 し て 


力 を 合わ せれ ば 


強く な る | いま す 。 測 定 の 匠 を 目指 し 、 メ ン バ 
品質 課 / ー で 作成 し た 教育 資料 で 勉強 会 
へ 、 工 長 上 島 博 を 開い た り 、 社 外 検定 に チャ レン ジ 


し て いま す 。 


H223G 
田 ス タッ フ :14 人 
我々 の 職場 で は 、 市 場 回 収 
品 の 調査 ・ 解 析 と リビルト 
ASSY の 再生 作業 を 行っ て いま 
す 。 関 連 部 署 と の 連携 を 密 に し 、 
解明 率 向上 に 向け 日 々 頑張 っ 
て いま す 。 チ ー ム ワー ク を 大 切 
に し 、 明 る く 活気 の ある 職場 で す 。 


第 品質 係 還 叶 イ 4G] 
田 ス タッ フ :25 人 
より 確か な 自 工 程 完結 を 目指 し 、 世 界 No.1 を 達成 し ます 。 


トヨ タ 自動 車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 


039 


第 3 品質 係 和久 @) 


圏 ス タッ フ :16 人 


第 3 工場 で 作ら れ て いる 、 ア ルミ ダイ キャ スト 、 プ レス 品 、 
第 5 工場 の 鍛造 品 の 品質 管理 を 一 手 に 引き 受け 、 突 
発 対応 に 走り 回 っ て お り 、 現 地 現物 を モッ トー に 、 足 と 


口 で 仕事 を 行っ て いま す 。 


040 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 


ヒコ 左下 = 
品 忠 課 

第 4 品質 保 衣 PZ み e] 
一 ス タッ フ :16 人 

H242G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 心 」 で す 。 心 と は 
人 の 知識 ・ 感 情 ・ 意 思 な どの 元 に な っ て いる も の で あり 、 
個性 豊か な メン バー で も 、 常 に 仲間 意識 は 強く 、 や る 時 は 「 や 
る |] と いっ た メリ ハリ の ある 行動 は 「 心 ] が 通え て いる 証 で す 。 


明る く ・ 促 良く ・ 
元気 よく 
品質 課 

エ 長 武田 裕之 


に コ 左下 = 田 
ロロ 詞 氷 


第 3 品質 係 交通 


田 ス タッ フ :19 人 

TMH ダ イキ ャ スト ・ プ レス ・ 銀 人 造 品 
の 定期 測定 ・ 不 具合 対応 ・ 工 程 監 
査 を 中 心 に 、 毎 日 明る く 元 気 に 、 メ 
ン バ ー 全 員 で 頑張 っ て いま す 。 後 
工程 不具 合 ゼ ロ を 目指 し 、 今 日 も 
1 日 ゼロ 災 で 行こ う !! ヨシ 


ビ コ 圧 


ロロ 思 


時 析 日 241G 


一 スタ ッ フ :25 人 

H241G は 品質 を 保証 する ゲー ジ 、 計 測 設備 、 テ スタ 
ー の 維持 管理 を し て いる グル ー プ で す 。 品質 を 保証 す 
る た め 、 昼 夜 に 分 か れ 、 定 期 検 査 や 突発 修理 を 小 集団 
に て 対応 し て いま す 。 今後 も 品質 保証 の た め 頑 張り ます 。 


ヒコ た 打 ミ 田 
ma 明 三 馬 と 


第 4 品質 係 2Kie1 


圏 ス タッ フ :16 人 

H243G を 漢字 一 文字 で 表 
現す る と 「 匠 ] で す 。 刃物 を 研 
ぐ 職 場 で あり 、 い まだ に カン コツ 
セン ス が 必要 な 仕事 で ある こと と 、 
一 人 前 と いわ れる こと に 誇り を 
持て る 職場 で ある た め ! 


ーーーーーー ミ に 


何事 に も 真 殆 で 


ペア / 品 距 ・ 技 術 部 門 
HOKKAIDO ( 技術 部 ) に 


ーー クト ー 三 | 

駆動 ユニ ッ ト 技 術 課 
田 ス タッ フ :56 人 

当 課 を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 忙 」 で す 。 
P510 と 600K の 新 プ ロジ ェクト の 立ち 上 げに 、 う 
れ し い 悲鳴 を 上 げ て いま す 。 多忙 な 業務 の 中 
で も 「 心 を 亡くす る ( 忙 ) ] こと な く お 客 様 ( 後 エ 
程 ) に 応え て いき た いと 全員 が 努力 し て いま す 。 


さ ドー ニニ 
ダイ キャ スト 技術 課 
田 ス タッ フ :21 人 

当 課 は 、 ダ イキ ャ スト 部 品 の 生産 準備 、 製 
造 支援 を 行う 部 署 で す 。 製品 SE 一 号 口 維 
持 まで 、 金 型 ・ 品 質 ・ 設 備 と 幅広 い 技 術 分 野 
を 担当 し て いま す 。 ス ポー ツ や 飲み 会 も 盛ん 
で 、 皆 仲良 く 楽 し く や っ て いま す ! 


鐘 圧 技術 課 


画 ス タッ フ :17 人 
当 課 は プレ ス ・ 鍛 造 ・ 熱 
処理 ・ 高 周波 を 担当 し 、 関 
係 工 場 は 第 1 一 5 工場 と 唯 に | フク エー ニ | 
ー 全 工場 に また が っ て いる 環境 技術 課 
マル チ な 課 で す 。 各 SHOP 田 ス タッ フ :8 人 
別 で は 専門 分 野 に 磨き を 環境 保全 の 推進 、 事 務 局 と し て ISO14001 活 動 の 企 
掛け 、 ト ヨタ グル ー プ の 先 画 ・ 維 持 ・ 改 善 、 原 動力 施設 (排水 処理 、 建 築 土木 構 
ー シェ 頭 に 立つ べく 日 々 精進 す 築 物 を 含む ) の 新設 維持 改善 や 施工 管理 な ど 、 全 社 を 
TK5+}+}+{ ハハ へ ハ へ ハ へ 〈 へ ハー へ ニー へ ヘ へ ヘ 〔 ヶ ペ tn ヘ 〔 ベ C ゎ やろ 対象 と し て 、 縁 の 下 の 力 持ち 的 役割 を 担っ て いま す 。 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 人 @ ()4 1 


" TOMORROW 
NEVER KNOWS 


対話 と 融和 
生産 部 門 
主査 木 通 文隆 


TPS 推 進 室 
圏 ス タッ フ :6 人 
信条 、 足 で 稼ぐ ! モッ トー、 現 地 現 物 ! 決ま り 


事 、1 日 1 ジョ ー ク 以上 言う ! (寒く て も 我慢 ) 
あい さ つ & ヾ 志 
現場 主義 物流 課 
TPS 推 進 室 物流 課 人 事 尽 くし て 、 第 1 作業 係 馬 KC] 
課長 艇 上 正樹 天命 待つ 
TPS 推 進 室 物流 課 ー つ ers 
Ma 私 た ちの グル ー プ は P510 ラ イン 
副 課長 鶴見 進 > 
の 物流 関連 の 立ち 上 げ を 主 な 担 
当 と し て いま す 。7 人 と 少数 の グル 
ー プ で す が 、 ス ムー ズ な 立ち 上 げ を 
目標 に 頑張 っ て いま す 。 
黒 で も 白 で も 時 を 
捕る の が 良い 猫 だ 
物流 課 
工 長 原田 浩司 
物流 課 
第 1 作業 係 重 幅 馬 e] 
圏 ス タッ フ :28 人 


私 た ち N111G は 、 第 1 工場 で は V/F ラ イン 
に 外注 、 内 製 部 品 を 供給 し 完成 し た ASSY を 
引き 取り 、 出 荷 し て いま す 。 第 5 工場 で は 、 社 
外 へ 送る 出荷 品 の 回 収 、 第 1・4 工 場 で 使用 
する 内 製品 の 回 収 を 日 々 、 行 っ て いま す 。 


流 課 
第 1 作業 係 馬肉 及 | 
圏 スタ ッ フ :49 人 
我々 の 職場 は 作業 開始 と 同時 に 全員 が 工場 全域 に バラ バラ に 散っ て し 
まい ます 。 だ か ら こ そ 全 員 が 集まる 朝 の 体操 や ミー ティ ング の 時 間 は 「 真 剣 に 
真面目 に 、 か つ 明 る く 元 気 に 取 り 組む ] を 信条 に 毎日 の 業務 に 励ん で いま す 。 


042 @ [ヨタ 邊 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記 念 計 ] 


職場 紹 i 介 


物流 課 
ググ IL ロ 不 
第 ら 作 業 係 馬 MAKG] 


一 スタ ッ フ :28 人 

N121G を 漢字 一 文字 で 表現 す 
る と 「 流 ] で す 。 物 と 情報 を 的 確 に 
流す の が 自分 た ちの 仕事 だ か ら 。 


物流 課 


圏 スタッフ :49 人 


れ 以 外 に 無い か ら 。 


汽 友 
コノ IL 計 


第 3 作業 係 MK 之 @ 


田 ス タッ フ :11 人 

私 た ちの 職場 は 各 工 程 に 部 品 を 運搬 し 、 完 成 し た 製品 
を 、 日 本 を は じ め 海外 の 車両 工場 に 出荷 する 仕事 を し て い 
ます 。 私 た ちの 職場 な くし て TMH は 成り 立た な いと の 誇り 
も 高く 、TMH 発 展 の た め 、 明 る く 仲良 く 頑 張っ て いき ます 。 


EiM 直 き 計 匠 N122G 


N122G を 漢字 一 文字 で 表現 する 
と 「 流 ] で す 。 自 職場 表す 言葉 は こ 


物流 課 
第 ら 作 業 係 NMPKie] 


較 スタ ッ フ :45 人 

U340 の オー ダー 受信 、 出 荷 。 外注 部 品 の 発注 ・ 受 け 入 れ ・ 在 
庫 管理 。 粗 形 材 工場 間 運 搬 。U340 の 完成 品 引き 取り 。 そし て 
多く の モノ と 情報 を 運ん で いま す 。 


名 課 
mr N140G 


物 流 味 ー 6 U660・K310 に 
N132G 使用 する 外注 部 品 の 在庫 管理 と 
田 ス タッ フ :10 人 600K の 生 準 を 担当 し て いま す 。 在 

N132G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 和 」 で す 。 少 人 数 の グル ー プ 籍 人 数 が 3 人 と 少な く 大 変 な 反面 、 
で コミ ュ ニ ケー ショ ン も 取れ て お り 、 明 る い 職場 で す 。 職場 の ある べき 次 、 コミ ュ ニ ケー ショ ン が 取り や すく 仲の 
目標 相互 発 型 に 向け て ステ ッ プ UP し 、 活 気 ある 職場 を 目指 し ます 。 良い 職場 で す 。 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [ 食 業 20 周 年 記念 誌 ] 
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せ ば 成る Do my best! 日 々 創造 & 努 力 心 を み が い て 


半 生産 保全 支援 室 生産 保全 支援 室 徳 を つむ 
で 主査 大 谷 直道 主幹 下山 正 悦 生産 保全 支援 室 
技 監 杉浦 道義 


た に デ 
に 当 ビ ヨ 


保全 支援 室 
志 補 Lo11G 


還 ス タッ フ :15 人 

当 職 場 は 全 工 場 を 一 手 に 担っ て 
いる 機械 加工 グル ー プ で す 。 座右 
の 銘 は 「 あ わ て ず 、 あ せら ず 、 む り を 
せ ず ] で す 。 全員 が 心 を 一 つ に 安 
全 作 業 で 災害 の な い 職 場 を 継続 し 
で て いき ます 。 


日 々 是 楽 ・ 笑 ・ 快 
生産 保全 支援 室 
上 長 平岡 和 也 


生産 保全 支援 室 
Lo12G 


田 ス タッ フ :22 人 

L012G は 、 設 備 製作 ・ 改 善 を 主 に 行っ て いま す 。 また 、 
か らく り 機 構 を 用 いた 省 ス ペー ス 、 省 エネ に 軸 を 置い た 独 
自 の モノ づく り を これ か ら も 行っ て いき ます 。 


設備 技 神 
圏 ス タッ フ :12 人 

私 た ち 設 備 技術 課 は 、2011 年 に 発足 し た 比 
較 的 新しい 部 署 で す 。 設備 故障 の 未然 ・ 再 発 
防止 と 突発 対応 お よび 維持 管理 に 努め て いま 
す 。 設備 の 状態 を 敏感 に 察知 し て 、 柔 軟 に 対 
応 で きる よう 目 を 光ら せ て で いき ます 。 


(04 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 用 


謙虚 が 大 切 
第 1 設備 課 
課長 椎野 久志 


〔 
靖 、 二 休 全 支 提 


第 1 設備 課 

L201G 

田 ス タッ フ :6 人 
「 製 造 課 と の 話し 合い で 、 

働き や すい 職場 づく り ] 「 食 

堂 献 立 表 の 内 容 確認 と 事 

前 選定 作業 ] が 日 課 で す 。 


心 の 
バリ ケー ド を と く 
第 1 設備 課 
エ 長 栗 永 博志 


第 1 設備 課 
し 第 ] 作 米 人 PAMMG 


田 ス タッ フ :31 人 

L211G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 礁 」 
で す 。 20 年 前 3 名 か ら ス ター ト し た 油脂 グ 
ルー プ で す 。 今 で は 31 名 に な り 、10 倍 以 
上 も の 人 が 増え まし た 。 安全 ・ 環 境 ・ 人 財 
な どい ろ い ろ 取 り 組 み 、 よ う や く グ ルー プ と 
し て 強固 な 基礎 が 完成 し 、 明 る い 未 来 が 
見 えて きた か ら で す 。 


第 1 設備 課 
L212G 


圏 ス タッ フ :6 人 

新 ユ ニッ ト の 立ち 上 げ や 生産 拡大 に 伴う 保 
全 人 員 不足 や 保全 技能 レベ ル の 低下 な ど 、 保 
全 マ ン の さら な る 育成 が 必要 で あり 、 そ の 一 助 を 
担っ て いる の が 教育 グル ー プ で す 。 専門 技能 孝 
育 や PM 教 育 で 、 人 材 育成 に 頑張 っ て いま す 。 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 045 


常に 勇猛 果敢 に 
攻め る ! 
第 1 設備 課 

工 長 山田 利 忠 


職場 | 紹介 


第 1 設備 課 


L221G 


田 ス タッ フ :15 人 

L221G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 楽 」 
で す 。 いつ どん な 時 で も 職場 の 仲間 と 楽し 
く 元気 で いる か ら で す 。 


第 1 設備 課 


1 ロン トト 


L222G 


圏 ス タッ フ :16 人 

L222G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 技 ] で す 。 
幅広 い 専門 知識 ・ 技 能 が 必要 で 、 作 業 経験 が 
物 を 言う 技能 職場 で す 。 日 々 、 設 備 故障 低減 
に 向け 、 一 致 団結 し 取り 組ん で いま す 。 今後 は 
さら な る 技能 レベ ル 向 上 と 伝承 に 力 を 入れ 頑 
張っ て いき ます ! 


第 1 設備 課 多 
L223G 


圏 ス タッ フ :17 人 

私 た ち は 機 械 の お 医者 さん 。 人 は 病気 に な る と お 医者 さん 
こ 診 て も らい ます が 、 機 械 は 私 た ち 保全 マン が 診断 し 、 直 し ま 
す 。 ま た 、 そ の 状況 に 合っ た 対処 を し 、 延 命 で きる よう 対策 を 
進め る の が 私 た ち 保 全 の 仕事 で す 。 


046 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 計 ] 


何事 も 考え て か ら 
行動 を ! 
第 1 設備 課 
工 長 宝田 英司 


職 | 場 』 紹 | 


第 1 設備 課 
L21G 


圏 ス タッ フ :8 人 

今年 の 冬 、 丸 駒 温泉 に お ける 親睦 会 で の 忘 
れ ら れ な い 出 来 事 が あり まし た 。 宴会 が 始ま り 、 
いき な り 3 名 が パン ツー つ で 外 に 駆け 出し 、 正 拳 
突き を 100 回 始め まし た 。 終わ っ た と 思っ た ら バ リ 
カン を 持ち 出し 断髪 式 。 露天 風呂 で は パン ツ 盗 
難 騒 動 も 発生 。 


第 1 設備 課 第 1 設備 課 
L232G L233G 
ラフ: 


圏 ス タッ フ :8 人 

久しぶり に 元気 な 新入 社員 が 入っ て きま し た 。 挨拶 も 
し な いよ うな 奴ら が 今 で は 大 き な 声 で あい さ つ を する グル 
ー プ に な り ま し た 。 と っ て も 良い 刺激 を 受け て いま す 。 


常に 問題 意識 を 持っ て 保全 業務 に 当たり 、 山 積 
み し た 問題 を ー- つ ー つ 解決 する こと に より 、 安 定 し た 
生産 活動 に 寄与 で きる よう に 全員 で 頑張 っ て いま す 。 


第 1 設備 課 
Lz4 


田 ス タッ フ :23 人 

私 た ちの グル ー プ は 設備 を 故障 させ な いた め 、 定 期 
的 に 保守 点検 を 実施 し 、 生 産 活動 が スム ー ズ に 行え 
る よう 、 日 々 活動 し て いま す 。 今後 も グル ー プ 全員 で 協 
し 、 定 期 保全 & 改 善 活動 に 取り 組ん で いき ます 。 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 
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打 て ば 必ず 暫 く ! 
第 2 設備 課 
課長 八重 棒 明男 


職 | 場 』 紹 | 介 


を と トー 記 | 
第 設備 課 Lso1c 
圏 ス タッ フ :5 人 

L301G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 協 」 
で す 。 私 た ち 省エネ 営繕 グル ー プ は 、 今 年 4 
月 か ら 5 人 で 立ち 上 が っ た グル ー プ で す 。 経 
歴 も 皆さま ざま で 得意 分 野 も 個性 的 で す 。 
皆 力 を 結集 し 、 今 年 は 協調 発信 し ます 。 


第 設備 課 Po こっ 
【 第 1 作業 係 WMe 第 設備 課 
画 ス タッ フ :7 人 L312G 


私 た ちの 職場 は 、 社 内 外 の 皆様 すべ て が 「 お 客 様 」 と の 圏 スタ ッ フ :8 人 


思い で 「 丁 寧 、 親 切 に 」] を モッ トー と し て 、 業 務 に 当たる よう 心 L312G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 和 」 で す 。 業務 内 容 が 多岐 に わた っ 
掛け て いま す 。 これから も 信頼 され る 職場 で あり 続け る た め 全 て いる た め 、 メ ン バ ー そ れ ぞ れ の 強み 、 弦 み が あ り ま す が 、 お 互い に それ を 補っ 
員 結 束 し て 取り 組ん で いき ます ! て 強い 所 は さら に 強く 、 弱 い 所 は 克服 し て 全員 の 総力 で 業務 を 遂行 し て いま す 。 


っ 三 . 三 
基 ど 設備 課 
第 1 の L313G 第 2 設備 課 
圏 ス タッ フ :6 人 名 
の 電気 ・ エ アー・ 蒸 気 な ど 、 エ ネル ギー を L321G 
ンプ 3 層 安定 供給 する た め に 原動力 設備 の 運 較 ス タッ フ :10 人 人 

和夫 転 保守 管理 を し っ か り 行っ て いま す 。 ま た 、 私 た ち は 第 3 工場 を 担当 し て いる 設備 保全 で す 。 私 た ちの 業務 内 容 
工場 排水 を キレ イ に し て 海 へ 戻す な ど 環 は 日 々 の ライ ン 稼 働 を 円 滑 に 行う た め 、 設 備 の 突発 対応 、 予 防 保全 、 再 
境 面 で も 重要 な 役割 担っ て いま す 。 発 防止 活動 を 小松 リー ダー を 中 心 に グル ー プ 員 全 員 で 取り 組ん で いま す 。 


第 ら 設備 課 
L323G 


圏 ス タッ フ :11 人 
設備 保全 業務 を 担当 し て いま す 。 


第 設備 課 我 が チ ー ム は ファ イト ある 大 橋 リ ー ダ 
ma ー( 代 ) を 中 心 に や る 気 、 活 気 ある メ 
L322G ン バ ー 全 員 で 円 滑 な 生産 体制 を 築き 
国 ス タッ フ :11 人 上 げ る た め 、 設 備 巴 防 保全 と 徹底 し 
L322G の 座右 の 銘 は 「 注 目 浴び ぬ よ う た 再発 防止 に 取り 組み 、 突 発 修理 ゼ 


コツ コツ と 目立た ぬ 時 こそ 成果 な り ] で す 。 口 に 向け 日 夜 業務 を 遂行 し て いま す 。 


048 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 


貴 ぶ べき は 


人 の 和 
第 2 設備 課 マメ に コツ コツ と 
工 長 五十嵐 人 敏 夫 最後 まで 
第 2 設備 課 
SP 柴 尾 忠信 


第 設備 課 
L331G 


田 ス タッ フ :6 人 

L331G を 漢字 一 文字 で 表現 す 
る と 「 進 」 で す 。 出来 て 問 も ない グ 
ルー プ で あり 、 ま た 創業 20 周 年 の 年 
で も ある こと か ら 、 メ ン バ ー 全 員 が 一 
丸 と な り 、 新 た な 気持 ち で 会 社 と 共 
に 安全 第 一 で 日 々 前 進 し て いき た 
いと いう 気持 ちか ら 「 進 ] と し まし た 。 


第 どら 設備 課 
L333G 


圏 スタ ッ フ :6 人 

L333G を 漢字 一 文字 で 表現 
する と 「 和 」 で す 。 こ の グル ー プ 
は 出来 て 日 も 浅い で す が 、 お 互い 
に 助け 合い チー ム ワ ー ク が 取れ 
て お り 、 和 和気あいあい 和む チー ム 
で も ある こと か ら 「 和 」 と し まし た 。 
今後 5 周年 に 向け 、 全 員 が 一 丸 
と な り 力 を 合わ せ て 頑張 り ま す 。 


第 設備 課 
L332G 


圏 スタ ッ フ :6 人 

私 た ち は プ レス 鍛造 の 設備 業 
務 を 担当 し て お り 、 銀 造 設備 に 不 
慣れ な こと も あり 、 日 々 満身 創 療 
で グル ー プ スロ ー ガ ン の 通り 全力 
で 取り 組ん で いま す 。 


第 設備 課 
L337G 


田 ス タッ フ :10 人 

私 た ちの 職場 は 、 第 3 工場 ダイ キャ 
スト M/C の 定期 点検 、 整 備 な ど 予 防 
保全 活動 を し て いま す 。 こ の 職場 が 出 
来 て まだ 1 年 8 ヶ月 程 で 経験 が 浅い で 
す が 、 皆 が カカ を 合わ せ て 故障 率 低減 、 
稼働 向上 に 向け て 頑張 っ て いま す 。 


を 后 三 / ル 三 
第 設備 課 第 2 設備 課 
第 3 作業 係 由 放 kste] 完 ど 認 項 
に エア ore 第 3 作業 係 店 計 KAe] 
第 3 工場 ダイ キャ スト M/C を 中 心 に 3 組 2 交 替 勤務 で 定期 点検 、 一 ス タッ フ :10 人 
整備 を し て いま す 。 ま た 、 点 検 時 に 発見 し た 不具 合 の 対応 を 行い 、 L339G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 笑 」 で す 。 私 た ちの 職場 は チー ム ワ ー ク が 良く 、 笑 顔 が 
信頼 性 の 高い ダイ キャ スト M/C を 目指 し 日 々 取り 組ん で いま す 。 絶え な い 職場 で す 。 これ か ら も 持ち 前 の チー ム ワ ー ク を 生か し 、 問 題 解決 に 取り 組ん で いき ます 。 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 借 (049 


有 言 実行 で 


SA だ 前 進 す る 
よー 生生 コ ニ ッ ト 体力 、 気 力 、 努 力 
肖 三 次 長 森井 未 治 第 1 駆動 ユニ ッ ト 製造 
部 長 篠原 佳 二 se PP っ 
隊 坦 紹 7、 部 門 付 第 1 駆動 ユニ ッ ト 製 造 肖 
り I 本 | 
特命 G 
圏 ス タッ フ :7 人 


私 た ち を 漢字 一 文字 で 表現 
する と 「 特 ] で す 。 自 職場 は ① 
教育 グル ー プ 、②A541 の 補給 
品 と リビルト 品 の 出荷 お よび 
T/A ケ ー ス の 製作 、③ グ リー ン 


フレ ー ム な どの 依頼 品 の 製作 胆 大 心 小 、 

と 特殊 な 作業 を 行っ て いる た め 。 深 謀 遠慮 
力強く 前 進 析 和 1 拉 了 
そし て 改善 エ 長 中 川 佳 希 
第 11 製 造 課 


第 1 1 製造 課 po 
田 ス タッ フ :2 人 

私 た ち V/F 生 準 グル ー プ は トラ ンス フ 
ァ ー に お ける 多種 少量 品 の 生産 を 省 ス 
ペー ス で 行え る V/F 十 (Plus) ライ ン の 立 
上 げ を 担当 し て お り 、 昨 年 ホイ スト レス 化 
も 成功 し 、 こ れ か ら も 日 々 創意 と 工夫 を 
凝ら し 進め て いき ます 。 


第 1 1 製造 課 
し 第 | 作業 人 LAWMIG 


圏 スタ ッ フ :26 人 

私 た ちの グル ー プ は 明る く 、 楽 し く 、 元 気 よ く を モッ トー 
に 安全 、 品 質 を 第 一 に 考え 、 何 か 問題 が あれ ば 皆 で 考 
え 改 善 す る 、 と いう グル ー プ の 信念 に 沿っ て 26 人 全員 で 
今後 も 頑張 っ て いき ます 。 


第 1 1 製造 課 
ト 第 ] 作業 人 MPAG 


圏 スタ ッ フ :21 人 

私 た ち P112G は トラ ンス ファ ーASSY 
の 組 付 業 務 を 行っ て お り 、 主 に 海外 向 
け の ASSY を 生産 し て いま す 。 


第 1 1 製造 課 
【 第 1 作業 係 AKG 


田 ス タッ フ :26 人 
第 11 製 造 課 は T/F 生 産 を 19 年 叶い * 生 
間 作 り 続け 、 ト ヨタ 自動 車 北海 首 第 1 1 製造 課 
を 根っこ か ら 支 えて きま し た 。 こ れ 第 1 作業 係 條 = 邊 KC] 
か ら も 正直 に 、 そ し て 愚直 に 良い 男 ス タッ フ :25 人 
品 を 作り 、 会 社 を 支え て いく こと が 第 1 工場 の 玄関 口 と し て 、 い つも キレ 
Sevenaeaowrapciyao イ で 、 見 や すい ライ ン づ くり を 信条 と し て 、 


清掃 活動 や 改善 を 行い 、 見 て 安心 感 
の ある 玄関 口 と し て 活動 し て いま す 。 


050 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 


「 正 直 ] が 第 一 ! 
第 11 製 造 課 


第 1 駆動 ユニ ッ ト 製 造 当 工 長 矢野 喜久 夫 


職 場 | 紹 ] バ 


第 1 1 製造 課 
GET Piztc 


田 ス タッ フ :25 人 

昨年 まで 「 も う 少 し ガン バレ 」 と だ まし だ まし 
使い 続け て きた サブ ライ ン 、 無 く な っ て し まう と 
頼れ る 相棒 が いな く な っ た よう な 気 が し ます …・。 


第 1 1 製造 課 
し 第 ら 作 業 係 店 KAe1 


田 ス タッ フ :27 人 

P123G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 安 」 で す 。 コミ ュ 
ニケ ーション が よく 取れ て いる の で 新人 も 安心 ! 仕 事 の 面 
で も 仲間 や 上 司 に 相談 すれ ば 大 丈夫 だ と いう 安心 感 が グ 


第 ] ] 製造 課 本 ルー プ 全 体 に あり ます 。 
P122G 


較 ス タッ フ :20 人 

P122G メ ン バ ー の 皆さん は 20 周 年 
の 新鮮 な 気持 ち を 忘れ る こと な く 、 次 の 
30 周 年 の ミレ ニア ム を 目指 し 頑張 っ て 
くだ さい 。 いつ まで も 応援 し て いま す 。 


第 ] 1 製造 課 
し oer MP 


圏 ス タッ フ :25 人 

第 11 製 造 課 に て V/F2 次 ライ ン の 組 付 を 担当 
し て いる メン バー で す 。 主 に プラ ド な どの トラ ンス 
ファ ー を 製造 し て いま す 。 日 々 お 客 様 に 良い 製品 
を 安く 提供 で きる よう に 努力 し 頑張 っ て いま す 。 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 


051 


オー ル 
ポジ ティ ブ 
第 12 製 造 課 

エエ 長 小島 信行 


第 1 駆動 ユニ ッ ト 製造 部 


第 1 製造 課 
【 第 | 作業 休 MKGi 


圏 スタッフ:26 人 

何事 に も 一 致 団 結 し 、 チ ー ム 力 の ある グル 
ー プ で す 。2 年 前 に 組合 の ソフ ト ボ ー ル 大 会 
で 優勝 し た 時 に 皆 で 食べ た 「 高 級 焼肉 ] 。 勝 
利 の 味 が 忘れ られ ませ ん ! 今 年 は どう か な …? 


職場 紹介 9 
い ジン 


第 12 製 造 課 
HE Pot2o 


圏 ス タッ フ :22 人 ヾ 
U340 の 1 次 ライ ン 生 加工 を 22 名 の メン バー で 、 安 全 ・ 品 
質 を 第 一 に 考え 、 良 い 製 品 を メン バー 全員 で 生産 に 取り 組 
ん で いま す 。 ま た 、 コ ミュ ニケ ーション も 取れ 、 明 る く 、 仲 が 良く 、 
全員 が ユニ ー ク で 毎日 が 楽し く 過ごせ る 職場 で す 。 


第 1 製造 課 
第 1 作業 係 AISXC] 
田 ス タッ フ :17 人 
P216G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 炎 ] で す 。 一 人 一 
人 の 仕事 に 対す る 熱意 が 強く 、 燃 えて いる 職場 だ か の ら で す 


第 1 製造 課 
し 第 ら 作業 人 骨 み 4LC] 


一 スタ ッ フ :26 人 
私 た ちの グル ー プ は U340 の 1 次 ライ ン で 研磨 加工 を 担当 し て いま す 。 


第 1 製造 課 
GE Poco 


圏 スタ ッ フ :22 人 

我々 の 職場 は U340 の 内 蔵 物 を 担当 し て 
いま す 。 安全 品質 の 確保 は も と より 、 日 々 設 
備 異常 と 格闘 し て いま す 。 グ ルー プ 内 で の 
コミ ュ ニ ケー ショ ン は 最高 ! そ の 中 で 各個 人 材 加工 (プレ ス 、 溶 接 等 ) か ら 、 組 付 
が レベ ル ア ッ プ を 目指 し 努力 し て いる 頑張 り 作業 を 行い 、T/C ASSY を 5 ライ ン で 
屋 の 職場 で す 。 7 車種 生産 し て いる 職場 で す 。 


第 1 製造 課 
P226G 


一 スタ ッ フ :17 人 
私 た ちの 職場 は 、U340 T/C の 粗 


052 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 


1 駆動 ユニ ッ ト 製 造 肖 
岡 較 阿 想 第 1 駆動 ユニ ッ ト 製造 き 


第 12 製 造 き 第 1 製造 課 


第 3 作業 係 KALC] 働か ずる も の 第 3 作業 人 ば ci 
食う べから ず 遼 ス タッ フ :52 人 
田 ス タッ フ :38 人 第 12 製 造 課 る “や る 時 は や る ” 、 “遊ぶ 時 は 遊ぶ ” 
私 た ち は U340 の 組 付 を し て いま す 。 4 月 エ 長 高山 誠一 を っ を モッ トー に メリ ハリ の ある グル ー プ で す 。 
か ら 新 体制 に な り 、 新 メン バー を 含め た 全員 KS マ Y 
で 力 を 合わ せ て 安全 で コミ ュ ニ ケー ショ ン の 
良い 職場 を 目指 し て 頑張 り ます 。 


第 1 製造 課 
し 第 4 作業 係 人 みみ ぽい G] 


田 ス タッ フ :51 人 

立ち 上 げ か ら 人 の 出入 り が 多く 、 グ 
ルー プ の 人 数 も 多い 中 、 い ろ い ろ と 困 
難 を 乗り 切っ て きま し た 。 これ か ら も グ 
ルー プ 一 丸 と な っ て 頑張 っ で いき ます 。 


レー ココ 中 人 に 三 
第 1 製造 課 
第 4 作業 係 ルル ZMEe1 
田 ス タッ フ :41 人 
P241G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 新 ] で す 。 勤務 形態 の 変更 に 伴い 、4 
月 に 新生 グル ー プ に な っ た ば か り で 、 ま だ まだ 個々 の 色 を 発揮 で き て いな い 状 
況 で す が 、 こ れ か ら み ん な 仲良 く を モッ トー に チー ムー 一丸 で 頑張 っ て いき ます 。 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] @ 053 


ユニ ッ ト 製 造 
陳 「 場 Lo 第 駆動 ユニ ッ ト 製 千 


ーー 


ーー 


第 12 製造 課 
P252G 


田 ス タッ フ :22 人 

私 た ちの 職場 は U340 の 1 次 ライ ン 生 加工 
を 担当 し て いる グル ー プ で す 。 で きた ば か り の 
新しい グル ー プ で は あり ます が 、 メ ン バ ー は す 
ぐに 仲良 く 打ち 解け 元気 いっ ぱい の 職場 で す 。 


第 18 製 造 課 
し ster Je 


圏 スタ ッ フ :26 人 

私 た ちの 職場 は U340 を 作っ て いま す 。 
主 に 歯車 関係 の 研磨 ライ ン を 担当 、 我 々 が 
作っ た 歯車 と 同じ よう に し っ か り 噛 み 合っ た 
団結 力 、 チ ー ム ワー ク の 良い 職場 で す 。 


) 
悦 、 第 5 作業 係 中 MS で] 


| 圏 スタ ッ フ :18 人 
5 月 か ら 3 組 2 交替 が 始ま り 、 大 き 
な 変化 点 と な り ま し た が 、 新 し い メ ン 
バー で コミ ュ ニ ケー ショ ン を し っ か り 
取り 、 安 全 第 一 を モッ トー で この 波 
を 乗り 切り ます 。 


第 1 ら 製 造 課 第 1 ら 製 造 課 
ト 第 6 余 係 CNKG] 【 第 6 作業 係 MSG 


田 ス タッ フ :39 人 圏 スタ ッ フ :50 人 

私 た ち は U340 の 組 付 を し て いま す 。 今年 4 月 か ら 新 し く 構 私 た ちの 職場 は 、U340 の 1 次 組 付 で 、 メ イン 、V/B、 外 装 の 3 
成 さ れ た ば か り の 新 メ ン バ ー で す が 、 皆 で 力 を 合わ せ て 安全 で つの ライ ン を 担当 し て いま す 。 3 組 2 交替 対応 に より 、 新 し い メ 
風通し の 良い 職場 を 目指 し で 明る く 楽 し く 元気 よく 頑張 り ます 。 ン バ ー に な り ま し た が 、 若 さと 活気 に あふ れる 明る い 職 場 で す 。 


054 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 


第 1 駆動 ユニ ッ ト 製 造 部 


職場 | 紹 』 介 


ヽ 生 - ミ 

第 13 製 造 課 

第 1 作業 係 MK』lC] 
圏 ス タッ フ :41 人 

私 た ち は U340 の 2 次 加工 ライ ン 
で 主 に 内 蔵 物 の 生 加 工 、 研 磨 加工 
を 中 心 に 日 々 [良い 物 だ け 後 工程 に 」 
を モッ トー に 生産 活動 に 励ん で いま す 。 


m Em 
』^ ゝ 生 eo 

第 19 製 造 課 

第 1 作業 係 ka【e1 
一 スタ ッ フ :23 人 

私 た ちの 職場 は 「 安 全 、 品 質 、 コ ミュ ニケ ーション 」 を モッ 
トー に T/A ケ ー ス の 精密 加工 を 行い 、 一 人 一 人 が 自 工 程 完 
結 で U340 の 1 次 ・2 次 組 付 に TA ケー ス を 供給 し て いま す 。 


健康 で あれ ば , 
何で も 出来 る 


第 13 製 造 課 
課長 泉 敏 


第 13 製 造 課 
【 第 1 作業 係 KiKXGi 


一 スタ ッ フ :34 人 

モッ トー は 交通 安全 で す 。 グ ルー プ 独 自 で 交通 安全 
十 ヶ 条 を 作成 し 、 毎 朝 M/T で 唱和 を 行い 、 ポ ケッ ト サ イ ズ 
の 十 ヶ 条 を 車内 に 掲示 し て 意識 を 高め 、 自 動車 産業 に 
従事 する 者 と し て の 自覚 と 責任 と こだわ り を 持っ て いま す 。 


第 13 製造 課 
【 第 作業 係 KG 


田 ス タッ フ :23 人 

P315G の モッ トー は ルー ル 遵 守 で す 。 何事 に お いて 
も ルー ル を 守る こと を 常に 心掛け て いま す 。 決め た こと 、 
決め られ た こと を 守る こと で 、 安 全 や 品質 を 確保 し 、 今 、 
何 を すべ きか 理解 で き て いる 元気 で 明る い 職 場 で す 。 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 


055 


第 13 製 造 課 
【 第 ら 作業 係 kPaLC] 


圏 ス タッ フ :41 人 

P321G は 組織 変更 に 伴い 、 新 し く 生 
まれ 変わ っ た 職場 で す 。 20 周 年 と いう 節 
目 の 年 に 一 緒 に な っ た 仲間 な の で 、 気 
持ち を 新た に 何事 に も 前 向き に 、 い ろ い 
ろ な こと に 挑戦 し て いけ る 職場 に 全員 で 
し て いき た いと 思い ます 。 


工 長 佐々 木 裕之 


LM 


の 商 の 


に 


be A 


第 ] う 穫 了 
【 第 作業 係 KKXG 


較 ス タッ フ :34 人 

私 た ちの グル ー プ の モッ トー は スピ ー デ ィ ー な 「 ホ 
ウレ ン ン ソウ 」 ポパイ の よう な 頼も し い リ ー ダ ー を 中 心 に 、 
と て も 風通し の 良い 職場 で す 。 “お 客 様 の 笑顔 の た 
め に "を 合言葉 に 日 夜 ガ ムシ ャ ラ に 頑張 っ て いま す 。 


第 13 製 造 課 
ト 第 ら 作業 係 記 KZ0G 


圏 スタッフ:23 人 


私 た ちの グル ー プ の 信条 、 こ だ わ 
り は 当たり 前 の こと で す が 、 決 め ら れ 
た こと を 必ず 守る こと で す 。 こ れ に グ 
ルー プ 全 員 で し っ か り と 取り 組ん で 
いま す 。20 周 年 を 迎え 、 改 め て 基本 
の ルー ル を 確実 に 守る こと が これ か 
ら の TMH の 支え と な る か ら で す ! 


第 13 製 造 課 琶 


(起き 記 葵 P325G 


圏 スタ ッ フ :23 人 

2010 年 冬 、 週 明け の 月 曜日 突然 P325G 
を 襲っ た イン フル エン ザ 。 グ ルー プ の 3 分 の 
1 に 当たる 約 10 名 が 感染 し 欠勤 。 イ ン フル 
エン ザ の 怖 さ を 思 い 知 ら さ れ た 出来 事 で し た 。 


056 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 創業 20 周 年 記念 計 ] 


何事 も 
基本 が 大 切 ! 
第 13 製 造 課 
エ 長 最上 茂 


第 1 駆動 ユニ ッ ト 製 造 部 


職場 | 紹 介 


第 1 3 製造 課 
GEEETEY poo 


田 ス タッ フ :41 人 

私 た ち P331G は U340 の 2 次 加 エラ 
イン を 担当 し て いま す 。 グ ルー プ 内 の 究 
囲 気 が と て も 良く 、 元 気 の い い 職 場 で す 。 
| 若い メン バー が 多く 、 飲 み 会 な ど は 積極 
| 的 に 参加 する “の ん べ "” の 集団 で す 。 


rormararmm 
/ 第 13 製 造 課 
EEXM 持 垢 P333G 

一 スタ ッ フ :34 人 

P333G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 絆 」 で す 。 
チー ム ワ ー ク が 抜群 に 良い か ら で す 。 


第 13 製造 課 王家 守 
第 3 作業 係 時 aKK も !e1 | タ 3 こ ジャ 

画 ス タッ フ :22 人 
私 た ちの グル ー プ は トラ ンス ファ ーM/C | 


に て U340 の ケー ス 加 工 を 担当 し て いま す 。 
災害 ゼロ 、 品 質 不具 合 ゼ ロ が 目標 で す 。 


第 13 製 造 課 
P335G 


圏 スタ ッ フ :21 人 

P335G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 新 」 で す 。 | 
今年 度 より 2 組 2 交替 か ら 3 組 2 交替 に 勤務 が 変 
更に な り 、20 周 年 に 断 し い グ ルー プ と し て スタ ー ト 
し まし た 。 これから ど ん な 成長 を する か 楽し み で す 。 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 信 業 20 周 年 記念 誌 ] 借 (057 


一 人 一 人 が 主役 で 
つく ろう No.1 職 場 
第 14 製 造 課 
有 ジ 課長 阪 内 義 喜 


第 14 製 造 課 
P401G 
田 ス タッ フ :52 人 

私 た ちの 職場 は 今年 の 10 月 に L/O の 「 ア クア 」 に 搭載 
され る ハイ ブリ ッ ド ライ ン の 生産 準備 を 行っ て いま す 。 
TMH 初 の ユニ ッ ト と し て 大 変 な 面 も あり ます が 、 ス ムー ズ 
な 立ち 上 げ を 目指 し 、 日 々 頑張 っ て いま す 。 


2011 年 12 月 発表 「 ア クア 」 


058 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 


や れ ば 、 出 来る ! 77 仕事 は 楽し く 


第 2 駆動 ユニ ッ ト 製造 部 第 2 駆動 ユニ ッ ト 製 造 肖 第 21 製 造 課 
部 長 吉田 雄二 PP 斉藤 豊 課長 上 有 谷 修二 


部 門人 ニッ ト 製造 肖 
隊 場 o 7 部 門 付 第 2 駆動 ユニ ッ ト 製 千 4 


特命 G 
一 スタ ッ フ :7 人 

私 た ちの モッ トー は 、「 人 に 優し く 、 
家族 に も 優し く 、 地 球 に も 優し い 人 間 
関係 の 構築 」 で す 。 良い 職場 環境 を 
つく り 、 良 い 仕事 を すれ ば 、 お の すず と 「 人 ・ 
家族 ・ 地 球 ] に 優し く 接 する こと が で 
きる と 考え て 日 々 の 活動 を し て お り ま す 。 


Ne! 


第 ら 1 製造 課 
教育 Q111G 
田 ス タッ フ :21 人 


スタ ッ プ フ : 元 
圏 ス タッ フ :8 人 元気 が 一 番 ! こ れ に 限り ます ! 


私 た ち は 現場 か ら の 改善 依頼 な どの 業務 を 行っ て お り 、 
改善 に も 全員 で 知恵 を 由 し 、 さ ら に 1 つ 2 つ 工夫 し 現場 へ 設 
置 し て いま す 。 私 た ち は 改善 依頼 100% 達 成 ・ 生 産 性 向上 ・ 
不具 合 の 撲滅 を モッ トー に 日 々 業務 に 努め て いま す 。 


思っ た 通り に 
な ら な いか ら 

何事 も 楽し い ! 
第 21 製 造 課 

工 長 前 手 範 幸 


第 ら 1 製造 課 
GE oizo 


圏 ス タッ フ :30 人 

U660 _A/T の 内 蔵 物 2 次 加 エ ライン で 、 
7 部 品 の 生 加 工 、 研 磨 加 工 を 行っ て いま す 。 
TMH 初 の 日 支部 品 の 加工 ライ ン で 、11 部 
品 を 梱包 ライ ン に 流動 し 、WV 工 場 に 送っ 
て いま す 。 


第 ら 1 製造 課 
ETE′ osc 


田 ス タッ フ :25 人 

Q113G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 笑 ] 
で す 。 安全 ・ 品 質 が 保 た れ て いる と 自然 と 
笑顔 に な り ま す 。 笑顔 は 心 と 体 の 健康 を 
良く し て くれ ます 。 明る く 楽 し く 活気 の ある 
グル ー プ な の で 「 笑 ] と し まし た 。 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] @ 059 


駆動 ユニ ッ ト 製 造 半 
戦場 『g 第 ど 駆 動 ユ ニッ ト 製 千 


第 1 製造 課 
し 第 ら 作業 人 ea レ AI 


圏 ス タッ フ :21 人 

私 た ちの 職場 は アル ファ ー ド な ど 大 
型 車 に 搭載 され る U660AT の 心臓 部 
と も いえ る 内 蔵 物 加 工 を 担当 し て いま す 。 
スム ー ズ な 走り で お 客 様 に 満足 し て い 
た だ く た め 、 全 員 の 知恵 を 結集 し て より 
良い 品 を つく る 努力 を 重ね て いま す 。 


第 61 製造 課 
【 第 ら 作 業 係 42C 


圏 スタ ッ フ :29 人 

Q122G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 愛 」 で す 。 ス ロー ガン を も と 
に 職場 運営 を し て お り 、 チ ー ム ワー ク 向 上 の た め 、 グ ルー プ 長 は 
厳し く て も 愛情 を 持っ て 接し て いま す 。 リーダ ー は 弟 ・ 妹 の 面倒 を 
見 る 兄 。 メ ン バ ー は 兄弟 で 助け 合っ て 笑顔 で 仕事 を 行っ て いま す 。 


第 ら 1 製造 課 
第 ら 作業 係 信 6ALCIG 


圏 ス タッ フ :23 人 

私 た ちの 職場 は U660 の ビニ オン ギア 自動 ラ 
イン 、 お よび 梱包 ライ ン (TMMWV 向 け 、 日 支 
部 品 ) に て 梱包 、 生 産 を 行っ て いま す 。 世界 No.1 
ユニ ッ ト を 全員 で 目指 し 、 日 々 頑張 っ て いま す 。 


060 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 


第 駆動 ユニ ッ ト 製 造 首 


職 | 場 紹 ワ T 


第 1 製造 課 
ト 第 9 作業 休 ekilG 


較 ス タッフ :16 人 

第 3 工場 で U660 と K310 の アル 
ミ 部 品 、T/A ケ ー ス ・Hsg・V/B の 訪 
加工 ・ 後 処理 を 行う スモ ー ル と 呼 
ば れる 工程 を 担当 し て いる 職場 で す 。 


第 ら 1 製造 課 
【 第 3 作業 係 eaKG 


圏 ス タッ フ :27 人 

明る く ( グ ルー プ 全 員 が 笑顔 で ) 、 
仲よく (みん な が 家族 愛 を 持っ て ) 、 
元気 よく (健康 的 な 会 社 生活 を 送る 
た め ) 、 挨 拶 よく (全員 が 明る く な れる 
よう に ) を モッ トー に 一 丸 と な っ て 働い 
て いる グル ー プ で す 。 


第 1 製造 課 
ト 第 9 作業 係 信 KXJG 


田 ス タッ フ :38 人 

私 た ちの 職場 は U660AT ASSY の 組 付 を 担当 し て いま す 。 無 
災害 3 年 4 ヶ月 の さら な る 継続 と MST500--MST ゼ ロ 達 成 へ 向け 日 々 
グル ー プ 一 丸 と な り 活動 し て いま す 。 これ か ら も 頑張 っ て いき ます 。 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [ 借 業 20 周 年 記念 計 ] 


061 


十 人 十 色 


Pr 
エ 長 清水 衝 
6 第 ら 駆 動 ユ ニッ ト 製 造 洛 
職場 紹介 ー 
第 ら 1 製造 課 
第 4 作業 係 we] 
圏 ス タッ フ :16 人 


Q141G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 
「 和 ] で す 。 私 た ちの グル ー プ は 、16 名 
と いう 人 数 も あり 、 互 い に 相手 を 大 切 
に し 協力 し 合う 関係 で 、 ま と まっ て いる 
と 個人 個人 の 能力 以上 の 力 を 出せ る 、 
チー ム ワ ー ク の 取れ た 職場 で す 。 


第 ら 1 製造 課 
第 4 余 係 誤 KG 


圏 スタ ッ フ :27 人 

Q142G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 
「] で す 。 実践 毅 行 の 般 で す 。 意味 は 
「 自 ら 」 。 2012 年 、 部 の 新年 会 で 、 あ る 
工 長 が 今年 の 抱負 を 漢字 一 文字 で 、 と 
の 無茶 ぶり が あり 、 私 の 想い と 今後 、 グ 
ルー プ で の 行動 目標 と し て 「 筑 ] に 決め 全 
員 で 取り 組ん で いま す 。 


第 1 製造 課 
【 第 4 作業 係 上 eKKie 


田 ス タッ フ :39 人 

U660 A/T の 組 付 全般 を 担当 し て お り 、 上 有 谷 
課長 を 中 心 と し 、 安 全 ・ 品 質 ・ 原 価 と No.1 ラ イン を 
目指 し 、 一 丸 と な っ て 取り 組ん で いま す 。 


の @ トヨ タ 邊 動車 北海 首 株 式 会 [創業 20 周 年 記念 読 
06 


謙虚 な 気持 ち 、 
感謝 の 心 
第 22 製 造 課 


第 ら 駆動 ユニ ッ ト 製 造 導 課長 中 津川 治 


職場 』 紹 放 


第 らら 製造 課 
ト 第 ] 作業 係 eZAMIC 


圏 ス タッ フ :22 人 

Q211G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 
「 勢 」 で す 。 私 た ちの グル ー プ は 若い 人 
材 が 多く 、 活 発 で 勢い の ある グル ー プ で す ! 


動機 善 な りや | 

私 心 な か り し か ] 
第 22 製 造 課 

エエ 長 阿部 政広 


第 らら 製造 課 
【 第 1 作業 係 店 PAG1 


圏 スタ ッ フ :12 人 

Q212G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 
「 活 」 で す 。 私 た ち は 活 力 、 活 発 、 活 動 的 、 
活気 に あふ れ 、 風 通し の 良い 職場 で す 。 
目指 せ 、 作 業 服 の 汚れ た い ラ イン ! 
追伸 : 婚 活 中 の 方 も 若干 名 いま す 。 


第 らら 製造 課 
【 第 | 作業 係 及 eZaKiGi 


田 ス タッ フ :43 人 

Q213G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 男 ] で す 。 
「 男 気 」 の 男 で グル ー プ で 相談 事 や 困っ て いる ご 
と を 見 逃さ ず に 一 致 団 結 し て 、 課 の スロ ー ガ ン で あ 
る 「 世 界 No.1CVT ユニ ッ ト 」 実現 を 目指 し て 、 グ ル 
ー プ 長 を 中 心 に 優し い 気 持ち を 持っ た 職場 で す 。 


トヨ タ 自動 車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] @ (063 


過 猫 不 及 
第 22 製 造 課 


8 ジン り ヽ 生 立 エ 長 小貫 実 
職 』 場 紹介 第 の 駆動 ッ ト 製 造 間 


第 82 製 造 課 
ozze 


陣 スタ ッ フ :23 人 

私 た ちの 職場 は 、 明 る い 人 が 多く 日 々 ワ 
イワ イ と 楽し く 休憩 時 間 な ど を 過ごし て いま 
す 。 が 、 仕 事 に な る と 全員 真剣 に 、 そ し て お 
互い に 厳し く 指摘 し あっ た り と 、 日 々 進歩 し 
て いる これ か ら が と て も 楽し みな 職場 で す 。 


第 らら 製造 課 
ozzzo 


圏 ス タッ フ :12 人 

Q222G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 破 ] で す 。 大 きく 2 つ 意 味 
が あり 、1 つ 目 は 現状 打 「 破 ] と いう こと で 、 現 状 に 満足 せ ず 常に 
改善 意識 を 持つ こと で す 。 2 つ 目 は 自分 の 殻 を 「 破 ] る と いう こ 
と で 諦め ず に 何 に で も 挑戦 し て 自己 を 高め る こと を 目指 し て いま す 。 


第 らら 製造 課 
Q223G 


田 ス タッ フ :43 人 

私 た ち は CVT の 組 付 業務 を 担当 し て いま す 。 そ ん 
な 最 先端 の ユニ ッ ト を 作る た め 、 組 付 室内 で は シャ ー 
プペ ン シ ル ・ 消 し ゴム は 使わ な い 、 散 を 生 や さ な いな 
ど 異 物 に 徹底 し た こだわ り を 持っ て いる グル ー プ で す 。 


常に 新しい 苗 を 植え 
大 事 に 育て る 
第 23 製 造 課 
課長 河内 信男 


H^ 生 - ミ 
第 ら 3 製 造 課 
Q301G 
圏 ス タッ フ :30 人 

私 た ちの 職場 は 、600K の 生産 準備 を 行っ て 
いま す 。 来 年 の 立ち 上 げに 向け て 、 グ ルー プ 全 
員 一 丸 と な り 、 頑 張っ て いま す 。 アイ デア を 出 
し 合っ た 今 ま で に な い ラ イン を 是非 、 期 待 し て 
いて くだ さい 。 


064 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 


逆境 は 利用 する も の 


る アル ミ 製 造 部 
ピー 部 長 中 村 慎吾 


職 | 場 | 紹 | 介 


圏 ス タッ フ :7 人 

私 た ちの 職場 は 、 第 3 工場 内 で の 改善 や 環境 整備 を は じ め 、 ダ イキ ャ 
スト M/C の 可動 率 向上 や 不良 率 低減 活動 、 ま た 技能 認定 制度 の 推進 
活動 を 行っ て いる 「 ナ イス ミド ル ] な グル ー プ で す 。 


圏 ス タッ フ :8 人 | 
私 た ちの 職場 は P510、600K、 
605K の 鋳造 と 型 保全 の 生 準 を 
担当 し て いま す 。 特に P510 は 短 
期間 で の 立ち 上 げ の た め 、 グ ルー 

プー 一 丸 と な っ て 取り 組ん で いま す 。 R411G 
圏 スタ ッ フ :7 人 

ロー マ は 私 た ちの 職場 は 平均 年 齢 約 40 

1 日 に し て な ら ず 歳 (40 代 が 4 人 /7 人 ) と お っ さん 

ダイ キャ スト 課 中 心 の 個性 豊か で 、 と て も バ パラン 

『 課長 白米 正治 ス の と れ た グル ー プ で す 。 し か し 、 

/ 


若 さ が イマ イチ な い の で 若い 人 材 
を 投入 し て も ら え た ら … と 思い ます 。 


第 1 作業 係 軒 ょ CAG] 


田 ス タッ フ :26 人 

R412G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 匠 ] 
で す 。 U340、V/F ケ ー ス 粗 材 の 鋳物 工程 。 
何 の 形 も な い ア ルミ 溶湯 か ら 形 を 作る 。 | 
その 日 の 温度 差 、 湿 度 な どの 微妙 な 変化 | 
か らく る 品質 状況 の 変化 を 見 逃さ な いよ う 、 | 3 
カン 、 コ ツ な ど 匠 の 技 が 必要 な 職場 で す 。 


第 1 作業 係 軒 ぉ と WIKXC] 


一 スタ ッ フ :10 人 
R413G を 漢字 一 文字 で 表現 
する と 「 砦 ] で す 。 ダイ キャ スト 課 
を 最高 の 品質 の 職場 に する た め 、 
グル ー プ 全員 失っ て 守っ て いま す 。 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 全 065 


職 | 場 紹介 


Ei 起き 放 析 R421G 


田 ス タッ フ :7 人 

R421G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 熱 」 で す 。 取り 扱っ て いる も 
の が アル ミ 溶 湯 で あり 、 季 節 を 問わ ず 汗 だ くに な り ま す 。 また 、 社 内 
で 最も 前 工程 で ある と いう 自負 を 持ち 、 熱 い 気持 ち で 仕事 に 取り 組 


ん で いる か ら で す 。 


第 ら 作業 係 軒 ぉ と ツル 4e] 


較 ス タッ フ :25 人 

「 失 敗 を 恐れ ず 何 事 に も 挑 
戦 ] を 合言葉 に 私 た ち R422G 
は 良い も の づく り を する た め 、 グ 
ルー プー 丸 と な っ て 本 音 で 語 
り 合え る 仲の 良い グル ー プ で す 。 
これ か ら も 世界 No.1 の ダン ト 
ツ 工 程 を 目指 し 「 挑 戦 ] し ます 。 


066 


第 3 作業 係 還 = と KAe] 


一 ス タッ フ :26 人 

R432G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 挑 ] で す 。 何事 
に も 全員 で 目標 に 向かっ て 、 挑 戦 する 気持 ち を 持っ て 一 
生 懸 命 も の づく り に 汗 を 流し 、 頑 張っ て いる グル ー プ で す 。 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 


EBM 寺 き 柏 R423G 


一 ス タッ フ :15 人 

私 た ち は 、U340 の 仕上 げ と し て 後 工程 に 良品 の み を 流す こと は も ちろ 
ん の こと 、 鋳 造 と 加工 の 品質 に 関す る 情報 の パイ プ 役 と し て の 重要 な 役 
割 が あり 、 あ る 意味 、 第 3 工場 の 顔 と し て の 自負 を 持っ て 日 々 頑張 っ て いま す 。 


あい さ つ と 笑顔 
ダイ キャ スト 課 

R431G エ 長 寺沢 猛 
田 ス タッ フ :7 人 

TMH の 玄関 口 、 溶 解 工程 で 
は 500kg の アル ミ の 塊 や リタ ー ン 
材 を 3 台 の 溶解 炉 へ 搬入 し 、700 
て の 溶湯 に し た 後 、 不 純 物 を 取り 
除き 28 台 の 鋳造 保持 炉 へ 配 湯 
し て いま す 。 常に 笑顔 で 改善 活動 、 
技能 向上 に 取り 組ん で いま す 。 


第 3 作業 係 還 ょ CKKie] 


田 ス タッ フ :15 人 
TMH で 作る も の は 100% 良 品 と 言わ れる よう に 、 
品質 の 管理 や 設備 の 管理 を し っ か り 行 い 、3 工 場 
の 最後 の 砦 と し て 、 仲 間 と 強い 団結 力 、 コ ミュ ニケ ー 
ショ ン を 取り 、U340 を 1 工場 へ 提供 し ます 。 


日 々 精進 
ダイ キャ スト 課 
工 長 板橋 好 昭 


職 | 場 』 紹 | 人 T 


第 4 作業 係 還 ぉ て PWEe] 


一 スタ ッ フ :25 人 

「 元 気 に あ いさ つ !」 を モッ トー 
に し て いま す 。 や は り 基本 は 挨 
拶 か らし っ か り 行 い 、 職 場 全体 
が 風通し の 良い 環境 に な る よう 
に 職制 が 率先 し て 行っ て いま す 。 


第 4 作業 係 還 aCPKIC1 


圏 ス タッ フ :25 人 

私 た ちの 職場 は U660 や K310、U340 の ケー スハ 
ウジ ング 、 バ ル ブ ボ デー の 粗 材 を 生産 し て いる 職場 
で す 。 後 工程 に 欠 品 させ な いよ うに 、 必 要 な 物 を 必 
要 な 時 に 必要 な 量 だ け 作 っ た り 運 ん だ り し て いま す 。 


第 4 作業 係 軸 = セ PPWe1 


圏 スタ ッ フ :25 人 

R444G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 武 ] で す 。 私 た ちの 職場 が 直面 
し て いる の が MUST90 活 動 で す 。 新しい プロ ジェ クト P510、600K の 立ち 
上 げに 向け て 、 飛 躍 す る 年 に な り ます 。 何 が 何で も 飛躍 する 意気 込み で す !! 


One for All , 
All for One 
型 保全 課 
課長 村松 守 


第 1 作業 係 還 sGgke] 


一 スタ ッ フ :23 人 


第 1 作業 係 軒 =Gme1 
一 スタ ッ フ :9 人 

R511G を 漢字 一 文字 で 表現 する と 「 気 ] で す 。 私 た ちの 職場 は 、 も の づく り の 源 私 た ちの 職場 は 人 員 9 名 と 小さ な グル ー プ で す が 、 団 結 力 が 
流 に 位置 する 金 型 保全 と いう 職場 で す 。 他人 、 他 直 任 せ で の 作業 で は 重大 な 品 あり 、 元 気 い っ ぱい の グル ー プ で す 。 業務 は 主 型 に 付い て いる 
質 不具 合 と な る 恐れ が あり ます 。 だ か ら こ ご そ 、 気 持ち を 込め る 作業 に 精進 し て いま す 。 入 子 を 修理 し 、 短 期間 で 復元 し て し まう プロ 中 の プロ 集団 で す 。 


トヨ タ 自動 車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 借 (067 


小 異 を 捨て 
大 道 に 立て ! 
型 保全 課 
工 長 佐藤 英俊 


Ei 起き 5 葵 R521G 


圏 スタ ッ フ :23 人 

私 た ちの 職場 は 、 オ ー ト マチ ッ ク ト ラ 
ンス ミッ ショ ン の ケー ス 金 型 の 保全 ・ 
保守 を 毎日 行っ て いる 職場 で す 。 ス ロー 
ガン に ある よう に 作業 者 全員 が 「 目 指 
せ TOP1」 に 取り 組み 頑張 っ て いま す 。 


EBM 起き 放 柏 FR522G 


圏 ス タッ フ :9 人 

私 た ちの 職場 は 、 ダ イキ ャ スト 金 
型 の 製品 形状 部 の 修理 修復 を 行 
っ て いる 職場 で す 。 いわば 人 金 型 の 
総合 病院 。 日 々 来る いろ いろ な 愚 
者 ( 金 型 ) の 検査 、 治 療 を 行い 、 元 
気 な 姿 に し て 送り 出す の で 、 非 常 
に や り が い の あ る 職場 で す 。 


one for all 
all for one 
型 保全 課 
エ 長 青木 博昭 


ル 


第 3 作業 係 軒 aGKAKG] 


圏 ス タッ フ :21 人 

アル ミダ イキ ャ スト 製品 金 型 の 保 
全 業 務 を 行っ て いま す 。 ユニ ッ ト エ 
場 の スタ ー ト 地点 で も あり 、 後 工程 
へ 良品 を 提供 する た め に 、 金 型 品 
質 3 大 柱 「 形 状 、 寸 法 、 内 冷 」 の 保 
証 1009%% へ の 取り 組み を し て いま す 。 


第 3 作業 係 園 kGK 切 e] 


圏 ス タッ フ :9 人 

1 日 2 型 完成 させ る !! 日 々 の 在庫 と 後 工程 の 状況 を 把握 し 、 
各 工程 の 優先 順位 を 決め て 、 自 直 で 毎日 2 型 完成 させ る こと を 
日 課 に 作業 し て いま す ! 


068 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 創業 20 周 年 記 念 計 ] 


いつ も を 笑顔 で 


の 元気 な 挨拶 
ント ツ の ] 頂 へ 鍛 熱 プレ ス 課 
・ マ 副 課長 高橋 満 
課長 外周 心 一 
( 部 門 付 ) 鍛 圧 製造 間 
ロ 2.4 ご !=| 
職場 紹介 
特 病 G 
一 スタ ッ フ :4 人 


職場 の 小 集団 活動 の フォ ロー 活動 
の 盛り 上 げ 役 と し て 、 現 場 、 技 室 と 連 
携 し 、 型 寿命 向上 と 型 費 低減 を 行っ て 
いま す 。 ま た 、 プ レス 新 製品 の 早期 立 
ち 上 げ 、 斬 新 的 な アイ デア で 安全 、 品 質 、 
生産 を 高め る 生産 準備 を し て いま す 。 


楽 は 苦 の 種 、 

苦 は 楽 の 種 

鍛 熱 プレ ス 課 
工 長 柏谷 新 一 


第 1 作業 係 邊 EC] 


圏 ス タッ フ :22 人 

不良 ゼロ を 目指 し 、 グ ルー プ 全 員 で 一 
丸 と な り 、 品 質 ミ ニ サ ー ク ル 、 型 ダン ト ツ 
ミニ サー クル の 小 集団 活動 を 中 心 に 決 
し て 諦め な いで 粘り 強く 頑張 っ て いま す 。 


鍛 熱 プレ ス 課 
T112G 


田 ス タッ フ :23 人 

鍛 熱 プレ ス 課 は 、「 鍛 造 」 「 熱 処理 」 
「 プ レス 」 と いう 3 つの 工程 で 1 つの 課 
と な っ て いま す 。 自 グ ルー プ は プレ スエ 
程 で 、 自 社 製品 に 組み 込ま れる 内 蔵 
プレ ス 部 品 を コイ ル 材 を 使用 し 、 自 動 
で プレ ス し て 後 工程 へ 供給 し て いま す 。 


鍛 熱 プレ ス 課 、 
( 第 1 作業 係 王 還 Kiei 間 泊 ニー 


田 ス タッ フ :21 人 

T113G の 目標 は 「 活 ・ 魂 ・ 翔 」 を テー 
マ に 不良 品 ゼ ロ の ダン ト ツ 工程 と な る 
こと で す 。 キャ ベツ 畑 を 使っ た 日 々 の 活 
動 が 実 を 結び 、 ゼ ロ に 近づい て いま す 。 
さら に 進化 すべ く 、 団 結 ・ ス ピー ドア ッ プ 
で 頑張 る 明る い グ ルー プ で す 。 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 


初心 、_ 
忘 る べから ず 
鍛 熱 プレ ス 課 


鍛 圧 製造 長山 田 寅 


職 ] 場 紹介 


鍛 熱 プ レス 
Tizc 


圏 スタ ッ フ :27 人 

私 た ちの 職場 は 、 ト ラン スミ ッ シ ョ ン 
内 蔵 の 鍛造 部 品 を 製造 し て いま す 。 部 
の キー ワー ド 「 活 ・ 魂 ・ 翔 ] を も と に 、 闘 
魂 課長 の 掲げ る ダン ト ツ 工程 を 全員 で 
明る く 仲良 く 元気 よく 目指 し て いる 団結 
力 の ある グル ー プ で す 。 


病 


鍛 熱 プレ ス 課 
【 第 ら 作 業 係 條 邊 レア Z0C] 


圏 ス タッ フ :3 人 

プレ ス 型 ダン ト ツ 活 動 で 、 今 年 か ら 型 部 品 管理 と し 
て 立ち 上 が っ た 新しい 職場 で す 。 人 数 は 3 名 (内 女 
性 2 名 ) と 少な いで す が 、 部 品 の 納期 遅れ ・ 誤 品 の 
な いよ う 、 全 員 で 頑張 っ て いま す 。 


鍛 熱 プレ ス 課 
【 第 ら 作 業 係 條 邊 レア G1 


一 スタ ッ フ :27 人 

T122G を 漢字 で 表現 する と 「 闘 魂 ] 
で す 。 「 魂 」 を 込め て も の づく り を 行い 、 
不良 ゼロ を 目標 に さま ざま な 品質 不 
具合 と 「 闘 」 うと いう 意味 が あり ます 。 


鍛 熱 プレ ス 課 
【 第 作業 人 條 委 KLG1 


田 ス タッ フ :14 人 
我々 、T131G 熱 処理 グル ー プ は A/T、T/F で 使用 され て 

いる ギヤ に 焼き 入れ 処理 を し 、 部 品 を 硬く 、 粘 り 強 くす る 工 

程 で す 。 メ ン バ ー も 熱い ハー ト を 持っ た 人 た ちば か り で す 。 


070 @ [ヨタ 邊 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 読 ] 


同じ 失敗 は 、 
2 度 し な い 
鍛 熱 プレ ス 課 


病 病 還 想 鍛 圧 製造 部 


鍛 熱 プ レス 課 
【 第 3 作業 係 條 邊 K 久 ] 


圏 ス タッ フ :17 人 

2010 年 に 所 属 が 変更 と な っ て か ら 「 さ わ や か 熱処理 ] に 
生ま れ 変わ る た め 、 暗 く 汚れ て 危険 な イメ ー ジ か ら 明 る く キ レ 
イ で 安全 な イメ ー ジ に な る よう 、 日 々 活動 を 実施 し て いま す 。 


N ン 』 新人 社員 プ TMC・ 


コ TMC・ 海 外 出向 者 ーー へ 
GO ドラ イブ トレ ー ン 実験 部 生産 管理 部 
ュー テル 生 和 部 ドラ イト レニ ン SEG ユニ ッ ト 実 験 解析 室 CVT ユ ニッ ト 実 験 G 企画 室 エン ジン G 
ョ ナー 井内 啓介 広瀬 隆之 
門 伝 劉 弘 - 
新車 進行 管理 部 アイ シン ・ エ イ ・ ダ ブリ ュ (株 ) ME 大 お 客 欄 質 部 
ユニ ッ ト プ ロジ ェクト 室 駆動 ・HVG 梅山 浩 第 3 車両 室 北米 調査 G 
に 尾山 和輝 震 橋爪 睦 紀 6 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 人 (07 1 


誠 了 林 信人 20 周年 記 人 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 


ム く 地域 に 愛さ れる 
企業 で ある た め に 


20 年 と いう 歩み の 中 で トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 が 培っ た も の と は 何 か 。 

欄 隊 当たり 当 化 会 天 る 杖 杯 光生 さ ん 、 石橋 弘 次 さん を 招き 、 社 長 の 田中 義 克 を 交え て 、 
20 年 の 歳 月 を 振り 返り な が ら 、 心 に 残る 忘れ られ な い 思 い 出 を ご 披露 いた だ きま し た 。 
また 、 新 た な 一 歩 を 築く 明日 の TMH の た め に 必要 な も の と は 何 か 、 

今後 の TMH に 期待 する こと と は 何 か 。 温か くも 率直 な ご 提言 を 頂き まし た 。 


松本 統 昌 兵 石橋 弘 次 氏 田中 義 克 


株 式 会 社 松本 鐵 工 所 株 式 会 社 トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 
取締 役 社長 I・TEC ソ リュ ーション ズ 取締 役 社長 
取締 役 会 長 


人 司会 進行 西村 竜也 (トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 総務 部 総務 課 主 幹 ) 
人 @ 開 催 日 プ 2012 年 5 月 11 日 (金曜 日 ) - 
人 @ 会 場 プ 料亭 於 久仁 (苫小牧 市 ) 


トヨタ 自生 北海道 株式 会 [20 有 年 記 信夫 ] 7. 


トヨ タ 自動 車 北海 道 株 式 会 社 
介 ] [ 業 ] 0] 周 ] [年 ] 記 ] [ 念 ] ] | 談 


トヨ タタ 進 出 は 
苫小牧 に と っ て 大 き な 転 換 点 


司会 本 日 は お 忙し い 中 お 集まり いた だ き 誠 に あり が と う ご 
ざい ます 。 そ れ で は 早速 で は ご ざい ます が 、 ト ヨタ 北海 道 の 
20 年 の 歴史 を 振り 返っ て 何 か 印象 に 残っ て いる 出来 事 は ご 
ざい ます か 。 

石橋 ちょ うど 10 周 年 が 終わ っ た 時 に トヨ タ 自 動車 の 奥田 さ 
ん (当時 代表 取締 役 会 長 ) が 来 ら れ ま し た 。 奥田 さん が 僕ら 
に 言わ れ た の は 「 地 元 に 嫌 わ れ た ら 企 業 は 生き て いけ な いよ 」 
と いう こと と 、 も う 一 つ は 「 ト ヨタ 自動 車 に 対し て 仕 入 先 き ん の 
代弁 者 と な っ て くれ 」 と いう こと で す 。 いく ら イ コー ルパート ナ 
ー と いっ て も 仕 入 先 きん か ら は 言い に くい 。 ト ヨタ 北海 道 は み 
ん な の 声 を 聞い て 、 そ の 代わ り に な る の が 役目 と 言わ れ た の 
が 印象 的 で す 。 

松本 私 が 一 番 覚え て いる の は 、 ト ヨタ 北海 道 さ ん の 竣工 
式 の パー ティ ー の 時 に 、 ト ヨタ 自動 車 の 豊田 英二 最高 顧問 ( 当 
時 トヨ タ 北 海道 会 長 ) が お 見 え に な っ て 、 わ ざわ ざ 私 の 方 に 
来 て いた だ き 、「 これ か ら 仲間 に 入れ て いた だ きま す の で 、 よ 
ろ し く お 願 いし ます 」 と いう お 言葉 を いた だ いた ん で す 。 びっ 
くり し まし た 。 ま さか 最高 顧問 に そん な 言葉 を か け て も ら え る 
と は 思っ て も いな か っ た し 、 当 時 トヨ タ さ ん が 出 て くる と いう こ 
と は 、 苦 小牧 に と っ て 「 歴 史 の 大 き な 転 換 ] と 言わ れ て いま し た 。 
その 最高 責任 者 の 方 が わざ わざ 昔 小 牧 の パ ー テ ィ ー に 来 て 
いた だ いて 、 そ れ に 我々 を お 招き いた だ いて 、 な お か つ 我 々 
に 声 を か け て いた だ いて 、「 お 仲間 に 入れ て いた だ きま す 」 と 
いう 話 で し ょ う 。 それ まで は お 客 さ ん と いう 感じ を 受け て いた 
ん で すけ ど 、 地 元 の 企業 と し て や っ て いく ん だ な 、 地 元 の 企 
業 に な る ん だ と 、 そ の 時 すご く 強 く 感じ まし た 。 

石橋 TMH が 従来 か ら 従 業 員 に 「 謙 虎 に 」 と 言う の は そこ 


松本 統 昌 氏 Hiromasa Matsumoto 


勇 豊 会 顧問 
株 式 会 社 松本 鐵 工 所 取締 役 社長 


1968 年 現 日 本 紙 パ ルプ 商事 株 式 会 社 に 入社 。 
1970 年 株 式 会 社 松 本 鐵 工 所 に 入社 。1980 年 取 
締 役 業務 部 長 に 就任 、1988 年 より 現職 。 社団 法人 
北海 道 機械 工業 会 副 会 長 を は じ め 、 苫 小牧 商工 会 
議 所 副 会 頭 、 苫 小牧 工業 高等 専門 学校 協力 会 会 長 、 
苫小牧 市 に 美術 館 を 実現 する 会 副 会 長 な ど 数 多く 
の 役職 を 兼務 。 
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か らき て いる ん で すね 。 私 が 案内 役 で し た が 、 豊 田 英二 最 
高 顧 問 が 最初 に 機械 工業 会 の 会 長 に ご 挨拶 され 、 そ の 後 
松本 きん に も ご 挨拶 され まし た が 、 本 当 に お 二 人 に それ ぞ 
れ 「 お 仲間 に 入れ て いた だ きま す 」 と 言わ れ た ん で す 。 


市 制 50 周 年 を 機 に 始ま っ た 
国際 アイ ス ホ ッ ケー 交流 


司会 社会 貢献 活動 は 創業 当初 か ら 現在 と 同じ 形 で 始ま 
っ た の で し ょ うか 。 

石橋 創業 の 頃 は 赤字 で 動け な か っ た ん で す 。 赤 字 が 一 
掃き され て 、 や っ と そこ か ら ス ター ト し た ん で すね 。 港 ま つり は 、 
最初 は 人 数 が いな く て 参加 する の を 辞め よう と 思っ て いた の 。 
そう し た ら 市 長き ん か ら 電 話 が か か っ て き て 、「 ぜ ひ 出 て も ら 
わな いと 困る 」 と 言わ れ て ね 。 

田中 去年 は 木曜 ・ 金 曜 が 休み だ っ た で し ょ 。 土曜 日 は 出 
勤 で し た か ら 参 加 を 辞め よう か 、 と いう 話 も あっ た ん だ けど 、 
や っ ぱり ここ は 続け よう と 。 

松本 トヨ タ さ ん が や る と 関連 会 社 も 参加 する ん で す よ ね 。 
石橋 最初 は 浴衣 を 市 が 貸し て くれ まし た 。 そ の 次 か ら 自 
前 の 法 被 で 参加 し まし た 。 最初 の うち は 出 ら れる だ け 出 よう と 、 
どん どん 拡大 し て 、 多 い 時 で 800 名 近く 出 ま し た 。 た だ 練習 は 
する ん だ けど 、 い ぎ 本 番 で お 酒 が 入る と 誰 も 踊ら な いで た だ 
酔っ ぱら い の パ レー ド が ( 笑 ) 。 

司会 国際 アイ ス ホ ッ ケー 交流 が 始ま っ た の は どの よう な き 
っ か け だ っ た の で し ょ うか 。 

石 構 僕 が カナ ダ に 出張 に 行っ た 際 、TMMC が ちょ うど 10 
周年 の タイ ミン グ で 、 何 か 行事 を や り た いと いう 話 が 出 た ん で す 。 
カナ ダ は アイ ス ホ ッ ケー が 国技 な ん で すね 。 苫小牧 に は 幼稚 
園 を 含め る と 300 チ ー ム あり 、 苦 小牧 も 同様 に アイ ス ホ ッ ケー 
が 盛ん を な ん で す よ 、 と 言う と 、 カ ナダ 側が 一 度 交流 し まし ょ うと 。 
苦 小 牧 に 戻っ て 、 市 に 相談 し よう と し て いた ら 逆 に 電話 が か 
か っ て きた ん で す 。 ち ょ うど 市 も 50 周 年 で いろ いろ や り た か っ 
た ん で すね 。 それ で 始ま っ た ん で す 。 一 時 期 、 リ ー マ ン ・ シ ョ ッ 
ク と か いろ いろ あり まし た けど 、 豊 田 章 一 郎 名 誉 会 長 か ら も 
ぜひ 継続 し た 方 が 良い と 言わ れ て 、 カ ナダ 側 に 継続 の 話 を し 
まし た 。 

田中 カナ ダ の 方 が どちら か と いう と 、 辞 め よ うっ て ね 。 カ ナダ 


の 方 が リー マン ・ シ ョ ッ ク の 影響 が 大 きか っ た ん で す 。 だ か ら 、 
僕 も 現地 へ 行っ て 駄目 押し みた いな 感じ で 続け よう と 言い ま 
し た 。 辞め る こと は いつ で も で きる けど 、 復 活 す る こと は で き な 
いよ と 。 ま ぁ 、 去 年 は 大 岩 災 で 中 止 せ ざる を 得 ま せん で し た が 、 
で き な か っ た の は アメ リカ 同時 多発 テロ (2001 年 9 月 11 日 発生 ) 
と 去年 だ け な ん で す よ ね 。 昔 小牧 市 か ら も 、 国 際 ア イス ホッ ケ 
ー 交 流 は 続け て ほし いと 言わ れ て いま す 。 


よう や く 苫 小牧 に も 美術 館 が | 


松本 トヨ タ さ ん と 出光 さん が 絵画 展 ・ 美 術 展 を や っ て くれ ま 
し て 、 そ の お か げ も あっ て よう や く 苦 小牧 に 美術 館 が で きま す 。 
田中 今回 の 絵画 展 は 期間 を 長く し まし た 。 あれ だ け の も 
の は な か な か 見 れ な いで すね 。 

松本 絵画 展 の 開催 は 本 当 に あり が た いと 思い ます ね 。 も う 
ー つ 、 美 術 館 を どう し て も 造ら な いと いけ な い 理 由 は 、 今 の 設 
備 で は 、 い い 絵 画 、 超 一 流 の も の を 持っ て 来れ な い 。 

田中 今回 も いろ いろ 選ん で 、 も っ と た くさ ん の も の を 展示 し 
た か っ た ん で すけ ど 、 場 所 の 大 き さ の 制限 で 入ら な いん で す 。 
松本 で すか ら 専 門 の 美術 館 を 造る べき と いう こと で 、 今 回 
狼煙 を 上 げた ら 、 タ イミ ング 的 に みん な 気が付き 始め て いた ん 
で すね 。 そう いう 意味 で は 思っ た 以上 に 署名 も た くさ ん 集まり 
まし た 。 よ う や く 市 も 予算 を つけ て くれ まし た 。 それ は 本 当 に 
感謝 し て いま す 。 


と まこ まい 港 ま つり 

毎年 8 月 上 旬 に 開催 され る 苫小牧 の 
夏 の 風物 詩 と 呼ば れる 一 大 イベ ント 。 
TMH も 参加 する 市 民 お どり は 約 3,.000 
人 の 市 民 が 集い 、 市 内 を 練り 歩く 。 他 に 、 
ビア ガー デン や 花火 大 会 、 マ ー チ ング フ 
ェ ス ティ バル 、 ボ ー ト レー ス も 行わ れる 。 
今年 で 第 57 回 目 。 


アイ ス ホ ッ ケー 国際 交流 試合 

正式 名 称 は 「 ト ライ シテ ィ ー・ 苫 小牧 市 
国際 アイ ス ホ ッ ケー 中 学生 交流 会 。 
1998 年 に トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 ・ 
苫小牧 市 な どの 主催 に よる 記念 事業 と し 
て 開催 され た 中 学生 に よる アイ ス ホ ッ ケ 
ー の 交流 試合 。 前 年 度 で 第 15 回 を 数 える 。 


広く 地域 に 愛さ れる 企業 で ある た め に 


石橋 弘 次 氏 Hirotsugulshibashi 

株 式 会 社 ・TEC ソ リュ ーション ズ 

取締 役 会 長 

1968 年 トヨ タ 自 動車 工業 株 式 会 社 に 入社 。 1992 
年 トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 取締 役 経営 管理 
部 長 。2004 年 取締 役 副 社 長 、 顧 問 を 経て 2012 年 6 
月 退任 。 苫小牧 商工 会 議 所 副 会 頭 を は じ め 、 北 海 
道 体育 協会 副 会 長 、 北 海道 アイ ス ホ ッ ケー 連盟 副 
会 長 な ど を 務め る 。 


拡大 期 (2003 一 2008 年 ) を 
振り 返っ て 


司会 2004 年 に 勇 豊 会 が 設立 され まし た ね 。 
田中 松本 きん に は 初代 会 長 を や っ て いた だ いて 、6 年 で すか ? 


松本 6 年 で すね 。 

石橋 ( 勇 豊 会 の 前 身 の ) 安全 協力 会 会 長 さ ん を 松本 鐵 
工 所 の 池上 常務 (当時 ) に お 願い し まし た 。 

松本 安全 協力 会 が で きた 時 は 会 員 が 52 社 で し た 。 そ の 後 、 
勇 豊 会 と な っ て 138 社 で 始ま っ た ん で すね 。 

田中 今年 ちょ っ と 話題 に な っ た の は 、 広 げ 過 ぎ て いる と いう か 、 
活動 全体 を 少し 見 直す 時 期 に ほてい ます か ね 。 

石橋 や っ ぱり 20 年 は 一 つの 区 切り 。 な ん の た め に や っ て 
いる か な ど 、 も う 一 度 フ ィ ル ター を 通す た め に は 節目 っ て 大 事 
で すね 。 

司会 2003 年 か ら の 5 年 間 は 拡大 期 で すね 。 


絵画 展 


2002 年 、2004 年 、2007 年 に 引き 続き 、 
創業 20 周 年 記念 事業 と し て 、 本 年 開催 
され た 第 4 回 目 の 絵画 展 。 モ ネ 、 ル ノワ 
ー ル な どの 印象 派 か ら 、 ロ ー ラ ン サ ン や 
レオ ナー ル ・ フ ジ タ な どの エコ ー ル ・ ド ・ 
パリ を 代表 する 名 画 が 披露 され た 。 


勇 豊 会 

2004 年 に 設立 され た 取引 先 の 協力 会 。 
前 身 は 安全 協力 会 で 、 品 質 ・ 安 全 の 管理 
を 中 心 に 、 業 種 ご と に 4 つの 部 会 に 分 か 
れ て 活動 を 行っ て いる 。 現在 会 員 は 170 社 。 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 人 @ 075 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 
創 | | 業 | |20| [ 周 | | 年 | | 記 | | 念 | | 県 | | 談 


松本 トヨ タ さ ん は 、 ど ん どん 景色 が 変わ っ て いっ た 時 代 で 
す よ ね 。 

田中 そう いう 意味 で は 大 きき と か 、 い ろ い ろ な も の に 合わ せ 
て 見 直さ な いと ね 。 時 代 の 変化 も あり ます し 。 

石橋 15 周 年 の 社内 の 安全 大 会 で 全 従業 員 約 3.000 人 が 
集まっ た 時 が あり まし た 。 全 従 業 員 が 集合 する と いう の は 、 あ 
の 時 が 限界 だ っ た か も し れ ま せん 。 

田中 大 変 で し た 。 全 従業 員 が 集まる と な る と 駐車 場 が 足り 
な いか ら 、 車 を 構内 に 全部 入れ て 、 そ れ で 僕 が し ゃ べり な が ら 
見 て いる と 、 開 いて いな い 人 が 多い な ( 笑 ) 。 や っ ぱり 、 こ れ は 
限界 を 超え て いる し 、 事 務 局 の 手間 も 大 変 と いう こと で 部 単位 
に し た ん だ よね 。 全体 の は 職制 以上 で 今 も や っ て いま す 。 
松本 3.000 人 が 聞い て いる と いう の は 、 よ っ ぱ ぽ ぱど 危機 感 を 
持っ て いる 時 くら いし か な いで すか ら 。 


リー マン ・ シ ョ ッ ク 


司会 この 10 年 の 一 番 の 変化 点 と いえ ば リー マン ・ シ ョ ッ ク 
で す が 、 何 か 変化 し た こと は ご ざい ます か 。 

燈 本 あの 時 は 生産 も か な り 落 ち ま し た し 、TMH 協 力 会 も 
大 変 な 状況 で 、 元 気 が な か っ た ん で すね 。 勇 豊 会 の 総会 の 
時 に そん な 話 を し て 、 朝 が 来 な い 夜 は は いん だ と 。 これ を 乗り 
越え た れ ば な ん と か な る と 話し まし た 。 そ の 頃 の トヨ タ さ ん の 影 
響 は ずい ぶん と 大 きく な っ て いた ん で す 。 地 元 苫小牧 に か な 
り 影 響 が あり まし た か ら 。 苫小牧 地域 全体 で も 非常 に 元気 
が な く な っ て 、 市 の 経済 が 大 変 で し た ね 。 

石橋 TMH は あの 時 、 み ん な で 雇用 を 守 ろ うと いう こと で 、 
工場 の 改善 (体質 強化 活動 ) を や っ た よね 。 そ れ が 良かっ た ね 、 
結果 的 に 。 

松本 周り が トヨ タ さ ん が それ まで どん どん 採用 し て いた の で 、 
頼り 切っ て いま し た よね 。 そ れ が 止ま っ て し まっ た も の で すか 
ら あ の 時 は 慌て まし た 。 


リー マン ・ シ ョ ッ ク 


アル ミホ イー ル 生 産 終了 


アル ミホ イー ル 18 年 の 歴史 


司会 2010 年 は アル ミホ イー ル の 生産 が 終了 し た 年 で し た 。 
和 松 本 あれ は ショ ッ ク で し た 。 一 番 最 初 に 立ち 上 げた 製品 で 
す よ ね 。 我々 に と っ て 、 ま ず ト ヨタ さん は アル ミホ イー ル だ っ た 
ん で す 。 我々 は 誇り を 持っ て いた し 、 上 難しい 技 術 に 挑戦 され 
て いま し た よね 。 

田中 僕 が 思っ た の は 技術 屋 と し て は や り た い 。 し か し 経 
営 者 と し て は 、 こ れ は も う 限 界 で は な いか と いう こと で す 。 あ 
れ は 単 一 商品 な ん で す 。 オ ー ト マチ ッ ク ト ラン スミ ッ シ ョ ン が 
500 種 類 の 部 品 か ら 成っ て いる けど 、 ア ルミ ホイ ー ル は 1 個 な 
ん で す よ 。 

また 、 単 一 品 な の に 工程 だ け は 溶解 、 鋳 造 、 熱 処理 、 加 工 、 
塗装 と も の すご く 複 雑 で いろ いろ な 技術 の プロ が 必要 な 訳 
で す 。 そ れ ぞ れ 専 門 が いて ね 。 非 常に 難し い 。 鋳 造 方 法 ( 高 
圧 鋳造 ) の 変化 も 一 つの 要因 で すね 。 残念 な が ら 、 こ れ は 海 
外 生産 に 勝て な いな と 思い まし た 。 

石 構 耐久 性 に 走行 性 、 ぶ つか っ て 変形 し て も 破損 は し な 
いこ と は 当然 の こと な が ら 、 意 匠 面 の 品質 (見 栄え ) も 厳し か 
っ た で すね 。 

松本 トヨ タ さ ん の 品質 は すご いな と 思っ て いま し た 。 ト ヨタ さ 
ん と 取引 を させ て も ら っ た 時 に 、 機 械 を 作っ て 納め た こと が あ 
る ん で す 。 そ れ ま で うち は 製紙 会 社 の 機械 を 作っ て いた ん で す 。 
製紙 会 社 の 機械 と いう の は 1 回 使う と 50 年 、60 年 と 使う 。 が っ 
ちり し た も の 、 強 度 も 相当 も た 
せる ん で すね 。 そういう 感覚 
で トヨ タ さ ん に 納め た 時 に 、「 う 
ち は カ ロー ラ を 頼ん だ の に 、 松 
本 さん は 戦車 を 持っ て きた 」 と 
言わ れ ま し て ね 。 

田中 それ が な か な か 現地 
調達 が 進ま な い 一 つと し て あ 


東日本 大 震 災 


2008 年 9 月 15 日 に アメ リカ の 投資 銀行 で ある リー マン ・ 
ブラ ザー ズ が 史上 最大 の 負債 総額 64 光 円 で 破綻 し た こ 
と か ら 、 世 界 的 な 金融 危機 の 引き 金 と な っ た こと を 表現 。 打っ た 。 
また 、 金 融 危 機 や 不況 な ども 招い た こと で も 引用 され る 。 
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1992 年 10 月 に ライ ン オ フ し た アル ミホ イー ル が 、2010 
年 7 月 に 生産 を 終了 。18 年 に わた る 製品 生産 に 終止 符 を 


2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分 頃 に 発生 し た 東北 三陸 沖 を 震 
源 と する 大 地震 (M9.0) と 、 そ れ に 伴う 津波 に よる 大 震 災 。 
岩手 ・ 宮 城 ・ 福 島 ・ 茨 城 ・ 千 葉 県 な ど で 壊 滅 的 な 被害 が 発生 。 
死者 数 は 阪神 大 震 災 を 上 回 り 、 戦 後 最悪 の 災害 と な っ た 。 


る か も し れ な いで すね 。 

松本 北海 道 は 技術 的 に で き な い と いう こと で は な く て 、 い 
か に コス ト に 合わ せ て 、 お 客 様 の 求め る 品質 の も の を 作っ て 
いく か と いう こと が 不得 手 と いえ ば 不得 手 で す よ ね 。 それ が 
北海 道 ら し き と い う の か 、 北 海道 の 企業 の 良い と ころ 、 悪 いと 
ころ で も ある ん で し ょ う 。 

石橋 本 当 に 売れ る か どう か も 分 か ら な い 部 品 や 機械 に 、 
人 と か 設備 を 投入 する 。 さ ら に 、 既 存 の 本 州 メ ー カ ー と 戦う わ 
け で し ょ う 。 現実 問題 と し て 会 社 の 体力 の 問題 が あり 、 そ れ 
を や っ て ほし いと いう の は 、 言 えな いよ ね 。 

松本 で も 、 夢 と し て は ある ん で す よ 。 我々 は 地元 と し て 特に 
苦 小牧 で 一 つぐ らい 部 品 の 工場 を 立ち 上 げた い 。 

田中 一 つの 方 法 と し て 、 本 州 の メー カー と 一 緒 に な っ て 育 
成 し て いく の が リス ク も 少な いし 、 や りや すい 。 

石橋 地元 で 調達 する の が お 互い に と っ て 一 番 い い 。 
松本 トヨ タ さ ん は 地場 の 企業 を な ん と か 育て よう と 、 ど ん ど 
ん 人 を 出し て くれ て いま す 。 実 際 に 現場 に 行っ て 指導 し て く 
れる 。 こ こま で や っ て くれ る メー カー さん は な いで す よ 。 それ は 
あり が た いと 思っ て いま す 。 


東日本 大 震 災 後 の 日 本 


司会 も う 一 つ 大 き な 出 来 事 と いえ ば 3.11。 何 か ご 記憶 され 
て いる こと が あれ ば お 話し いた だ け ま すか 。 あ れ を 反省 に 防 
災 対 策 を も う 一 段階 レベ ル を 上 げ て いま す よ ね 。 

松本 うち も 今 ま で の 安全 基準 と か 防災 基準 を 見 直し まし た 。 
今 ま で の も の で は 駄目 だ っ た と いう こと が よく 分 か り ま し た 。 今 、 
全部 見 直し を か け て いる と ころ で す 。 ま ず は うち の 東北 事 
業 所 を 復旧 させ る の が 第 一 で し た 。 こ れ は ずい ぶん 悩み ま 
し た 。 今 まで や っ て きた も の が 全部 な く な っ て し まっ た 。 で も 、 
お 客 様 か ら 工場 を 再開 し て ほし いと 要望 が ご ざい まし た し 、 
うち の 社員 も た くさ ん いま す の で 、 そ の 人 た ちの 職 を 守っ て あ 
げ な いと いけ な い 。 そこで みん な が 集まっ て きた 時 に も う 一 回 
や ろう と いう こと を 言い まし た 。 社 員 の 目 が 輝い て 、 今 うち の 
会 社 の 中 で 一 番 団結 力 が ある の は 被災 し た 事業 所 な ん で す 。 
ここ は 本 当 に 勢い が あり ます 。 も の すご い 勢 いで 復興 し まし た 。 
石和 棋 松本 きん は 真っ 先 に 事業 所 に 行っ て 、 足 りな いも の は 


広く 地域 に 愛さ れる 企業 で ある た め に 


田 中 義 克 Yoshikatsu Tanaka 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 
取締 役 社長 


1976 年 トヨ タ 自 動車 工業 株 式 会 社 入社 。2004 年 
より 常務 役員 と し て 、 三 好 工 場 ・ 衣 浦 工場 ・ 明 知 工 場 
の 工場 長 を 歴任 。2006 年 に トヨ タ 自 動車 北海 道 
株 式 会 社 取締 役 社長 に 就任 、 現 在 に 至る 。 ま た 、 
2010 年 に 社団 法人 北海 道 機械 工業 会 会 長 に 就任 。 


何だ ? 食 料 は 大 丈夫 か ? と や られ て 、 さ きら に は お 客 様 の 会 社 
の 復興 に も 貢献 し て 表彰 も され まし た 。 自 分 の と ころ だ け で な 
く お 客 様 の と ころ で も 頑張 っ た ん で す よ ね 。 

松本 今 だ か ら 言 えま すけ ど 、 本 当 に 不安 で し た 。 


従業 具 へ の メッ セー ジ 


司会 それ で は 最後 に 皆さん か ら 、 お 言葉 を 頂き た いと 思い 
ます 。 ま ず は 、 石 橋 き ん か ら 従 業 員 に 向け た メッ セー ジ を 頂け 
れ ば と 思い ます 。 
石橋 一 つ 目 は 「 仲 間 に 入れ て くだ さい 。 よ ろ し く お 願 いし ます 」 
と いう 謙虚 な 気持 ち を 常に 忘れ な いで ほし いと いう こと 。 二 つ 
目 は ずっ と トヨ タ を 支え て きた トヨ タイ ズム の 継承 で 現地 現物 
を これ か ら も し っ か り 守 っ て も らい た いと いう こと 。 三 つ 目 は ト 
ヨタ と は 一 体 化し た イコ ー ル パー トナ ー だ と いう こと 。 も と も と は 
単に 作る だ け じ ゃ な く て トヨ タ に いい 刺激 を 与え て ほし い 、 ト ヨ 
タ に 対し て いろ いろ な こと を 貢献 し て ほし い 、 そ し て 取引 先 の 
代弁 者 と し て トヨ タ に も の を 言う 。 そ うい うと ころ を ぜひ 。 

あと は 、 北 海道 経済 に 寄与 し て も らい た いと いう 思い で す 。 
地域 、 地 元 を 大 切 に と トヨ タ の 歴代 の トッ プ が みん な に 言っ 
て いる 言葉 を し っ か り 引 き 継 いで 、 地 元 の 取引 先 、 市 民 の 
皆さん か ら 信 頼 き れる 会 社 に な っ て くだ さい 。 
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地元 が 期待 する こと 


司会 松本 きん は 勇 豊 会 初代 会 長 と いう こと で す が 、 こ の 
地域 と いう こと も 含め まし て 、 ト ヨタ 北海 道 に 期待 する こと を お 
聞か せい た だ け ま すか 。 
松本 まず 、 勇 豊 会 と いう 大 き な 組織 を 任せ て いた だ いた こ 
と は 大 変 あ り が た か っ た な と 思い ます 。 私 に と っ て た くさ ん 出 
会 い が あ り ま し た 。 名 古屋 の 人 た ち 、 ト ヨタ の 人 た ち は 考 え 方 
が 早く て 、 北 海道 と ずい ぶん 違う な と 感じ まし た 。 我々 は それ 
を 必死 に な っ て 追い か け て いっ て 、 今 日 まで 来 まし た 。 

これ か ら も トヨ タ さ ん に お 願い し た いこ と は 、 全 道 の 技 術 、 
生産 力 の 底上げ を し て いた だ きた いと いう こと で す 。 今 、 北 
海道 の 産業 が 弱い と いう こと は 、 こ れ か ら 先 どん どん 疲弊 し 
て いく 可能 性 も ある 。 ト ヨタ さん は どん どん 新しい も の を 取り 入 
れ て いく と 思う の で 、 そ れ を 我々 が 一 緒 に な っ て サポ ー ト し て 、 
力 を 入れ きせ て いた だ きた いと 思い ます 。 そ し て 、 北 海道 を 
元気 に し た いと 思い ます 。 


将来 に 向け て 


恒 会 最後 に 田中 社長 より 将来 に 向け て 従業 員 へ 伝え た 
いこ と を お 話し いた だ け ま すか 。 
国 中 赴任 し た 時 に 一 番 感じ た の は 、 ト ヨタ 北海 道 に 対す 
る 地域 の 期待 の 大 き さ で し た 。 想像 し て いた 以上 だ っ た な と 
感じ まし た 。 北海 道 の 人 に と っ て 、 ト ヨタ 北海 道 イ コー ルト ヨタ 。 
そう いう 意味 で は 、 ト ヨタ の 代表 と し て 頑張 っ て いか な けれ ば 
な ら な いな と 感じ ます 。 

あと 、 家 族 的 な 温か い ム ー ド だ と か 、 一 致 団結 だ と か 、 非 常 
に いい 点 が た くさ ん ある ん で す 。 た だ 、 そ う は 言い な が ら 、 時 
代 も 変わ り 変え て いか な いと いけ な い 部 分 も ある な と 思っ て 、 
私 は この 6 年 間 や っ て きた つも り で いま す 。 そ れ は 安全 と 品質 。 
まだ まだ つい て いっ て な いな と 。 そし て 技術 を 変え て いく 、 開 
発し て いく と いう 部 分 が 弱い と も 感じ まし た 。 いろ いろ な こと 
が まだ まだ 人 に 頼っ て いる 。 仕組 み に 落 と さき され て いな い 。 ぜひ 、 
この へ ん は 時 代 の 要求 に 合わ せ て 変え て いか な いと 、 や は り 
世界 で 勝っ て いく こと は で き な い の か な と 思い まし た ね 。 
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今 の 円 高 や 電力 不安 、 経 済 状況 、 い ろ い ろ な 問題 を 考え 
る と 、 こ れ か ら の 日 本 国内 の 製造 会 社 、 製 造 工 場 は 厳し い 時 
代 が 続く だ ろう な と 思っ て いる ん で す 。 今 、 我 々 の 会 社 は 大 き 
な 2 つの プロ ジェ クト を 頂い て いる 。 こ れ は 日 本 の 今 の 状態 と 
は 少し 異な る ん で すね 。 そ れ は 非常 に あり が た いこ と だ けれ 
ども 、 こ れ が ずっ と 続く わけ じゃ な いん だ 、 と いう こと を 認識 し 
て ほし い 。 じ ゃ あ 、 次 どう する か と いう と 、 や は り 基 本 に 返っ て 、 
良い も の を さら に 低 コ スト で 安く 作っ て いく と いう こと 。 その た 
め の 人 づく り 、 技 術 革 新 と いう も の を も っ と や っ て も らい た いな 
と いう こと で す 。 

トヨ タ 北 海道 の 売り 上 げ の 80% 以 上 は 海外 な ん で す 。 こ 
れ か ら 本 当 の 意味 で の グロ ー バ ル 化 に 対し て 、 一 人 一 人 が 
積極 的 に 海外 の 情報 を 得 た り 、 語 学 を 勉強 し た り 、 い ろ い ろ 
や っ て いっ て ほし い 。 それ か ら 、 も う 一 つ は トヨ タ に 対し て 情報 
発信 を し て いく こと 。 例え ば 、 車 を 作る 技術 の 中 で 少し で も ト 
ヨタ 北海 道 は こん な いい 技術 が ある ぞ と 。 こ ん な に 一 生 懸 命 
や っ て いる ぞ と 。 そう 言わ れる よう に な っ て いき た いで すね 。 

この 2 年 で コン バー ト EV を 作っ た り 、 少 し 本 業 と は 関係 な い 
取り 組み を や っ て きま し た 。 そ れ は エン ジニ ア の 皆さん に 夢 の 
ある 仕事 を し て ほし いと いう こと で す 。 事務職 の 人 だ っ て トヨ 
タ が まだ や っ て いな い 取 り 組 み を 先駆 け て や っ て いく 。 そ れ 
か ら 、 現 場 の か らく り 改 善 で すね 。 あ あい っ た も の を どん どん 
や っ て いく 。 こ うい うこ と を や っ て いけ ば 、 ト ヨタ 北海 道 は 日 本 
全体 が 厳し い 中 で も 、25 年 、30 年 と ずっ と 続く 。 そ し て 、 北 海 
道 で 地域 に 期待 され 、 誤 ば れ 、 定 着 し た 会 社 す な わ ち 「 町 い 
ちば ん の 会 社 ] に な っ て いけ る ん じゃ な いか な と 思い ます 。 ぜひ 、 
これ を 今 い る 従業 員 、 私 も 当事者 で すけ ど 、 し っ か りや っ て い 
か な けれ ば 、 と 思い ます 。 


トヨ タ 自 に 


会 業 具 紹介 


TMH employee introduction 
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社員 が 語る TMH の ここ 


| 基本 理念 地域 社会 に 根ざし た 事業 活動 を 通じ て 、 産 業 ・ 経 済 に 貢献 する と 共に 、 
VOL.1 オー プン で フェ ア な 企業 行動 を 基本 と し 、 広 く 社会 か ら 信 頼 さ れる 企業 市 民 を めざす 
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多い TMH 人 


安田 雅 成 さん : 間 


(第 1 設備 課 ・L211G) 置 


山田 利 忠 さん 


(第 1 設備 課 ・L220G) 』 


家族 の よう な 恋人 の よう な 存在 で す 。 


飼っ て いる ペッ ト の 数 が 多い 


TMH 人 


グ (0(0) 記 9 


鶴 ヶ 崎 順 生 さん 


(物流 課 ・N123G) 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 創業 20 周 年 記念 誌 ] 人 @ (087 


088 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 


山田 直樹 さん 


(第 22 製 造 課 ・Q223G) 


走る と 成人 男子 で お よる そ 25 分 ! 
通勤 距離 が 
/ | 最も 短い TMH 人 


2 


古山 は る みさ ん 


(第 12 製 造 課 ・*P262G) 


筆記 時 間 は どれ くら いか か る か な ? 


名 前 の 画数 が 
多い TMH 人 


AU 画 


諏訪 違 清 和 さ ん 


(第 13 製 造 課 ・P324G) 


に HOKKAIDO 
胃 園 園 賠 因 
「 K 2 
4 知ら ず 知ら ず の うち に … ドコ 
画 
馬 放 y 計 ん の 約 5 の 1 で す 。 | 吾 計 20 以 上 の 
1 名 前 の 画数 が | | ギ M で で や 
L 少な い TMH 人 
み 5) 個 1 
「 BN 』 吉 本 
山本 龍彦 さん 
(第 23 製 造 課 ・Q301G) ao 「 
を 


右 見 て 左 見 て 、 安 全 確認 は 怠り ませ ん 。 


無事 故 ・ 無 違反 の 
年 数 が 長い TMH 人 


3) 年 


篠原 善治 さん 


(品質 課 ・H201G) 


洞 田 康明 さん 


(第 21 製 造 課 (-Q131G) 


pi リ 


(第 13 製 造 課 ・*P321G) 


吉田 幸弘 さん =: 


(第 12 製 造 課 ・P242G) 


石沢 勉 さん 


(第 13 製 造 課 ・*P334G) 


遠藤 厚子 さん 


(総務 課 ・C100G) 


柳田 裕介 さん 


(第 21 製 造 課 ・Q113G) 


Wi 


工藤 勝也 さん 


(第 12 製 造 課 ・P232G) 


GR NM 
酒巻 育 民 さ ん 


(第 11 製 造 課 ・P123G) 


内 沢 政樹 さ ん 


(第 13 製 造 課 *P313G) 


【 な ん で も 選手 権 】 


アル ゼン チン に ある イ 
グ ア ス の 滝 近く の 鳥 
類 博物 園 で オウ ム と 
戯れ る 社長 の 田中 さん 


偶然 で す が … 


車 の ナン バー が 


20 の TMH 人 


川 高 達也 さん 


(第 11 製 造 課 ・*P122G) 


旅 し た 海外 の 国 の 
数 が 多い TMH 人 


取締 役 社長 田中 義 克 さん 


トヨ タ 自動 車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 例 089 


意外 と 多い 20 日 生ま れ の 人 々 で す 。 


誕生 日 が 
m ま が の [ 日 


玉 


小林 義 令 さん 


(第 12 製 造 課 ・P242G) 


隊 半 中村 祐太 さん 


ま (第 13 製 造 課 ・P311G) 


那須 正博 さん 


(第 12 製 造 課 -P242G) 。_。 


と 。 


レ //// ノ Pa 


土 本 元太郎 さん 


(品質 課 ・H223G) 


千塚 純一 郎 さ ん 
(品質 課 ・H221G) ンク 丸山 光司 さん 


(第 13 製 造 課 ・P335G) 
NN 0 『 
HOKKAIDO ン 
1 IM 
き 


小山 和幸 さん 


。 を 。 
(第 21 製 造 課 Q133G) 


日 本 の て っ ぺん 、 ア イヌ 語 で 
明治 維新 の 立役者 が ゴマ ン と いる ! [冷た い 水 の 沢 ] の 町 で し た 。 


柿崎 昌広 さん 


(第 11 製 造 課 ・P111G) 


柳谷 里 史 さん 


(第 14 製 造 課 ・P401G) 


足 が 大 きい 
TMH 人 | 知人 9 で 術 8 


( 靴 の サイ スズ 判定) 


理解 力 に 優れ る と 
言わ れる !? 


米田 行 伸 さ ん 


(第 22 製 造 課 ・Q221G) 


090 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 


リ W に 4 2 
人 ER 
の 5 て (の 才 
みぃ (W で す み ー ー) 弟 癌 て " 色 を ( リク 本 
(第 ) 2 才 叶 
Su ee 7 上 p 党 反り 2 衝 E 此 PA な 本 玉 の 
4#e 銀 に 2 ダ 
0 (第 21 製 造 課 Q122G) タ 2 (0 軸 
乃 に ご と 在 里 CS T132G) 
ウォ えて 2 HOKKAIDO 


、 准 
Peer 隠 団 園 賠 承 遇 = 前 向き に 
司 ら 行 東 し よろ 旭 


(環境 技術 課 K800G) 
(参事 る ) 


bn レ あ っ ん - 舟 適 。、 ッッ 8en d & lette' 々 本 - 夫 


ク 均 者 2 と を 6 04 旬 (第 12 製 造 課 P222G) 四 
@ 


邊 


還 
El 
了 
8 
@ 


休 角 
22 8 、 シ 
角 が ンジ と 仙 と っ 
製 し ハ 先 人 クン き ング 区 骨 ざ 
書 急 / オ 創業 時 か ら 共 に 歩ん で きた と 室 4 ( 
。 委 トヨ タ 自 動車 北海 道 の ら 夫 と ワ グ 
遇 武士 [も の の ふ 】 た ちの 想い よ 、 響 け ! 8 久 る 
台 G 


か 2 努 る gs ま ド 折り 9 邊 し 昌 と 
明 へ カ シテ 2 1 ンジ ピク 
談 ァ カ クト] 机 た レン 


を 人 1 ee (第 22 製 造 課 Q213G) 2 
= es : ゝ 名 < 
mi 
女 3 疲 2 ョ と を ーー 和 に ト 7 
由 柳 iR ィ 月 く 労 丸 収 化 ミ 四 ki 
能 、 人 っ 李 し 民 の We を 
し 電 2 (Famem ooo ち 北 る 上 
ンジ の 2 H 
ッ も う > イ 務 / し 生還 委 2 生 示 「ー 
Cos 2 香 : 
圭 * し 衝 ペ 人 6 0 
(第 12 製 造 課 P251G) 8 パ り 
ロッ 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 借 091 


いっ 〒 と 代り 0 (③ 2o す に 向け て 
ヽ 和 の づ ゴイ ャ レン ンプ の 事 に = 
9 く 来 4 4 男 る 0 6 滑 『 す る . 
4 | 連 表 女 
3 1 の P313G) 


HOKKAIDO 楽 
2 Rg 「 二 1 ン 万 て に 
迄 較 | 軸 幼 因 學 人 


加 ーー 
(第 1 製造 課 P232G) 6 
いい) 


8endalette* | 
歳 の | ( 下 : 
3 | 計 中 UN 
7 旬 デア ン 事 
( 型 保全 課 RG) タ / ょ 
鐘 CR 
人 江 Z 


人 に 優し < 44 


- 記念 すべ き 20 周 年 に 


20 歳 を 迎え た 分 に も 優し < 
3 き TMH 人 の 熱い 碑 い !! 
(第 13 製 造 課 P331G) 了 の いえ 7 族 レ く 了 / 
敵 


ーー 登 


(第 2 設備 課 L322G) 


ん 


が 一 な 倫 を 
6 の (物流 課 N121G) ベ る 。 キ 


092 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周年 記念 計 ] 


トヨ タ 上 自動 車 北海 道 株 式 会 社 


賢 科 六 


The volume on data 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 借 (093 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [> MI ヽ 右 
cnnepssi 科 還 還 還 間 昌 間 間 胃 間 間 間 衣 間 時 


商号 プ ト ヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 (TOYOTA MOTOR HOKKAIDO,INC.) 
設 立 ノ 1991 年 2 月 8 日 

資 本 金 ノ 275 億 円 

株 _ 主 プ トヨ タ 自 動車 株 式 会 社 100% 出 資 

代表 者 取締 役 社長 田中 義 克 

事業 内 容 自動 車 部 品 の 製造 

生産 品目 プ オー トマ チッ クト ラン スミ ッ シ ョ ン 、CVT、 ト ラン ス フ ァ ー、 鍛 造 部 品 
用 地面 積 プ 103 万 m ( 約 31 万 坪 ) 

建物 面積 30.5 万 m ( 約 9.2 万 坪 ) 

売 上 高 /1.497 億 円 2012 年 3 月 其 

従業 員数 3.302 人 2012 年 6 月 1 日 現在 


タタ ナカ ヨシ カツ コン ドウ カズ ヒコ 
取締 役 社 長 田 中 義 克 専務 取締 役 近 藤 和 彦 
ナカ ガワ トモ 2 イヌ ヅカ マサ ヒコ 
常務 取締 役 中 川 | 知 行 取 維 役 犬塚 昌 誠 
ナイ トゥ カズ ノリ ヒ ネ ノ タカ 。 アキ 
取締 役 内 藤 一 徳 取締 役 日 根 野 隆明 
ノ y グチ hy タカ サ ガ コウ エイ 
常勤 監査 役 野間 口 芳 孝 監査 役 明 峨 宏 英 (* 間 め 
ウエ ノ フ の オ 
監査 役 上 野 彰 夫 ( 科 各 2012 年 6 月 現在 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 20 
094 @ 自動 車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 


Thevolumeondata [会 社 概要 役員 紹介 役員 在任 期間 ] 


菩 役員 在任 期間 


1991 : 1992 1993 : 1994 : 1995 : 1996 : 1997 . 1998 ' 1999 : 2000 : 2001 : 2002 : 2003 : 2004 2005 . 2006 . 2007 : 2008 : 2009 : 2010 : 2011 : 2012 


志茂 昌孝 2 人 役 929 1 

千原 宏 介 MemWmWa 126 
高木 勇 Re 計 We ee すす 5 ます 
石橋 弘 次 、 omW 還 NINE 23 人 SioHHW 企 6zmWtmHE 回 環 環 議 較 e 


BREcsxexee 
| | | | | 1 還 較 是 証 還 呈 ii 
横山 明 還 間 間 間 間 箇 ー 申 ーー ド 


人 花 寺 軸 22S9R ご) ( セ 1. 誠 ーーーー ぬ ※ ニ aaq 靖 ーー 


眞野 正俊 


井川 正治 は 
田中 義 克 


白井 芳夫 


内 訂 一 徳 0 1 1-】 】 当 トト し 還 呆 
、 靖 語 2 
5 1 M 1 1 る 8 1 6 6 と 1 : 還 王 務 


野間 口 芳 孝 査 役 


トヨ タ 邊 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記 念 誌 ] @ 005 


評 2 トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [ こ TS 
ーー 【[ 簡 業 20 周 年 記念 誌 ] | 貢 | | 料 


株 主 総 会 
」 
組織 図 取締 役 会 監 査 役 | 
監査 役 会 
社 長 
弱 能 ーー 
ト 一 覧 査 室 
管理 部 門 品質 ・ 技 術 部 門 生産 部 門 
技術 開発 室 ーーー 安全 ・ 技 能 道場 
トーーー TPS 推 進 室 
総 務 部 ト ゴ 品質 管理 部 ーー 移 流 課 
ーーQC 推 進 室 品質 監査 ー 生 凌 誠 字 尊 雪 - 
トー 総 務 課 品質 技術 課 ーー 設 備 技 術 課 
| = 一 第 1 設備 課 
PC 生起 半 し 第 2 設備 課 
ーー 人 材 開発 課 - 
ーー 安全 健康 推進 課 技 術 部 |ー| 第 1 駆動 ユニ ッ ト 製造 部 
| 経堂 管理 部 一 駆動 ユニ ッ ト 技術 課 一 第 11 製 造 課 
「ーー ダイ キャ スト 技術 課 ト 一 第 12 製 造 課 
一 経理 課 トー 一 鍛 圧 技術 課 ー 一 第 13 製 造 課 
一 調達 課 し 環境 技術 課 し 第 14 製 造 課 
ト 一 生産 管理 課 還 Fm 
し 経営 企画 課 トー 第 2 駆動 ユニ ッ ト 製造 音 
ト 一 第 2 1 製造 課 
フロ ンティー ワー ク 第 22 製 造 課 
に ョ 第 23 製 造 課 
_- | アルミ 製造 部 
ーー ダイ キャ スト 課 
ー 一 型 保 全 課 
鍛 圧 製造 部 
ー 一 銀 熱 プレ ス 課 
協議 会 ・ 委 員 会 名 発足 日 
労使 協議 会 1 回 / 年 1992 年 3 月 31 日 
労使 懇談 会 2 回 / 年 1992 年 11 月 24 日 ※ 第 1 回 開催 日 
時 間 検 討 委員 会 不定 期 / 随 時 1993 年 4 月 30 日 
安全 衛生 委員 会 1 回 / 月 1992 年 6 月 1 日 
行動 指針 委員 会 2 回 / 年 1998 年 12 月 16 日 
情報 管理 委員 会 2 回 / 年 2000 年 12 月 1 日 
技術 開発 委員 会 6 回 / 年 2002 年 4 月 1 日 
生産 説明 会 1 回 / 月 1992 年 5 月 26 日 
創意 く ふ う 委員 会 1 回 / 月 1994 年 2 月 1 日 
環境 委員 会 3 回 / 年 1998 年 7 月 1 日 
人 材 育 成 委員 会 不定 期 / 随 時 2003 年 6 月 1 日 
り い は ーー ゴ 
防災 管理 委員 会 2 回 / 年 2010 年 4 月 1 日 0 人 人 


096 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 


(売上 高 : 億 円 ) 
2.000 


罰 共 著 オー トマ チッ クト ラン スミ ッ シ ョ ン 
密 容 中 トラ ンス ファ ー 
丁 還 アル ミホ イー ル 


4500 


1.000 


A541 / トラ ンス ファ ー 
500 / アル ミホ イー ル 


93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 


出身 地 別 人 員 (北海 道 出身 94%) 


3,500 東北 


2,.500 ト 


2.000 ト 


1.500 上 平均 年 齢 …34.4 歳 


[組織 図 


協議 会 ・ 委 員 会 売上 従業 員数 ] 


The volume on data 


/ U340 
第 3 ライ ン 
/K310 
ーー so 較 - 主 - 較 - 蘭 計画 一 
第 2 ライ ン 


03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 (年 ) 


12 (年 ) 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 信 業 20 周 年 記念 誌 ] の (0097 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 「 ょ 
emm [ 和 業 20 周 年 記念 誌 ] | 四 


料 訪 


生産 実績 


圏 オ ー ト マチ ッ ク ト ラン スミ ッ シ ョ ン ・CVT 


圏 ア ルミ ホイ ー ル 


098 @ トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 計 ] 


(万 ) 
180 


160 


還 還 較 K310 年 間 実 績 
= U660 年 間 実 績 
語 較 U340 年 間 実 績 
縛 較 A541 年 間 実 績 


140 


120 


100 
80 
60 
40 


20 


93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11( 年 ) 


70 還 還 年 間 実 績 


94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11( 年 ) 


(万 ) 
200 


180 幼 還 較 年 間 実績 


160 


140 
120 


100 


92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 (年 ) 


The volumeondata [生産 実績 製品 出荷 先 プ 調達 ] 


MMI: ア メリ カ (イン ディ アナ 州 ) 
テーー TMMK: ア メリ カ (ケン タッ キー 州 ) 
'TMMWV: ア メリ カ (ウエ スト ヴァ ー ジ ニア 州 ) 
IMMS: ア メリ カ (ミシシッピ 州 ) 
MMTX: ア メリ カ (テキ サス 州 ) 
NMMBC: メ キシ コ 


TMP: フ ィ リ ピン 


TSAM: 南 アフ リカ 


ゴミ ーーー トラ ンス ファ ー 


トヨ タ 自 動車 東日本 : 宮 城 県 


日 野 自動 車 : 東 京都 


トヨ タ 車 体 : 愛 知 県 ・ 三 重 県 


一 自動 車 の 部 品 お よび 設備 ・ 資 材 


06/9 
CVT (K310) 
ライ ン オ フ 


還 s 還 道内 


200 トーーー ッ ター イーーーーー ee ョ ーー デーー ンク 胃 oc。 計っ 2 っ 5 


9977 
AT(U340) 
ライ ン オ フ 


績 和 ドー…ー…ー ャ で こ 
94/11 
414 
400 ーー 王 際 明 
305 
153 1 和 4 
0 


93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 (年 ) 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 [創業 20 周 年 記念 誌 ] の (099 


ッッ ヨタ 自動 車 北海 道 株 式 会 社 
ss [創業 20 周 年 記念 誌 


ii ェ kc- ペ ※ ド ま キ よ ー⑯c す は す HH 


年 表 [ggo-199z] 


トヨ タ 自 動車 北海 道 の 動き トヨ タ 自 動車 の 動き 社会 の 動き 
1990 | 平成 2 年 2 月 | 依 ト ヨタ 自動 車 ( 株 ) 苫小牧 市 へ の 進出 発表 借 カ ロー ラ 生 産 果 計 1.500 万 台 達 成 (6 月 ) 伺 黒澤 明 監 督 、 ア カ デ ミー 賞 特別 
名 誉 賞 受賞 


借 アム ラッ クス 東京 オー プン (9 月 ) 
員 国際 花 と 緑 の 博覧 会 開催 (大 阪 ) 
借 セラ (3 月 ) 、 エ ステ ィ マ (5 月 ) 発表 
筐 天皇 、 即 位 の 礼 で 即位 を 宣言 


【 流 行 語 】 ファ ジィ 、 オ ヤジ ギャ ル 、 
アッ シー くん 、 バ ブル 経済 


1991 | 平成 3 年 2 月 筐 ト ヨタ 自動 車 北海 道 (株 ) 設立 借 VW と 日 本 国内 で の 販売 提携 に 合意 (7 月 ) 筐 湾岸 戦争 勃発 
等 取締 役 社長 に 工藤 末 志 氏 が 就任 
島 米 合弁 会 社 (NUMMI) で 小型 トラ ッ ク の 短 田部 井 淳 子 さ ん 、 女 性 初 の 6 大 陸 


3 月 | 筐 工場 用 地 (勇払 ) 、 独 身 寮 用 地 (美園 町 ) 取得 生産 開始 (9 月 ) 最高 峰 全 制覇 
4 月 | 基 原 動力 棟 着 工 島 山梨 事業 所 操業 開始 (10 月 ) 人 若 足 ブ ー ム 、 横 綱 千 代 の 富士 関 
5 月 | 共 工 場 建設 地鎮祭 借 サイ ノ ス (1 月 ) 、 ウ ィ ン ダ ム (9 月 ) 、 ア リス 0 

筐 第 1 、 第 2 工場 着工 ト (10 月 ) 発表 島 長崎 ・ 雲 仙 普 賢 岳 大 火砕流 発生 
8 月 | 筐 第 3 工場 着工 人生 ン 連 有 崩壊 
9 月 | 人 筐 信 頼 性 試験 棟 、 浄 水 場 着 工 「 い ざ な ぎ 景 気 」 を 超え 


10 月 筐 保安 セン ター、 寮 着工 
【 流 行 語 】… じ ゃ あー り ま せん か 、 若 ・ 貴 
12 月 島 高丘 社宅 用 地 取 得 


1992 | 平成 4 年 3 月 島 2 号館 着工 借 「 ト ヨタ 基本 理念 」 発表 (1 月 ) 介 アル ベー ルビ ル 冬 季 オ リン ピッ ク で 
島 労働 組合 結成 スピ ー ド スケ ー ト 日 本 女子 初 の 銅 メ 
筐 「 ト ヨタ 地球 環境 憲章 」 制定 (1 月 ) ダル (橋本 聖子 さん ) 獲得 
4 月 等 第 1 回 入社 式 
筐 保安 セン ター 竣工 筐 Toyota Motor Manufacturing (UK) 筐 国土 店 、 公 示 地 価 が 17 年 ぶ ぷり に 
Ltd.(TMUK・ 英 国 ) 生産 開始 (8 月 ) 下落 と 発表 


5 月 島 第 2 工場 竣工 


借 取締 役 社長 に 豊田 達郎 氏 が 就任 (9 月 ) 筐 育児 休業 法 施行 
6 月 筐 第 2 工場 溶解 炉 稼働 開始 


筐 第 1 回 大 安全 大 会 筐 Toyota Autoparts Philippines Inc 生 ボス ニア で 民族 衝突 激化 
筐 本 館 着工 (TAP・ フ ィ リ ピン ) 生産 開始 (9 月 ) 
生 ブ ラジ ル ・ リ オデ ジャ ネイ ロ で 地球 
7 月 筐 浄水 場 竣 工 借 トヨ タ 自 動車 九州 (株) 操業 開始 (12 月 ) 環境 サミ ッ ト 開 幕 
8 月 等 クレ ー ル 美園 寮 竣工 式 借 セプター (9 月 ) 、 カ ルディ ナ (11 月 ) 発表 筐 山形 新幹線 「 つ ば さ 」 開業 
9 月 筐 第 1 工場 竣 エ 和 佐川 急 便 事件 で 衆議院 議員 辞職 
筐 第 2 工場 安全 祈願 祭 
島 自衛 隊 の カン ボ ジ ア 派遣 部 隊 第 
10 月 筐 2 号館 完成 1 陣 出 発 
健 従業 員 食 堂 オ ー プ ン 
筐 アル ミホ イー ル ラ イン オン フ 式 世 学校 週 5 日 制 ス ター ト (月 1 回 ) 


等 アル ミホ イー ル 初 荷 祝い 式 
筐 宇宙 飛行 士 毛 利 衛 さん スペ ー ス 


11 月 但 第 1 工場 浸炭 炉 稼働 開始 シャ トル で 宇宙 へ 
12 月 筐 アル ミホ イー ル 生 産 累 計 2 万 本 達成 位 米 大 統領 選 で クリ ント ン 氏 圧勝 、 
倫 クレ ー ル 美園 寮 全 棟 完成 民主 党 政権 へ 


【 流 行 語 】 き ん さん ・ ぎ ん さん 、 ほ め 殺 し 、 
冬 彦 さん 、 カ ー ド 破産 、 も つ 鍋 
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年 表 [igg3-1995] 


筐 吹雪 の 影響 で 操業 日 振替 


西暦 元 号 月 トヨ タ 自 動車 北海 道 の 動き トヨ タ 自 動車 の 動き 社会 の 動き 
1993 | 平成 5 年 1 月 筐 苫 豊 会 ・ 職 制 会 発足 等 Bodine Aluminum, Inc (BODINE・ 米 重 初 の プロ サッ カー・J リ ー グ が 開幕 
人 筐 第 3 工場 竣工 国 ) 生産 開始 (1 月 ) 
生 皇 太子 徳仁 親王 と 小和田 雅子 
3 月 人 第 3 工場 溶解 炉 稼働 開始 筐 Indus Motor Compam Ltd.(IMC・ イ さん 、 結 婚 の 儀 
ンド ) 生産 開始 (3 月 ) 
5 月 島 本 館 完成 生 北海 道 南西 沖 地震 発生 (M7.8) 
借 アム ラッ クス 大 阪 オ ー プ ン (7 月 ) 
6 月 等 A541 オ ー ト マチ ッ ク ト ラン スミ ッ シ ョ ン ラ イン 生 自民 党 1 党 支配 崩壊 、8 党 派 連立 
オフ 式 借 セプター クー ペ (9 月 ) 発表 の 内 閣 発足 
8 月 筐 と まこ まい 港 まつ り 市 民 お どり パレ ー ド 初 参加 邊 東京 湾 の レイ ン ボ ー ブ リ ッ ジ 開通 
9 月 筐 竣工 式 生 白神 山地 、 屋 久 島 、 法 隆 寺 、 姫 路 
介 竣工 記念 行事 城 が 日 本 初 の 世界 遺産 に 登録 
(植樹 、 工 場 見 学会 、 野 外 バ ー ベ キュ ー) 
島 高丘 社宅 着工 【 流 行 語 】」 コ リー グ 、 サ ポー ター、 
規制 緩和 、 清 貧 、 天 の 声 
11 月 筐 安全 衛生 協力 会 発足 
1994 | 平成 6 年 1 月 島 創意 く ふ う 提案 制度 スタ ー ト 筐 米 ケ ンタ ッ キ ー 第 2 工場 生産 開始 (3 月 ) 和 経団連 会 長 に 豊田 章 一 郎 会 長 
が 選出 
3 月 邊 高丘 社宅 完 島 産業 技術 記念 館 オ ー プ ン (6 月 ) 
動 ニュ ー ヨ ー ク の 外為 市 場 で 戦後 初 
4 月 筐 オートマチック トラ ンス ミッ ショ ン 生 産 累 計 10 但 豊 田 英二 名 誉 会 長 が 米国 の 自動 車 殿 の 100 円 割れ 
万 台 、 ア ルミ ホイ ー ル 生産 累計 50 万 本 達成 堂 入り (9 月 ) 
生日 本 初 の 女性 宇宙 飛行 士 ・ 向 井 
6 月 借 会 社 グ ラウ ンド 造成 着工 筐 Toyota Motor Manufacturing Turkey 千秋 さん 誕生 
筐 工場 一 般 公開 スタ ー ト Inc. (TMMT・ ト ルコ ) 生産 開始 (9 月 ) 
価 松本 サリ ン 事 件 発生 
8 月 答 第 1 回 QC 社 内 発表 会 開催 筐 カレ ン (1 月) 、RAV4L・RAV4J (5 月 ) 
発表 共 関西 国際 空港 開港 
9 月 筐 創立 記念 式典 
筐 第 1 回 社内 大 運動 会 開催 和 北海 道東 方 沖 地震 発生 (M8.1) 
11 月 筐 トラ ンス ファ ー ラ イン オフ 式 生 大 江 健 三郎 さん ノー ベル 文学 賞 受 賞 
【 流 行 語 】 同情 する な ら カ ネ を くれ 、 
イチ ロー 効果 、 価 格 破壊 、 ヤ ンマ マ 
1995 | 平成 7 年 1 月 倫 安全 総 決 起 集会 筐 日 野 ・ ダ イハ ツ と の 3 社 間 で トラ ッ ク な ど 得 阪神 ・ 淡 路 大 震 災 発生 (M7.2) 
の 相互 供給 に 調印 (4 月 ) 
4 月 筐 アル ミホ イー ル 生 産 累 計 100 万 本 達成 記念 式 科 野茂 英雄 投手 が 米 ・ ド ジャ ー ス に 
位 取締 役 社長 に 奥田 右 氏 が 就任 (8 月 ) 入団 
5 月 筐 記念 植樹 式 (緑ヶ丘 公園 ) 
便 ゼロ 災 キ ッ ク オ フン 式 実施 介 ア バロン (5 月 ) 、 グ ラン ビア (8 月 ) 、 ト ヨ 得 地下 鉄 サ リン 事件 発生 
タキ ャ バリ エ (10 月 ) 、 ク ラウ ン ・ コ ン フ ォ 
6 月 答 新 苫 豊 会 発足 ー ト (12 月 ) 発表 生 オウ ム 真 理 教 施設 強制 捜査 、 幹 
邊 工場 見 学 来場 者 1 万 人 達成 部 示 捕 
7 月 島 名 古屋 グラ ン パ スエ イト 、 苫 小牧 で 合 和 科 国松 孝次 警察 庁 長 官 狙撃 、 重 傷 
小学 生 サ ッ カ ー ス クー ル 開 催 
日銀 が 公定 歩合 0.75% 引 き 下 げ 、 
8 月 但 TMC へ の 出向 者 全員 帰任 年 1.0% に 
10 月 等 新 ト ラン ス フ ァ ー ラ イン オフ 式 征 完全 失業 率 3.2%% と な り 1953 年 
筐 全社 避難 訓練 実施 以来 最悪 を 記録 
11 月 筐 第 1 工場 浸炭 3 号 炉 稼働 開始 和 全日空 機 ハ イジ ャ ッ ク 事 件 函館 で 
逮捕 
12 月 筐 TMC 社 内 駅 伝 大 会 に 初 参加 


生 ウイ ンド ウズ 95 発 売 、 全 世界 で 大 
ヒッ ト 


電 高速 増殖 炉 も ん じゅ で ナトリウム 漏 
れ 事故 


【 流 行 語 】 無党派 NNOMO、 官 官 接待 


トヨ タ 自動 車 北海 道 株 式 会 社 創業 20 周 年 記念 誌 ] 人 101 


トヨ タ 自 動車 北海 道 株 式 会 社 


ss 【 創 業 20 周 年 記念 誌 ] 


EE9EIE9 9 9 ili si 


年 表 [gee-1999] 
トヨ タ 自 動車 北海 道 の 動き トヨ タ 自 動車 の 動き 社会 の 動き 
1996 | 平成 8 年 2 月 答 第 2 工場 溶解 3 号 炉 稼働 開始 筐 ( 株 ) コン ポン 研究 所 設立 (6 月 ) 生 北海 道 ・ 豊 浜 ト ン ネ ル 岩 盤 崩 落 
3 月 筐 A54 1 商品 競争 力 向 上 委員 会 TMH ワ ー キ ン 筐 Toyota Motor Vietnam Co., Ltd. 生 将棋 の 羽生 善治 名 人 、 史 上 初 の 
ググ ルー プ 発 足 (TMV・ ヴ ェ ト ナム ) 生産 開始 (8 月 ) 7 冠 独占 を 達成 
5 月 筐 3 製品 生産 累計 達成 式 (オー トマ チッ クト ラン 筐 メガ クル ー ザ ー(1 月 ) 、 イ プ サ ム (5 月 ) 、 得 菅 直人 厚 相 、 薬 害 エイ ズ 問 題 で 
スミ ッ シ ョ ン 50 万 台 、 ト ラン ス フ ァ ー10 万 台 、 コー スタ ーR (5 月 ) 発表 血 友 病 患 者 に 謝罪 
アル ミホ イー ル 150 万 本 ) 
和 病原 性 大 腸 菌 0-157 に よる 集団 
7 月 等 PMF (パシ フィ ッ ク ・ ミ ュー ジッ ク ・ フ ェ ス ティ バ 食中毒 発生 
ル ) 苫小牧 公演 協賛 
生 ペル ー 日 本 大 使 公邸 人 質 事件 
10 月 苦 コミ ュ ニ ケー ショ ンタ イム スタ ー ト 
筆 高丘 グラ ウン ド 着 工 【 流 行 語 】 メー ク ド ラ マ 、 自 分 で 自分 を 
ほめ た い 、 チ ョ ベリ バ 、 チ ョ ベリ グ 
1997 | 平成 9 年 2 月 筐 高 左 グラ ウン ド 完 成 代 Toyota Argentina S.A. (TASA・ ア ル 重 オレ ンジ 共済 組合 巨額 詐欺 事件 
ゼン チン ) 生産 開始 (3 月 ) 
4 月 筐 TMH メ セナ 活動 委員 会 設立 科 消費 税 3% か ら 5% に 引き 上 げ 
但 ハイ エー スレ ジア ス ( 現 ・ レ ジア ス ) (4 月 ) 、 
5 月 筐 第 2 工場 高 鋳 4 号機 稼働 開始 ラウ ム (5 月 )、 プ リウ ス (10 月 ) 、 ハ リア ー 穫 香港 、 英 国 か ら 中 国 に 返還 
(12 月 ) 発表 
8 月 島 第 3 工場 アル ミホ イー ル 入 子 型 加 エ ライ ン 起 動 ダイ アナ 元 英 皇 太子 妃 交 通 事 
動 式 故 死 
筐 第 1 回 トヨ タ 北海 道 カ ッ プ ジュ ニア サッ カー 大 会 
位 北海 道 拓殖 銀行 破たん 
11 月 筐 アル ミホ イー ル 初 の 月 産 10 万 本 達成 
【 流 行 語 】 失 楽園 (たまごっち 、 
パパ ラッ チ 、 時 の アセ ス 
= ニー デー 
1998 | 平成 10 年 1 月 筐 札 約 苫 小牧 定期 演奏 会 協 堆 伺 天津 豊津 汽車 伝動 部 有限 会 社 (TFAP・ 生 第 18 回 冬季 オリ ン ピ ッ ク 長 野 大 
中 国 ) 生産 開始 (5 月 ) 会 開催 
2 月 筐 3 製品 生産 累計 達成 式 (オー トマ チッ クト ラン 
スミ ッ シ ョ ン 100 万 台 、 ト ラン ス フ ァ ー50 万 台 、 代 トヨ タ 自 動車 東北 (株 ) 生産 操業 開始 (7 月 ) 生 郵便 番号 7 桁 制 実施 
アル ミホ イー ル 300 万 本 ) 
借 天津 トヨ タ 自 動車 エン ジン 有限 会 社 生産 生 韓国 大 統領 に 金大中 氏 就任 
3 月 人 浸炭 焼入れ 1・6 号 炉 稼働 開始 操業 開始 (7 月 ) 
筐 苫小牧 ・ カ ナダ 少年 アイ ス ホ ッ ケー 交流 試合 生 明石 海峡 大 橋 開 通 
開催 筐 トヨ タオ ー ト 店 、 社 名 を ネッ ツ ト ヨ タ に 変 
更 (8 月 ) 重 イン ド 、 パ キス タン が 核 実験 
5 月 筐 トラ ンス ファ ー2 次 ライ ン ラ イン オフ 式 
等 2.300t ト ラン ス フ ァ ー プ レス 起動 式 穫 Toyota Motor Manufacturing West 呈 金融 監督 庁 発 足 
Virginia (TMMWV・ 米 国 ) 生産 操業 開 
9 月 等 U340 オ ー ト マチ ッ ク ト ラン スミ ッ シ ョ ン ラ イン 始 (11 月 ) 征 和歌 山 カ レー 毒物 事件 
新設 工事 安全 祈願 
筐 天津 トヨ タ 自 動車 鍛造 部 品 有 限 会 社 特定 非 営利 活動 促進 法 (NPO 法 ) 
10 月 等 ISO14001 認 証取 得 活動 全社 集会 (TTFC・ 中 国 ) 生産 開始 (12 月 ) 施行 
等 環境 講演 会 開催 
筐 第 1 回 社内 駅 伝 開催 筐 プロ グレ (5 月 )、 ガ イア (5 月 )、 ナ ディ ア (8 月 )、 【 流 行 語 】 だ っ ちゅ ー の 、 老 人 力 、 
デュ エッ ト (9 月 )、 ア ル テ ッ ツ ァ (10 月 ) 発表 貸し 渋り 、 凡 人 ・ 軍 人 ・ 変 人 
ーー = 
1999 | 平成 11 年 6 月 筐 ISO14001 認 証 登録 筐 MEGA WEB (メガ ウェ ブ ) オー プン (1 月 ) 生 臓器 移植 法 施行 後 、 初 の 脳死 
移植 手術 実施 
7 月 筐 U340 オ ー ト マチ ッ ク ト ラン スミ ッ シ ョ ン ラ イン ラ 筐 Toyota Motor Manufacturing Indiana 
イン オフ 式 (TMMI・ 米 国 ) 生産 開始 (2 月 ) 人 日 銀 、 短 期 金 融 市 場 の 金利 を ゼ 
筐 第 1 工場 浸炭 6 号 炉 稼働 開始 ロ に 
位 取締 役 社長 に 張 富士 夫 氏 が 就任 (6 月 ) 
8 月 等 トランスファー 生産 累計 100 万 台 達 成 生 能登 半島 沖の 日 本 領海 内 で 不 
筐 従業 員 1.000 名 突破 筐 ニュ ー ヨ ー ク ・ ロ ンド ン 株 式 上 場 (9 月 ) 審 船 事件 
11 月 筐 第 3 工場 切 粉 溶解 炉 稼働 開始 代 米 GM と 環境 先進 技術 の 共同 研究 ・ 開 生 男女 雇用 機会 均等 法 施行 
筐 無 災 害 記録 200 万 時 間 達 成 発 で 合意 と 発表 (10 月) 
生 育児 ・ 介 護 休業 法 施行 
位 ト ヨタ ・ キ ル ロ ス カ ・ モ ー タ ー 社 生産 操業 
開始 (12 月 ) 
ーーー も 
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年 表 [1999-2ooi] 


1999 


2000 


2001 


トヨ タ 自 動車 の 動き 


社会 の 動き 


島 ロボ ッ ト 犬 アイ ボ 発 売 、 話 題 に 


邊 携帯 ・PHS 加 入 台 数 5,000 万 
台 突 破 


邊 茨城 県 東海 村 で 国内 初 の 臨界 
事故 発生 


倫 マカ オ 、 ポ ルト ガル か ら 中 国 に 
返還 


【 流 行 語 】 ブッ チ ホ ン 、 リ ベン ジ 、 


カリ スマ 、 学 級 有 崩壊 


人 北海 道 有 珠 山 が 約 23 年 ぶり に 
噴火 


筐 雪印 乳業 製 乳 製品 で 集団 食 中 
毒 発生 


短 沖縄 県 で 第 26 回 先進 国 首脳 会 
議 開催 


筐 白川 英樹 さん ノー ベル 化学 賞 


受賞 


筐 宮城 県 前 期 旧 石器 時 代 遺 跡 で 
発掘 提 造 発覚 


【 流 行 語 】 お っ は 一 、I け 革命 、 最 高 で 
金 最低 で も 金 、 ジ コチ ュー、 パ ラパラ 


平成 11 年 島 四川 トヨ タ 自 動車 有限 会 社 (CKD・ 中 国 ) 
生産 開始 (12 月 ) 
人 ヴィ ッ ツ (1 月 ) 、 キ ャ ミ (5 月 ) 、 プ ラッ ツ (8 
月 ) 、 フ ァ ン カー ゴ (8 月 ) 、MR-S (10 月 ) 
発表 
平成 12 年 3 月 筐 アル ミホ イー ル 生 産 累 計 500 万 本 達成 島 日野 自 動車 へ の 出資 率 を 20.19% か ら 
島 全社 安全 総 決 起 集会 33.8% に 引き 上 げ を 発表 (3 月 ) 
筐 A541 オ ー ト マチ ッ ク ト ラン スミ ッ シ ョ ン 増 産 で 
3 組 2 交代 制 勤務 導入 筐 WiLL Vi(1 月 ) 、bB (2 月 ) 、 プ ロナ ー ド (4 
月 ) 、 オ ー パ (5 月 ) 、 ク ルー ガーV (11 月 ) 
9 月 借 女 子 ア イス ホッ ケー チー ム 「 ト ヨタ シグ ナス 」 発表 
を 後援 
10 月 人 工場 見 学 来場 者 5 万 人 達成 
11 月 健 生産 部 環境 改善 室 原動力 係 「 エ ネル ギー マ 
ン サ ー ク ル 」 第 30 回 全日 本 選抜 QC サ ー ク ル 
会 に 出場 
平成 13 年 2 月 島 苫小牧 市 新 世 紀 記 念 事 業 で 田村 亮子 さん 筐 Toyota Motor Manufacturing 
来 苫 France S.A.S (TMMF・ フ ラン ス ) 生産 
開始 (1 月 ) 
3 月 筐 売上 高 1.000 億 円 達成 
但 ゼロ エミ ッ シ ョ ン 達 成 (埋立 廃棄 物 ゼ ロ ) 借 GM と エク ソン モー ビル と で 燃料 電池 
車 の 共同 開発 に 合意 と 発表 (1 月 ) 
4 月 筐 第 1 回 ハス カッ プ 杯 アイ ス ホ ッ ケー 定期 戦 ス タ 
ー ト 僅 日 野 自 動車 (株 ) の 子会社 化 を 発表 (8 月 ) 
5 月 島 食堂 リニュ ー ア ルオ ー プ ン (カフ ェ テ リア 方 式 代 アレ ックス (1 月 ) 、 カ ロー ララ ンク ス (1 月 ) 、 
導入 ) WiLL VS(4 月 ) 、 ブ レビ ス (6 月) 、 エ ス 
筐 イン ライ ンス ケー ト 場 利用 開始 ティ マハ イブ リッ ド (6 月 ) 、 ヴ ェ ロ ッ サ (7 月 ) 、 
ヴォ クシ ー(11 月 ) 、 ノ ア (11 月 ) 、 ア リオ 
7 月 今 第 1 工場 ・ 第 2 工場 増築 工事 安全 祈願 式 ン (12 月 ) 発表 
9 月 筐 近隣 企業 8 社 と ゼロ エミ ッ シ ョ ン ネ ットワーク 
活動 スタ ー ト 
10 月 筐 天然 ガス 導入 工事 スタ ー ト 
筐 サッ カー 同好 会 北海 道 2 部 リー グ へ 昇格 
11 月 島 厚生 セン ター 起工 式 


@@ 中 央 省庁 再編 、1 府 12 省 庁 スタ 
ー ト 


生 ハワイ 沖 で 高校 実習 船 が 米原 
子 力 潜水 艦 と 衝突 、 沈 没 


得 サッ カー< じ 「toto」 販売 開始 
筐 札幌 ドー ム オ ー プ ン 


身 大 型 国 産 ロ ケッ ト H2A 打 ち 上 げ 
成功 


科 米 同 時 多発 テロ 発生 


筐 邊 海綿 状 脳症 (BSE) 感染 牛 が 
国内 初 確認 


得 米国 、 ア フ ガ ニス タン 空爆 開始 


邊 野依 良 治さ ん ノー ベル 化学 賞 
受賞 


筐 皇 太子 妃 、 内 親王 (愛子 さま ) を 
出産 


【 流 行 語 】 聖 城 な き 改革 、 明 日 が 
ある さ 、 狂 牛 病 、 塩 郊 
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IEEE 


主計 [創業 20 周 年 記念 誌 ] 
年 表 [2oo2-2oo4] 
西暦 | 元 号 月 トヨ タ 自 動車 北海 道 の 動き トヨ タ 自 動車 の 動き 社会 の 動き 
2002 | 平成 14 年 1 月 倫 天然 ガス 使用 開始 筐 リク ルー ト と 共同 で 人 材 育成 会 社 生 EU 加 盟 12 カ 国 で 統一 通貨 ユー 
筐 生産 部 環境 ・ 改 善 室 原動力 係 、 省 エネ ルギー (株 ) オー ジェ ー テ ィ ー ソ リュ ーション ズ を 品 流 通 開始 
優秀 事例 全国 大 会 で 経済 産業 大 臣 賞 受賞 設立 (4 月 ) 
雪印 食品 偽装 牛肉 事件 発覚 (4 
4 月 但 技術 委員 会 発足 筐 Toyota Motor Manufacturing Poland 月 同社 解散 ) 
健 第 1 工場 浸炭 7 号 炉 稼働 開始 SP.zo.o (TMMP・ ポ ー ラ ンド ) 生産 開始 
(4 月 ) 生 ブッ シュ 米 大 統領 が イラ ク 、 イ ラン 、 
5 月 筐 U340 オ ー ト マチ ッ ク ト ラン スミ ッ シ ョ ン 第 2 ライ 北朝 鮮 を “ 悪 の 枢軸 "と 非難 
ン ラ イン オフ 式 人 三菱 商事 と 地域 医療 支援 事業 の 新 会 
仁 は すか っ ぷ ホ ー ル (厚生 セン ター) 竣工 社 (株 ) グッ ドラ イフ デザ イン を 設立 (6 月 ) 生 新 学 習 指導 要領 導入 に より 「 ゆ 
と り 教 育 ] スタ ー ト 
6 月 筐 創業 10 周 年 記念 工藤 末 志 社長 講演 会 開催 筐 北米 で の トヨ タ 車 生産 累計 1,000 万 台 
筐 第 2 工場 アル ミホ イー ル TDP ラ イン 稼働 開始 達成 (7 月 ) 生 21 世 紀 初 の 独立 国家 東 テ ィ モ ー 
筐 は すか っ ぷ ホ ー ル 落成 記念 フェ ステ ィ バ ル 開 催 ル 民 主 共和 国 誕生 
等 トヨ タ FCHV 限 定 販売 計画 の 前 倒し を 
8 月 筐 トラ ンス ファ ー 新 ライ ン ラ イン オフ 式 発表 (7 月 ) 呈 落語 界 初 の 人 間 国 宝 柳家 小さ 
島 創 業 10 周 年 記念 で クラ シッ ク カ ー フ ェ ス ティ ん さん 死去 (87 歳 ) 
バル 開催 筐 Toyota Kiroskar Auto Parts Private 
筐 創 業 10 周 年 記念 で 絵画 展 「 印 象 派 と その 歩 Ltd.(TKAP・ イ ンド ) 設立 ・ 生 産 開始 (7 月 ) 介 日 本 経済 団体 連合 会 設立 
み 展 」 開催 
人 経済 特別 講演 会 で トヨ タ 自 動車 (株 ) 張 富士 位 中 国 第 一 汽車 集団 公司 と 中 国 に お ける 生日 韓 共催 の サッ カーW 杯 開催 
夫 社長 ご 講演 共同 事業 に 関す る 基本 契約 に 調印 (8 月 ) 
生 小泉 首相 、 北 朝鮮 訪問 、 日 朝 平 
9 月 島 創立 記念 式典 得 天津 トヨ タ 自 動車 有限 会 社 生 産 開始 (10 壌 宣言 に 署名 
島 創業 10 周 年 記念 時 計 塔 除幕 式 月 ) 
(トヨ タ 自 動車 北海 道 労働 組合 と の 共同 建設 ) 生 北朝 鮮 拉 致 被害 者 5 人 帰国 、 日 
答 創業 10 周 年 記念 パー ティ ー 位 イス ト (5 月 ) 、 ア ルフ ァ ー ド (5 月 ) 、 プ ロボ 本 に 永住 
筐 無 災 害 記録 390 万 時 間 達 成 ックス (7 月 ) 、 サ クシ ー ド (7 月 ) 、 ヴ ォ ル ツ 
筐 アル ミホ イー ル 生 産 累 計 800 万 本 達成 (8 月 ) 、WILL サ イフ ァ (10 月 ) 発表 生 東北 新幹線 (盛岡 一 作 戸 間 ) 開通 
10 月 筐 従業 員 1.600 名 体制 邊 小柴 昌俊 さん 、 田 中 耕一 さん ノー 
ベル 化学 賞 ダ ブル 受賞 
【 流 行 語 】 タマ ちゃ ん 、W 杯 、 内 部 
告発 、 ベ ッ カム 様 、 声 に 出し た い 
日 本 語 
2003 | 平成 15 年 1 月 島 天然 ガス 導入 完了 価 レク サス ブラ ンド を 国内 へ 導入 、 併 せ て 生 米 ・ 英 軍 イ ラク に 侵攻 
チャ ネル 再編 を 発表 (2 月 ) (4 月 フセイン 体制 崩壊 ) 
6 月 等 取締 役 社長 に 狩野 耕 氏 が 就任 
筐 TMH 安 全 衛生 協力 会 10 周 年 記念 植樹 島 住宅 販売 会 社 「 ト ヨタ ホー ム (株 ) 」 を 生日 本 郵政 公社 発足 
設立 (4 月 ) 
7 月 筐 U340 オ ー ト マチ ッ ク ト ラン スミ ッ シ ョ ン 生 産 累 生 欧州 各地 で 異常 熱 波 、 推 計 3.000 
計 200 万 台 達 成 倫 Toyota Motor Manufacturing, 人 以上 死亡 
Alabama, Inc (TMMAL・ 米 国 ) 生産 開 
11 月 等 アル ミホ イー ル 生 産 累 計 1.000 万 本 達成 始 (4 月 ) 住民 基本 台帳 ネッ トワ ー ク 本 格 
稼働 
筐 PT. Astra Daihatsu Motor (ADM・ イ 
ンド ネシア ) ト ヨタ 車 生産 開始 (12 月 ) 生 イラ ク で 日 本 大 使 館 員 2 人 殺害 
価 ウィ ッシュ (1 月 ) 、 シ エン タ (9 月 ) 、 ア ベ 邊 戦地 イラ ク へ 自衛 隊 派 遣 
ン シ ス (10 月 ) 発表 
【 流 行 語 】 バカ の 壁 、 な ん で だ ろう 、 
へ ぇ …、 毒 まん じゅ う 、 マ ニ フ ェ スト 
2004 | 平成 16 年 2 月 等 省エネ ルギー・ 新 エネ ルギー 促進 大 賞 (北海 位 ネッ ツ 店 と ビス タ 店 を 融合 し 、 新 「 ネ ッ ツ 店 」 答 山口 県 で 人 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ 発生 
道 知事 賞 ) 受賞 スタ ー ト (5 月 ) 
生 葛川 賞金 原 ひ と みさ ん 20 歳 、 費 
4 月 等 500t1 プ レス 機 号 口 生産 開始 筐 IMV シ リー スズ 第 1 弾 「 ハイ ラッ クス VIGO] 矢 りさ さん 19 歳 最 年 少 受賞 
発表 (タイ ) (8 月 ) 
5 月 尋 オ ー ト マチ ッ ク ト ラン スミ ッ シ ョ ン 生 産 累 計 500 身 第 86 回 全国 高校 野球 選手 権 で 
万 台 達 成 科 Toyota Motor Manufacturing de 駒 大 苫小牧 優勝 
等 BTH ラ イン 稼働 開始 Baja California,S de R. L. De C. V. 
(TMMBC・ メ キシ コ ) 生産 開始 (9 月 ) 油 新潟 県 中 越 地 震 発 生 (M6.8) 
8 月 筐 TMH 新 協力 会 「 勇 豊 会 ] 設立 
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The volume on data [年 表 ] 


年 表 [oo4-2ooe] 


トヨ タ 自 動車 の 動き 
介 ト ヨタ ー 激 (天津) 金 型 有 限 会 社 (TF 
TD・ 中 国 ) 生産 開始 (12 月 ) 


島 一 汽 トヨ タ (長春 ) エン ジン 有限 会 社 
(FTCE・ 中 国 ) 生産 開始 (12 月 ) 


等 パッ ソ (6 月 ) 、 ポ ル テ (7 月 ) 、 ア イシ ス (9 月 ) 、 
マー ク X (11 月 ) 発表 


社会 の 動き 


只 新 紙幣 3 種 発行 、 野 口 英 世 、 
樋口 一 葉 の 肖像 登場 


位 スマ トラ 沖 で 大 地震 (M9.0) 、 
イン ド 洋 大 津波 発生 


得 オレ オレ 詐欺 多様 化 、 振 り 込め 
詐欺 に 


【 流 行 語 】 チョ ー 気 持ち いい 、 負 け 犬 、 
冬 ソ ナ 、 気 合い だ 一!、 セ カチ ュー 


筐 広 汽 トヨ タ エ ン ジン 有限 会 社 (GTE・ 中 
国 ) 生産 開始 (1 月 ) 


価 Toyota Peugeot Citroen Automobile 
Czech.s.r.o (TPCA・ チ ェ コ ) 生産 開始 
(2 月 ) 


借 愛 ・ 地 球 博 に トヨ タグ ルー プ 館 出展 (3 
月 一 9 月 ) 


筐 Toyota Motor Industries Poland 
SP.zo.o (TMIP・ ポ ー ラ ンド ) 生産 開始 
(3 月 ) 

借 「 ト ヨタ 白川 郷 自然 学校 ] が 開校 (4 月 ) 

借 取締 役 社長 に 渡辺 兵 昭 氏 が 就任 (6 月 ) 

借 レク サス 全国 で 開業 (8 月 ) 


倫 富士 重工 業 (株 ) と 業務 提携 に 向け て 
基本 合意 (10 月 ) 


価 ハリ アー ハイ ブリ ッ ド (3 月 ) 、 ク ルー ガー 
ハイ ブリ ッ ド (3 月 ) 、GS430 (7 月 ) 、SC 
430 (7 月 ) 、IS350/250 (7 月 ) 、 ラ クティ 
ス (10 月 ) 、 ベ ル タ (11 月 ) 発表 


答 温暖 化 防 止 「 京 都議 定 書 」 発効 
筐 中 部 国際 空港 「 セ ント レア 」 開港 
邊 愛 ・ 地 球 博 (愛知 万 博 ) 開幕 

重 個人 情報 保護 法 全面 施行 

位 ペイ オフ 全面 解禁 


穫 JR 福知山 線 脱線 事故 (死者 
107 人 、 約 550 人 負傷 ) 


乱 プロ 野球 初 の セ ・ バ 交流 戦 開 始 
條 政府 推奨 の クー ルビ ズ 開 始 
科 ロン ドン 同時 爆破 テロ 、 死 者 56 人 
筐 知床 が 世界 自然 遺産 に 登録 


人 日 本 道路 公団 分 割 民 営 化 、 高 
速 道路 会 社 発足 


筐 耐震 強度 偽造 発覚 


【 流 行 語 】 小泉 劇場 、 想 定 内 、 
フォ ー!、 萌 え 一 、 ク ー ル ビズ 、 刺 客 


西暦 トヨ タ 自 動車 北海 道 の 動き 
2004 | 平成 16 年 9 月 得 第 4 工場 着工 
10 月 | 島 ト ヨタ の 森 人 造成 
11 月 筐 第 3 工場 増築 工事 開始 
2005 | 平成 17 年 | 3 月 | 人 往 愛 ・ 地 球 博 見 学 ツ アー「 ト ヨタ 少年 少女 記者 
団 ] 実施 
4 月 島 第 4 工場 焼 入 炉 稼働 開始 
5 月 筐 アル ミホ イー ルレ クサ スラ イン (IS) ライ ン オ フ 
11 月 | 価 ユ ニッ ト 生 産 果 計 1.000 万 台 達 成 
12 月 筐 第 4 工場 完成 ・ 第 3 工場 増築 記念 竣工 式 
2006 | 平成 18 年 3 月 介 A541 生 産 終 了 
借 モノ づく り 技 術 セ ンタ ー 竣 工 
5 月 | 代 第 5 工場 新築 工事 竣工 
6 月 | 島 取 締 役 社長 に 田中 義 克 氏 が 就任 
7 月 | 供 工 場 見 学 来場 者 10 万 人 達成 
9 月 但 工場 見 学 展示 パー トナ ー ロ ボッ ト ・:-unit 導入 
但 CVT (K310) ライ ン オ フ 
12 月 媒 コ ー ジ ェ ネ 発電 起動 


借 広州 トヨ タ 自 動車 有限 会 社 (GTMC・ 
中 国 ) 生産 開始 (5 月 ) 


借 Toyota Motor Manufacturing,TexaSs, 
Inc. (TMMTX・ 米 国 ) 生産 開始 (11 月 ) 


借 ラッ シュ (1 月 ) 、GS450h (9 月 ) 、LS460 
(9 月 ) 、 カ ロー ラ ア クシ オ (10 月 ) 、 オ ー リ 
ス (10 月 ) 、 ブ レイ ド (12 月 ) 発表 


答 東京 三菱 銀行 と UFJ 銀行 合併 、 
世界 最大 の 銀行 に 


生 第 1 回 WBC (WORLD 
BASEBALL CLASSIC) 日 本 
優勝 


筐 全国 19 社 会 保険 事務 所 で 国民 
年 金 保険 料 の 無断 免除 ・ 猫 予 
が 発覚 


筐 パロ マ ・ ガ ス 湯 沸か し 器 一 酸化 
炭素 中 毒 事故 発生 


筐 日 本 銀行 、5 年 4 ヶ月 ぶり に ゼロ 
金利 解除 


筐 秋篠 宮 妃 が 親王 ( 悠 仁 さ ま ) を 
出産 


筐 北海 道 日 本 ハム ファ イタ ー ズ 44 
年 ぶり に 日 本 一 


【 流 行 語 】 欧米 か !、 イ ナ バ ウ アー、 
ハン カチ 王子 
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年 表 [zoo7-2o1o] 


西暦 | 百 |』 トヨ タ 自 動車 北海 道 の 動 き トヨ タ 自 動車 の 動き 社会 の 動き 


2007 | 平成 19 年 4 月 筐 第 5 工場 冷 間 ロー ル ラ イン オフ 筐 Subaru of Indiana Automotive,Inc. 和 不二家 、 赤 福 、 船 場 吉兆 な ど 食 
(SIA) トヨ タカ ムリ 生産 開始 (2 月 ) 品 偽装 事件 相次ぐ 
5 月 筐 TMMWV 向 け オ ー ト マチ ッ ク ト ラン スミ ッ シ ョ ン 
部 品 生産 開始 筐 イン ド で トヨ タ 工 業 技術 学校 を 開校 (8 月 ) 生 北海 道 タ 張 市 が 財政 再建 団体 に 
島 全社 建物 内 の 禁煙 
借 TOYOTA MOTOR MANUFACTURING 生 新潟 県 中 越 沖 地震 発生 (M6.8) 
9 月 但 創業 15 周 年 、 創 立 記念 式典 RUSSIA (TMMR・ ロ シア ) 生産 開始 (12 
月 ) 生 第 21 回 参議 院 議員 選挙 で 与党 
10 月 筐 創業 15 周 年 記念 事業 「 エ コー ル ・ ド ・ パ リー 惨敗 
パリ を 愛し た 画家 た ち 展 一 」 開催 得 LS600h/600hL (5 月 ) 、 ヴ ァ ン ガー ド (8 月 ) 、 
マー ク X ジ オ (9 月 ) 、IS F(10 月 ) 、 カ ロー 得 米国 で サブ プラ イム ロー ン 問 題 
11 月 筐 トラ ンス ファ ー 生 産 累 計 500 万 台 達 成 ラル ミオ ン (10 月 ) 発表 深刻 化 
邊 郵政 事業 民営 化 開 始 
【 流 行 語 】 ど げ ん か せん と いか ん 、 
そん な の 関係 ね 4!、 ど ん だ け ぇ … 
ーーーーー 
2008 | 平成 20 年 3 月 但 第 5 工場 コン パク ト ホ ッ ト フ ォ ー マ ー ラ イン オフ 式 借 プリ ウス 累計 販売 台数 が 100 万 台 を 突破 生 中 国 製 ギ ョ ー ザ で 食中毒 発生 
(4 月 ) 
5 月 答 U340 3 次 ライ ン ライ ン オ フ 式 生 海上 自衛 隊 イ ー ジ ス 護 衛 艦 、 漁 
価 第 1 回 TMH サ プラ イヤ ー ズ アワ ー ド 開催 借 クラ ウン ハイ ブリ ッ ド (2 月 ) 、 ヴ ェ ル ファ イ 船 衝突 事故 
ア (5 月 ) 、iQ (10 月 ) 、 パ ッ ソ セッ テ (12 月 ) 
6 月 筐 第 5 工場 竣工 記念 式典 発表 油 後期 高齢 者 医療 制度 スタ ー ト 
7 月 筐 安全 ・ 技 能 道 場 開所 式 生 秋葉 原 無 差 別 殺傷 事件 
9 月 島 20 周 年 スロ ー ガ ン 和 北海 道 洞爺 湖 で 第 34 回 主要 国 
「 夢 と 笑顔 の TMH 未来 に 向け て チャ レン ジ 20!|」 首脳 会 議 開催 
に 決定 


生 リー マン ショ ッ ク 、 世 界 同時 株 安 に 
10 月 筐 2 号館 2 階 事 務 所 リニュ ー ア ル | 
筐 第 1 回 植樹 祭 開催 筐 初 の アフ リカ 系 バラ ク ・ オ バ マ 氏 

が 米 大 統領 就任 


【 流 行 語 】 アラ フォ ー、 グ ーー! 、 言 う よ 
ね ー、AKB48、 上 野 の 413 球 


2009 | 平成 21 年 5 月 筐 リー マン ショ ッ ク の 影響 に よる 急激 な 生産 変 価 取締 役 社長 に 豊田 章 男 氏 が 就任 (6 月 ) 科 裁判 員 制度 開始 
動 に 伴い 、 稼 働 調整 を 実施 
人 (株) トヨタ マーケ ティ ング ジャ パン を 設立 和 衆院 選 で 民主 党 が 大 勝 、 政 権 


8 月 筐 「 発 見 !! 体 験 !! 夏 休み トヨ タ 北 海道 置 険 エコ (10 月 ) 交代 へ 
ツア ー」 開催 
倫 F1 か ら の 搬 退 を 発表 (11 月) 得 行政 刷新 会 議 に よる 事業 仕分 
9 月 筐 工場 見 学 来場 者 15 万 人 突破 け 開 始 
代 ( 株 ) トヨ タモ ー タ ー セ ー ル ス & マ ー ケ 
ティ ング を 設立 (12 月 ) 【 流 行 語 】 政権 交代 、 草 食 男子 、 


派遣 切り 、 歴 女 、 こ とも 店 長 
筐 PT. Hino Motors Manufacturing 
Indonesia (HMMI・ イ ンド ネシア ) 

トヨ タ 車 生産 開始 (12 月 ) 


筐 RX450h/RX350 (1 月 ) 、IS250C (5 
月 ) 、HS250h(7 月 ) 、LFA(10 月 ) 、 


SAI(12 月 ) 発表 
2010 | 平成 22 年 2 月 媒 当社 の 「 デ イ ・ ラ イト 」 活動 に 苫小牧 偽 察 署 但 ト ヨタ と マツ ダ 、 ハ イブ リッ ド シ ス テム の 動 ド バイ に 世界 一 超 高 層 ビ ル 完 
長 よ り 感謝 状 技術 ライ セン ス 供 与 に 合意 (3 月 ) 成 ( 高 さ 828m ) 
4 月 等 「Thomas (トー マス ) 」 全社 Web 掲 示 板 但 電気 自動 車 開発 で 米国 カリ フォ ルニア 得 上 海 国際 博覧 会 (上海 万 博 ) 開 
運用 開始 州 の テス ラ と 提携 を 発表 (5 月 ) 幕 
5 月 筐 北海 道 機械 工業 会 会 長 に 田中 義 克 社長 が 筐 プリ ウス の 全 世 界 累 計 販 売 台数 200 万 會 サッ カーW 杯 アフ リカ 大 会 で 日 本 
就任 台 突 破 (9 月 ) 代表 善戦 (ベスト 16) 
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[年 表 ] 


The volume on data 


年 表 [zo1o-2o12] 


2010 | 平成 22 年 7 月 


1 月 


2011 | 平成 23 年 2 月 
3 月 


4 朋 
11 月 


2012 | 平成 24 年 2 月 


7 月 


9 月 


等 アル ミホ イー ル 生 産 終了 式典 
但 雪 冷 房 シ ステ ム 稼 働 開始 


代 「 武 田 塾 | 第 40 回 記念 全日 本 選抜 QC サ ー 
クル 本 部 長 賞 大 会 に て 金賞 受賞 


か トヨ タ 自 動車 北海 道 の 動き トヨ タ 自 動車 の 動き 


人 トヨ タ と トヨ タホ ー ム 住宅 事業 を トヨ タ 
ホー ム に 統合 (10 月) 


僅 先 進 の エネ ルギー 管理 シス テム 「 ト ヨ 
タス マー ト セ ンタ ー」 開発 を 発表 (10 月 ) 


借 研究 会 社 ト ヨタ 自動 車 研究 開発 セン タ 
ー 有 限 会 社 (TMEC・ 中 国 ) 設立 (11 月 ) 


但 FJ ク ルー ザー(11 月 ) 発表 


筐 失 閣 諸島 付近 で 中 国 漁船 が 海 
上 保安 庁 巡 視 船 に 衝突 


筐 割引 郵便 制度 事件 で 厚 労 省 村 
木 厚 子 局 長 に 無罪 判決 、 大 阪 地 
検 特捜 部 の 証拠 品 改ざん 発覚 


代 チリ ・ サ ン ホ セ 鉱 山 で 沙 盤 事故 、 
33 人 無事 救出 


【 流 行 語 】 ゲゲゲ の 、 イ クメン 、 女 子 会 


倫 ユニ ッ ト 生 産 累 計 2.000 万 台 達 成 


島 東 日 本 大 震 災 (3 月 11 日 発生 ) へ の 物資 支 
援 活動 を 開始 


島 新規 Project ア イデ アコ ンク ー ル 


代 日 本 EV フ ェ ス ティ バル 「MR-e」 が 59 分 面 
久 レ ー ス に て 優勝 


筐 U340 オ ー ト マチ ッ ク ト ラン スミ ッ シ ョ ン 生 産 累 
計 1.000 万 台 達 成 


筐 創業 20 周 年 記念 絵画 展 「 光 か ら 夢 を た どっ て 
ー 印 象 派 か ら エ コー ル ・ ド ・ パ リ ま で 一 」 開催 


人 創立 記念 式典 
島 創業 20 周 年 記念 モニ ュ メ ント 除幕 式 

(トヨ タ 自 動車 北海 道 労 働 組合 と の 共同 建設 ) 
島 創業 20 周 年 記念 「 感 謝 の 会 ] 開催 


島 ト ヨタ グロ ー バ ル ヴ ィ ジョ ン 発 表 (3 月 ) 


但 東日本 大 農 災 へ の 支援 活動 「 コ コロ ハ 
コブ プロ ジェ クト ] 発足 (6 月 ) 


筐 Toyota Motor Manufacturing 
Mississippi,Inc (TMMMS・ 米 国 ) 
生産 開始 (10 月 ) 


借 BMW グル ー プ と トヨ タ 、 次 世代 環境 車 ・ 
環境 技術 に お ける 中 期 的 な 協力 関係 
の 構築 に 向け た 覚書 に 調印 (12 月 ) 


借 レク サス CT200h (1 月 ) 、 プ リウ ス e (5 
月 ) 、 新 型 軽 乗 用 車 ピク シス スペ ー ス 
(9 月 ) 、 プ リウ スプ ラグ イン ハイ ブリ ッ ド 
(11 月 ) 、 新 型 軽 商用 車 ピ ビク シス バン ・ 
ピク シス トラ ッ ク (12 月 ) 、 ア クア (12 月 ) 
発表 


ーー ーー 


筐 東日本 大 震 災 (M9.0) 、 福 島原 
発 事故 発生 


筐 九州 新幹線 ( 新 八代 一 博多 間 ) 
開業 


筐 第 6 回 女子 サッ カーW 杯 で 日 本 
代表 初 優勝 


但 地上 デジ タル 放送 (東北 3 県 除く ) 
開始 


得 オリ ン パ ス 粉 飾 決算 発覚 
人 日 本 各地 で 皆既 月 食 観測 


【 流 行 語 】 な で し こ ジ ャ パン 、 ス マ ホ 、 
ど や 顔 、 ど じょう 内 閣 、 帰 宅 難民 


借 ハイ ブリ ッ ド 車 の 累計 販売 台数 が 400 
万 全 を 突破 (4 月 ) 


借 Arab South Africa Motors (Pty) 
Ltd. (AAV・ エ ジ プ ト ) IMV4 (フォ ー チ 
ュ ナ ー) 生産 開始 (4 月 ) 


借 米国 テス ラモー ター ズ 社 と 共同 開発 
の 電気 自動 車 RAV4 EV (5 月 ) 発表 


借 関東 自 動車 工業 (株)・ セ ント ラル 自 
動車 (株 )・ ト ヨタ 自動 車 東北 (株 ) が 
合併 し 、 ト ヨタ 自動 車 東 日 本 (株) が 誕 
生 、 取 締 役 社長 に 白根 武史 氏 が 就任 (7 
月 ) 


@ 86 (ハチ ロク ) (2 月 ) 、 新 型 軽 邊 動車 
ピク シス エポック (5 月 ) 発表 


借 復興 店 発足 


億 自立 式 鉄塔 世界 一 高 さ 634m 
東京 スカ イツ リー 完成 


借 日 本 で 金 環 日 食 観測 


田邊 分 史 を 書く た め の 戦 後 史 年 表 (朝日 新聞 社 ) 
「 現 代用 語 の 基礎 知識 」 選 ユ ー キ ャ ン 新 語 ・ 流 行 語 大 賞 (自由 国民 社 ) 
画 FUKUSHI'S Web Page ザ ・20 世 紀 


出 典 画 別 冊 朝 日 年 鑑 「 早 わか り 20 世 紀年 表 」 (朝日 新聞 社 ) 
田 20 世 紀年 表 (毎日 新聞 社 ) 
田 決 定 版 20 世 紀年 表 ( 小 学 館 ) 
一 昭和 ・ 平 成 現代 史 年 表 [ 増 補 版 ] (小学 館 ) 
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会 社 創業 20 周 年 の 記念 事業 の 一 つと し て 、 記 念 誌 を 発行 する こと と な り ま 
し た 。 創 業 10 周 年 時 (2002 年 ) に 1,400 名 程 だ っ た 従業 員数 は 、 創 業 20 周 年 
を 迎え た 本 年 、2 倍 以上 の 3.300 名 に な り ま し た 。 現在 の 従業 員 の 半分 以上 が 、 
この 10 年 間 に 入社 し た 従業 員 で 占め られ て いま す 。 

本 誌 は 、 そ の 多く の 従業 員 が 入社 し た 、 創 業 11 周 年 目 (2003 年 ) 以 降 の 動 
き を 中 心 に まとめ 、「 全 従業 員 に 読ん で も ら え る 、 家 族 に 見 せ た く な る 記念 誌 」 
を コン セプト に 、 進 め て まい り ま し た 。 本 誌 を 通し て 、 会 社 の 歩み の 中 で 20 周 年 
と いう 成人 を 迎え た トヨ タ 北 海道 の 歴史 を 、 従 業 員 の 皆さん と 振り 返り 、 共 有 し 、 
さら な る 将来 に 向け て 一 丸 と な っ て 前 進 し て いく 一 助 と な れ ば 幸い で す 。 ま た 、 
家 に 持ち 帰っ て いた だ き 、 ご 家族 、 ご 友人 に も 自分 た ちの 働く トヨ タ 北 海道 に 
つい て お 伝え いた だ けれ ば と 思い ます 。 

最後 に な り ま す が 、 本 誌 編集 に 当たり 、 ト ヨタ 自動 車 (株 ) を は じ め 、 関 係 者 の 
皆様 、 当 社 0B の 皆様 、 従 業 員 の 皆さん の 多大 な る ご 協力 を 賜り まし た こと に 
厚く 御礼 申し 上 げ ま す 。 


創業 20 周 年 記念 誌 編 集 事務 局 
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中 村 
中 村 
中 村 
中 村 


俊哉 
圭介 

剛 
圭太 


野中 


昌一 


野々 上 英樹 
野々 宮 紗 智 
野々 宮 将 史 
野辺 地 利雄 
野間 口 芳 孝 


野村 
野村 
野村 
野村 
野村 
野村 
野村 
野本 
野呂 
野呂 
野呂 
裕 田 
萩 

羽沢 


知 広 
知 史 
直樹 
直樹 


橋田 隼人 
橋爪 睦 紀 
橋 根 上 誠 夫 
橋村 卓 矢 
橋本 和憲 
橋本 圭司 
橋本 。 哲 
橋本 隆 
橋本 カ 
橋本 司 
橋本 正典 
橋本 雅之 
長谷 川 一 樹 
長谷 川 一 政 
長谷 川 聖 
長谷 川 堅 吾 
長谷 川 健志 
長谷 川 順 
長谷 川 智 一 
長谷 川 修之 
長谷 川 浩 素 
長谷 川 誠 
長谷 川 誠 
長谷 川 雅 一 
長谷 川 唯 
長谷 川 随 伯 
長谷 部 強 
畑 雄也 
澤山 健司 
畠山 。 務 


濱野 正幸 平田 真一 藤野 隼人 本 保 晃 松村 圭太 郎 溝口 卓 実 村井 俊介 森谷 真 伯 山口 悟 山本 上 靖幸 米沢 宏和 
演 屋 介 瑠 平田 司 伏見 浩 本 間 和己 松村 直幸 溝口 哲也 村井 隆行 森谷 光弘 山口 秀太 山本 洋介 米田 学 
早坂 薫 平田 利明 藤村 宗一郎 本 間 潔 松村 洋一 溝口 智浩 村岡 和 也 森山 哲也 山口 信 次 山本 涼 来 田 行 介 
早坂 真由 美 平田 成人 藤村 浩光 本 間 智 松本 淳子 三田 成人 村上 光 森山 春彦 山口 崇 山森 司 
林 千 宏 平田 正人 藤本 和 也 本 間 成 規 松本 敦 三谷 徹 村上 和哉 森脇 麻 斗 山口 友和 山森 康 。、 。、 
林 和美 平田 該 藤本 貴 則 本 間 周一 松本 尚 三田 村 貴 大 村上 亭 両角 嘉 彰 山口 直 他 山谷 和孝 べき 合 水 
林 啓二 郎 平田 良 藤本 愉 紀 男 本 間 輝美 松本 文 典 三田 村 朝 和 村上 高志 門 伝 智弘 山口 信昭 山谷 英生 米山 卓也 
林 利夫 平田 亮司 藤森 憲 雄 本 間 富 晴 松本 宗 之 道 下 剛史 村上 友幸 門別 竜二 山口 政 昭 山谷 一 志 薄 田 修司 
林 直人 平塚 享 志 藤谷 公 義 本 間 直哉 松本 康史 道 政 武男 村上 典史 門間 保 山口 雅人 山脇 一 希 和泉 俊昭 
林 英雄 平沼 竜 健 藤谷 斉 己 本 間 広樹 松本 洋祐 道 政 学 村上 弘志 門間 勇介 山口 正 訓 湯浅 眞 太郎 和賀 正明 
林 啓 寛 平野 拓也 藤山 純 本 間 広幸 松山 敬 士 道 山 隆志 村上 洋 英 八重 棒 明 男 山崎 憩 一 弓削 雅義 苦 牧 亮 佑 
林 信 平野 昇 藤原 彰 本 間 正樹 松山 大 樹 三井 一 弘 村上 正司 八重 柄 浩 司 山崎 悟 遊佐 幸 誠 


林崎 貼 太 平野 仁史 藤原 貴洋 本 間 正広 松山 徳之 三井 隆司 村上 正英 八木 勝春 山崎 淳 柚 瀬 拓 美 pm 9 

林崎 悟 平野 博之 藤原 辰也 本 間 祐貴 真鍋 伸吾 三橋 正和 村上 昌弘 八木 聡 山崎 拓也 要 田 恭輔 

林田 崇之 平 浜 春奈 藤原 達也 本 間 義則 真鍋 誠 三橋 洋平 村上 真菜 八木 崇 山崎 勉 横田 埋 夫 須山 秀一 
ー 平林 健介 藤原 博 前 川 哲也 眞 部 有希 水戸 秀 径 村上 康 則 八木 貴志 山崎 強 横 野 貢 和 嶋 哲也 


原 
原 健太 平 吹 混 太 藤原 優樹 前 川 優 次 眞野 英樹 皆川 賢 大 村上 優也 八木 沢 俊也 山崎 徹 横溝 真悟 和 嶋 吉 裕 
原 里 司 平間 和幸 布施 恵 佐 前 田 一 希 皿 野 正俊 皆川 大 樹 村上 亮 作 鉱 雄太 郎 山崎 美奈 横 矢 佳典 和 蛇 田 陰 
原 球磨 平松 明子 船木 拓磨 前 多 幸輔 丸 一 豊 文 南 克己 村木 恵里 屋敷 俊輔 山崎 雄貴 横山 桜 和田 彰 
原 吉 崇 平 村 智和 船越 武 前 手 範 幸 丸田 番 司 南 信行 村木 俊介 八嶋 貴浩 山崎 栓 太 横山 人 司 生き 
原 利恵 子 平 村 知 紀 麓 雄也 前 村 博幸 丸谷 浩一 南 泰 敬 村田 克 弘 八島 直人 山崎 洋一 吉井 敬一 細 
原田 性 久 也 平目 健司 古 一 辰 朗 牧 圭介 丸山 光司 南 竜太 村田 岳史 矢嶋 安 至 山崎 義史 吉岡 鷹 生田 一 三 男 
5 南谷 洋介 村田 忠臣 矢嶋 唐 二 山地 秀俊 吉岡 秀勝 和田 真樹 
原田 浩司 蜂 田 昌幸 古田 秀一 牧田 俊之 丸山 樹 哉 率 岸 裕一 村田 龍 哉 安 ヶ 平 宏 信 山下 寛 二 吉川 克己 和田 詠 ニ 
原田 隆浩 廣 江 拓哉 古谷 大 輝 牧田 智行 丸山 充 昭 三野 幸徳 村田 直 希 保田 朗 山下 伸一 吉川 智則 渡辺 明夫 
原田 征 規 廣 澤 哲也 古谷 貴之 牧野 孝男 三浦 謙一 葵 島 哲也 村 中 健太 保田 一 吉 山下 貴博 吉川 英俊 渡 導 聡 人 
描 磨 幸治 広瀬 一 弘 古屋 該 平 牧野 貴 尋 三浦 哲 装 島 佑 弥 村 中 威 彦 保田 祥 山下 直人 吉田 明弘 湊 導 恒 
春木 将 人 廣瀬 賢一 古山 は る み 牧野 拓郎 三浦 妨 三船 康徳 村野 義男 安田 巧 山下 龍 吉田 和 秀 
春木 屋 公 成 広瀬 隆 之 人 見 賢明 牧野 佑 磨 三浦 勝治 宮内 崇 村松 真一 安田 雅 成 山田 界 央 吉田 質 司 Nuu_ 
伴 浩 樋 渡 進 朴 峠 誠 真 坂 義幸 三浦 大 輔 宮川 拓也 村松 守 保田 雄一 郎 山田 秋 則 吉田 将 太 
半 谷 恵介 深井 秀太 次 福 猛 正木 勇太 三浦 孝志 宮川 直也 村 本 強 安 本 隆彦 山田 亜 夏美 吉田 慎二 渡邊 一 誠 
半田 . 健 深澤 治 稔 費 福 学 増 澤 貴 晃 三浦 貴義 宮川 信任 村 本 幸信 . 八 谷 真一 山田 公明 吉田 進 渡辺 一 弘 
半田 忠夫 福井 克己 宝 利 幸 俊 増田 京 貴 三浦 正 三宅 修 村 本 陽子 矢田 部 敏和 山田 恭平 吉田 誠一 渡辺 公 典 
坂東 春彦 福 章 朴 木 康久 増田 聖人 三浦 恒夫 三宅 辰 典 村山 和美 矢内 朝一 山田 圭二 吉田 粧 士 渡 導 啓 人 
東方 優 福 崇 外 園 心 一 又 井 光雄 三浦 団 都 沢 浩 喜 無量 谷 充 矢内 勇輔 山田 健司 吉田 貴志 溢 中 健児 


東野 博美 福士 貴大 細 界 一 善 松浦 光政 三浦 聖 博 宮崎 忠洋 最上 茂 梁田 貢 久 由 田 大 輔 吉田 寿 之 渡辺 純也 
引地 清 徳 福士 雄介 細川 宏 謙 松浦 稔 三浦 容 輔 宮崎 哲平 茂木 孝之 矢野 喜久 夫 由 田 忠則 吉田 朋 物 渡辺 崇 晶 
曳 地 哲也 福島 正孝 細川 康 洋 松岡 翔平 三浦 幸雄 宮崎 智宏 茂木 達也 矢野 誠一 由 田 利 忠 吉田 智博 法 辺 貴 ま 
曳 地 竜太 福田 郁夫 細川 泰幸 松岡 貞 史 三門 明 達 也 宮崎 将 輝 茂 治 琴 大 矢野 孝典 山田 智哉 吉田 智 笠 Sa 臣 
樋口 慶一 福田 勝 文 細 坪 宏之 松岡 容 之 三 上 桂子 宮崎 将 登 本 種 信也 矢野 宏一 山田 直樹 吉田 朋 由 。、 

樋口 務 福田 順一 細谷 勝彦 松川 浩司 三 上 太 作 宮崎 佑二 朗 本 山 敬 祐 矢野 正 起 山田 尚 吉田 直樹 基軸 
久井 智 文 福田 拓己 細谷 悟志 松川 範 彦 三 上 太一 宮下 勇 本 山 敬 晃 矢野 元 基 山田 秦 希 吉田 宣 央 渡 相 香 交 
久井 直樹 福田 友 一 細谷 拓司 松川 雅美 三 上 孝 仁 宮本 千載 紅葉 朋 哉 矢 幡 智 山田 寛 吉田 憲 英 渡辺 敏明 
久 未 幹 福田 友美 細山 ” 明 松隈 真矢 三 上 貴弘 宮本 学 知 粉 山 寿 幸 屋 比 久 天 弘 由 田 雅夫 吉田 浩子 渡辺 聡 仁 
久田 裕治 福田 秀紀 洞 田 康明 松澤 朋美 三 上 竹 司 宮本 匠 矢 森 和寿 山内 研 山田 雅之 吉田 博 宣 還 渡辺 智 吉 
久野 誠之 福田 守 貴 洞 内 順一 松田 勲三 上 寿 隆 宮本 己 森 一行 山内 由 規 郎 画 田 昌 吉田 深 人 潜 辺 直 導 
凌 金吾 福原 宏 太 堀 和弘 松田 悟 三 上 牧 夫 宮森 裕司 森 大 希 山内 欧 | 則 田 素 臣 吉田 誠 還 生還 
菱田 博明 福村 慎吾 堀 治 松田 太一 三木 田 売 明 杖 美和 礎 忠治 山岡 将司 拓 和 友 洋 吉田 雅 構 Su 半 
肥田 巧 藤井 勝 土 堀 合 佑 寸 松田 大 地 三澤 友 弥 三好 正幸 森井 未 治 山岡 聖 潤 較 由 中 一 生 吉田 将 電 還 近 

秀 正幹 藤井 保 堀井 映 治 松田 武則 三品 朋 宏 三好 良 輝 森井 達也 山岡 良介 由 中 勝 善 吉田 雄三 生 洪 邊 析 
日 根 野 隆 明 藤井 宏樹 堀内 光 介 松田 人 敏 郎 水上 直哉 三輪 将 浩 森井 英之 山 家 輝 樹 博 上 中 久美 子 吉田 征 冬 渡辺 広明 
日野 竜馬 藤井 学 堀内 貴也 松田 信行 水上 寛和 之 三 誠 森井 優樹 山形 徹 請 由 中 大 生 吉田 幸弘 渡辺 容 文 


比 文 康之 藤井 涼太 堀川 教 司 松田 洋明 水越 里 日 向井 修 森 笠 寒 二 山形 知明 証 則 西 論 吉田 義信 計 濃 辺 広和 
百 海 雄二 藤岡 徹也 堀川 航 二 松田 拡 水越 貴宏 向井 幸司 礎 河 啓 仁 山 方 責 靖 目 野 健太 二 田 亮介 請 湊 辺 世 ま 


平泉 昭二 藤崎 祐太 本 庄 努 松田 雄樹 水野 健太 向山 雄大 森下 義 蜂 山川 知 実 議 男 本 英司 藤原 卓司 凌 部 康宏 
平 出 実 伸 藤沢 さと み 本 田 恵一 松永 勝 博 水野 直也 武 曽 修 明 森田 春 郎 山川 直也 請 由 本 恭平 吉原 龍 裕 渡部 優紀 
平岡 和 世 藤澤 淳 本 田 貞 史 松永 佑 太 水野 博樹 武藤 大 志 森田 英樹 山川 洋 竹 議 目 本 孝一 吉村 勝 全 請 渡部 栓 語 
平岡 地 志 藤島 忘 本 田 滋 松林 美鈴 水野 学 宗像 繁 毅 森田 政利 山川 福太郎 請 昌 本 聡 吉村 大 輔 二 工 辺 雄大 
平川 勝海 藤島 佳生 本 田 貴洋 松原 統 生 水橋 健志 郎 宗像 昭二 森田 吾 子 八巻 和幸 議 由 本 卓 吉 淳 波 導 容 太 人 
平川 智久 藤田 昌志 本 多 直也 松原 孝幸 水橋 義 煙 宗像 泰志 森 中 一 沈 山 剛 孝昭 請 由 本 末吉 本 倫 全 計 訪 較 角 
平川 則 仁 朋 田 浩二 本 多 史 宗 松原 理子 水 堀 広海 宗 内 哲也 盛 藤 英雄 山岸 拓也 識 四 本 導 彦 央 多 靖 全品 
。 平 木 久雄 藤田 卓 本 田 ゆ り 子 松平 晶 也 水 正 隆徳 棟方 一 博 森本 東 樹 山岸 悠 直 詳 四 本 寛之 米川 修平 合間 
平澤 裕司 藤田 正俊 本 多 況 樹 松前 亮平 溝口 清 調 棟方 源太 森本 博之 山口 新 計 貞本 勝 米沢 明 大 湊 部 袖 
平瀬 厚志 藤田 靖 本 部 崇 義 松宮 圭輔 溝口 康平 棟方 竜太 守 矢 敬 次 郎 山口 工 博 由 本 優 米沢 和樹 和 野 亜紀 
平田 誠実 藤田 裕 爾 本 部 昌 英 松宮 孝浩 溝口 慎也 宗 原 一 智 礎 谷 淳一 山口 功 天 還 山本 恭 博 米澤 孝幸 年 mizHemme 
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